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―教育実習記述の分析から―
上　田　和　子
（武庫川女子大学文学部日本語日本文学科）
A case study of verification of a Japanese language teacher education
program through an analysis of teaching practice
Kazuko Ueda
Department of Japanese Language and Literature
Mukogawa Women's University, Nishinomiya 663-8558, Japan
Abstract
This paper examined a Japanese language teacher education program through a case-study analysis of 
descriptions of teaching practice over the past decade to identify chal-lenges and methods of improvement. 
The author has been involved in a Japanese language teacher education program at Mukogawa womenʼs 
university as a program coordinator and in a teaching practice program at language schools in Osaka and at a 
sister university in Korea. The program in this study experienced some restructuring for various reasons. The 
author analyzed these reasons by classifying them according to external and internal factors. The external 
factors were mostly influenced by curriculum restructuring; deference to the academic calendar; job-hunting 
trends; and nationwide risks including political issues, natural disas-ters, infections, etc. In order to continue 
teaching practice, program coordinators had to overcome these challenges. Observation revealed that the 
program has been restructured whenever it met with external obstacles from time to time. Internal factors, 
however, were hardly discussed. Internal factors included teachersʼ academic abilities, teaching skills, and 
their art of reflection. One of the ways to improve the program would be that trainees design their own 
program by themselves. The key would be to deploy the “readiness to learn” concept referred to by 
andragogy studies.
1．はじめに
2018 年 3 月に『これからの日本語教育人材の養成』が文化庁小委員会より発表された。同報告書では、
今後増加が見込まれる初等・中等教育における日本語指導を必要とする児童生徒への日本語教育支援、
各産業に従事する外国人の増加による日本語教育・支援のニーズの変化、およびその担い手である日本
語教育人材養成、現職者支援が大きなテーマとなっている（文化庁 2018）。日本語教育を必要とする学
習者は、かつては留学生を中心としていたが、それが専門職の成人、年少者、地域住民まで広がりはじ
めてすでに 20 年余を数える。その間、日本語教育を担う人材への専門教育が大学や大学院、専門学校、
市民向けカルチャーセンター等で行われてきた。同報告書は、教育人材問題の一つとしてその世代バラ
ンスの悪さを挙げている。端的に言えば 30 代以下の若い人材が極端に少ない業界になっているのであ
る（注 1）。少子高齢化社会を迎えた日本は多くの業界で同様の問題に面してはいるが、日本語教員には、
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専門職としての立場のあいまいさ、非常勤講師が多数をしめる雇用状況、さらにボランティア依存の支
援体制など、様々な社会的問題が横たわっている（田尻 2010、2017、平畑 2014）。ただし、それが正規
雇用の道へと大きく動き始めていることも、同報告書は明らかにしている。
小論は日本語教育を取り巻く状況の激変を前に、大学における日本語教育人材養成について検討する。
そのために、過去 10 年余におよぶ日本語教育プログラムおよび日本語教育実習を事例としてとりあげ、
教師教育実践を記述することで、教育現場で生起していた出来事をふり返り、問題点を明らかにする。
対象は武庫川女子大学日本語日本文学科「日本語教員養成プログラム」である。同プログラムおよびその
一部である学外実習は、開設当初から様々な要因によって調整され今日に至っている。それら変遷がも
たらされた要因を分析し、日本語教育実習に関する先行研究の知見をもとに、大学教育における日本語
教育人材育成の課題設定を行う。
2．日本語教育実習に関する先行研究
丸山は 20 年におよぶ教育実習の指導実践を通じて、そこに生起するトラブルを「1. 教師以外のことが
らに起因するもの、2. 教師個人に起因するもの」に分け、2. についてさらに詳しく「①授業構造（授業段
取り）のまずさ、②語彙のコントロールの不十分さ、③基本的知識の欠如、④学習者に対する対応のま
ずさ」に分類し、実習生が十二分に自覚し大きな不安をいだいていたのは③基本的知識の欠如、であるが、
実際に深刻なトラブルにつながっていたのは、①授業構造、②語彙のコントロールであったとしている
（丸山 2015）。
②語彙のコントロールは、教師が学習者の言語習得状況に応じて、理解語彙や理解文型を調整しなが
ら目標言語で学習者とやりとりをして授業展開していくときに必要な技法で、特に直接法による外国語
教授の場面では欠かせない（注 2）。筆者は実習生の教壇実習の場面を観察し、その日本語運用が稚拙で
あるために授業運営に支障を来すことについて、日本語のコントロールは単に語彙や文型の問題だけで
なく教科内容全体への理解に成り立っていることを指摘した（上田 2017）。丸山が述べる「授業の段取り」
は「授業構造」という表現に収斂されていくが、1 コマの授業の構成力が単に教案通りに授業を進めるこ
とで養成されるのではなく、学習者の様子を観察する力量も視野に入れて成り立つとする点に共感する。
一方、池田は「教師の成長を視野に入れた実習のデザイン」を生涯発達、成人教育の理論に基づいて展
開している。実習プログラムのタイプは大きく分けて、「内省モデルに基づく実習プログラム」と「教師
トレーニング型実習プログラム」があり、両者の違いは教師の内省を取り入れる設定が意識的にされて
いるか否かに違いがある、としている（池田 2007）。上述の丸山の実践は、まさに教師トレーニングに
重点を置いたものである。他方、池田のそれは、多様な授業展開の中で教師の意思決定の在り方を手掛
かりに、ショーンの言う「行為の中で考える反省的実践家」としての教師養成のため、内省の重要性を説
いている（ショーン 2001）。いずれの立場も「良い授業と何か」「良い教師とはどのように育成されるのか」
という問いを立て、授業データに基づいて分析しており、日本語教師という専門職育成への重要な示唆
に富む。本稿ではそれらを参照しつつ日本語教員養成プログラムを運営する立場から、大学生が日本語
教育実習を通じて何を学ぶのか、という問いに立ち返って再考する。下節では、実践事例の変遷を概観
し、問題のありかを明らかにしていく。
3．日本語教員養成プログラムの実践
3.1　背景
3.1.1　留学生政策と日本語教員養成
「日本語教育のための教員養成」ガイドラインが文化庁より示されたのは、1985（昭和 60）年に遡る。
その前年には、中曽根内閣による、いわゆる「留学生 10 万人計画」の発表があり、また日本語学習者の
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習得度を測定する「日本語能力試験」が 1 年に 1 度実施され始めるなど、この時期、留学生教育を中心と
する国内外の学習者に対する日本語教育の枠組みが整えられてきた。その中で、日本語教育に携わる教
員をどのように養成すべきか、という問いへの答えとして示されたのが上述のガイドラインである。こ
れを受け国内のいくつかの大学院で日本語教育専攻が設けられ、引き続き学部でも日本語教育を専攻す
る学科が誕生した。これら主専攻とする大学のほかに、多くの大学では科目を履修することで資格を取
得できる方法がとられ、主専攻・副専攻を合わせて日本語教員資格を付与する大学が一挙に増加した。
2000 年代に入ると、かつての「留学生 10 万人計画」もほぼ目標を達成し、大学におけるグローバル化
の指針のもと、留学生施策として平成 20（2008）年「留学生 30 万人計画」が文科省から発表された。そし
て日本語教員養成に関しては、昭和 60（1985）年「日本語教員資格のガイドライン」が示されて 15 年後に
あたる平成 12（2000）年に、その改訂版として「日本語教育のためのガイドライン」が示された。そこで
は主専攻、副専攻という区分は取りやめて、教員として習得すべき必要な 3 領域 5 区分が示された（注 3）。
3.1.2　学校教育における児童生徒への日本語支援
外国人労働者集住地区だけでなく、全国的に日本語支援を必要とする児童・生徒の増加に伴い、平成
26 年（2014）に文科省の省令改正により、取り出しの日本語指導を「特別の教育課程」として正規の教育
課程として編成・実施できることになり、さらに平成 29 年度からは、加配定員により配置されていた
日本語指導等担当の教員が基礎定数化されることになった（日本語教育学会 2018）。このように小・中
学校における児童・生徒への日本語教育支援は、徐々に公的な取り組みとして位置づけを得るに至って
いる（注 4）。
3.2　日本語教員養成プログラムの変遷
本節では、事例として武庫川女子大学日本語日本文学科における日本語教員養成プログラムの変遷に
ついて述べる。資料によると（注 5）、当該学科で日本語教育に関する科目が置かれたのは、2000（平成
12）年である。大学教育のグローバル化が求められる中で、学科の目指す特色ある教学、多文化共生社
会に生きる人材育成の一環として開設された。当時、3 年次以降の専攻が 3 つの系に分かれており（1 系：
日本文学系、2 系：日本語教育系、3 系：情報教育系）、そのうち日本語教育系（2 系）を選択した学生の
みが日本語教育に関する科目を履修し、卒業時に日本語教員資格を取得していた。表 1 は同プログラム
の変遷をまとめたものである。
表 1　日本語教員養成プログラムの変遷
年度
履修者の
所属系
資格認定単
位（必修）数
該当
学年
実習参加者数
受入校 関連する事項　（★は本学科関連事項）
海外 国内
平成 13 2001 日本語教育 20～（12）
平成 12（2000）年「日本語教育のための教員養成
について」に、主専攻・副専攻のとりやめ、教育
内容：3 領域 5 区分の提示がある。
平成 14 2002 日本語教育 20～（12） 4 年
32 名
8 校
★日本語教育系所属学生に日本語教員資格認定
平成 15 2003 日本語教育 20～（12） 4 年
25 名
10 校
平成 16 2004 日本語教育 20～（12） 4 年
23 名
9 校
平成 17 2005 日本語教育 20～（12） 4 年
13 名
6 校
平成 18 2006 日本語教育 20～（12） 4 年
10 名
5 校
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平成 19 2007 日本語教育 20～（12） 4 年
1 校
4 名
14 名
6 校
★海外教育実習開始
平成 20 2008 日本語教育 20～（12） 4 年
5 名
1 校
11 名
6 校
「留学生 30 万人計画」文科省
平成 21 2009 日本語教育 20～（12） 4 年
8 名
1 校
8 名
5 校
★国際交流基金「日本語教育インターン」助成受
領開始
平成 22 2010 日本語教育 20～（12） 4 年
8 名
1 校
4 名
2 校
平成 23 2011 全員 35～（25） 4 年
9 名
1 校
6 名
4 校
★所属学生全員が日本語教員資格取得可能にな
る。
平成 24 2012 全員 35～（25） 4 年
10 名
1 校
4 名
1 校
東日本大震災以降、留学生減少→実習先の減少
平成 25 2013 全員 35～（25） 4 年
12 名
2 校
7 名
2 校
★海外教育実習校 2 校になる。
平成 26 2014 全員 35～（25） 4 年
15 名
3 年
7 名
2 校
省令「特別の教育課程」文科省
平成 27 2015 全員 35～（25）
4 年
3 年
5 名
1 校
9 名
2 校
★学科カリキュラム改訂
韓国で MERS 流行し参加者減少→実習校 1 校に
調整
平成 28 2016 全員 35～（25）
4 年
3 年
8 名
1 校
17 名
3 校
「日本語教育機関告示基準」法務省
外国人児童生徒数：8 万人～（公立校）
在留外国人：238 万人～
★国際交流基金「日本語教育ｲﾝﾀｰﾝ」助成受領停止
（注 6）
平成 29 2017 全員 35～（25）
4 年
3 年
6 名
1 校
18 名
3 校
海外日本語学習者：137 カ国、400 万人
★「日本語教育インターンシップ」開始
平成 30 2018 全員 35～（25） 3 年
9 名
1 校
9 名
3 校
報告書『日本語教育人材の養成・研修の在り方に
ついて』文化審議会（文化庁）
その後日本語教育関連科目履修希望のより広い範囲の学生に利するように、平成 23（2011）年度から
は所属する系によらず全員に日本語教員養成プログラムを開放した。また平成 27（2015）年度より、学
科カリキュラムの大幅な見直しに伴い新カリキュラムを設定し、日本語教育関連科目の学年配置も再検
討した。2018 年度現在は履修便覧に表 2 のように科目を示し、「日本語教員の資格を得ようとする者は、
本学の卒業要件を満たし、かつ上表から必修を満たして 35 単位以上習得すること。」と注記している（表
2）。
表 2　日本語教員養成科目
文化庁ガイドライン
本学の開設する科目 単位数 必修 選択
3 領域 5 区分
社会文化に関
わる領域
社会・文化・地域
異文化間コミュニケーション 2
4 10
多文化共生論 2
文化交流史 2
英語で読む日本Ⅰ 2
英語で読む日本Ⅱ 2
海外文化体験演習 4
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言語に関わる
領域
言語
日本語学概論Ⅰ 2 2 　
日本語学概論Ⅱ 2 2 　
音声・音韻論 2
4 16
語彙・意味論 2
文法・文体論 2
文字・表記論 2
日本語史Ⅰ 2
日本語史Ⅱ 2
言語学Ⅰ 2
言語学Ⅱ 2
中国語概説 2
韓国語概説 2
言語と社会
社会言語学 2
4 6
談話研究 2
阪神間の文化 2
日本の伝統文化 2
日本の現代文化 2
言語と心理
言語発達論 2
2 8
言語と心理 2
日本語教育特講 2
日本語学特講Ⅰ 2
日本語学特講Ⅱ 2
教育に関わる
領域
言語と教育
日本語教育学入門 2 2 　
日本語教授法 2 2 　
日本語教材研究Ⅰ 2
2 2
日本語教材研究Ⅱ 2
日本語教授法実習 1 1 　
日本語教育史 2 2
日本語教育インターンシップ 2 2
計 71 25 46
3.1 で見たように、大学のグローバル化、留学生施策、多様化する学習者、児童・生徒への日本語支援等、
多岐にわたる要因が「日本語教員養成」の文脈を構成している。事例の日本語教員養成プログラムには、
特色ある教育の提供、将来に活用できる資格の付与等の点で意義がある。しかしその資格を得ても日本
語教員として専任職に就く新卒学生は少数派であった。主な理由は、当該職では教育現場経験がまず問
われるためだが、ただ 3.3.2 で後述するようにこの状況は 2016 年ごろから急変している。
下節では、日本語教育プログラムに関連する「学外教育実習」の変遷について概観する。
3.3　学外日本語教育実習
3.3.1　国内教育実習と海外教育実習
日本語教員資格を認定するために、日本語日本文学科では必修科目を含む所定の単位を修得しなけれ
ばならない。そのうち必修科目である「日本語教授法実習」では、授業中に教案作成や学生同士での模擬
授業を行っている。平成 28（2016）年度までは、当該科目が実習にかかわる唯一の科目で、教育活動は
学内で完結していたが、履修者のうち教育現場体験を希望する者には、別途学外実習が提供されてきた。
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学外実習には日本語学校で行う①国内実習と海外協定校で行う②海外実習がある（表 1）。3.3.3 で後述す
るように、実習のうち学外実習はその後「日本語教育インターンシップ」として独立した科目となり、
2017 年度より大学 3 年生に配置されている。以下、国内実習、海外実習の変遷をたどり問題点を整理
する。
3.3.2　国内日本語教育実習
【概要】
国内での日本語教育実習は、2002 年より阪神間、大阪市内の日本語学校で実施しており、2018 年現在、
受け入れ校は 3 校（仮名：A 校、B 校、C 校）である。各校では進学コース、短期留学コースなどそれぞ
れ特色ある教育が行われている（表 3）。
表 3　国内日本語教育実習のまとめ（2018 年）
受入校（仮名） 期間 日本語学習者の背景・学習目的 主な実習内容
A 校（大阪市） 3 日間
進学コース（漢字圏：中国、台湾、香港、
マカオ等）初級～中級
授業見学、授業補助、授業記録作成、振
り返りミーティング
B 校（神戸市） 5 日間
夏季短期コース（非漢字圏：イタリア、ロ
シア、カナダ、タイ等）初級
授業見学、授業補助、教壇実習、振り返
りミーティング
C 校（神戸市） 5 日間
進学コース、（ベトナム、韓国、台湾など）
初級～中級
授業見学、授業補助、教壇実習、授業記録、
振り返りミーティング
国内実習は、「後進の育成のため」という観点のもと各機関のご厚意で受け入れていいただいている。
過去 10 年余を振り返ると、国内実習生数は 20 名以上に上る年度もあれば 10 名以下もあり、実習先と
実習生の調整作業が、筆者のようなコーディネータである教員には必ず発生する。参加する学生にとっ
ては、他の教育活動や就職活動との重なりがあるものの、学生時代でなければできない経験で、かつ海
外実習と比べて時間的、経済的、精神的負担のやや軽い、参加しやすい活動という受け止め方がある。
【実習内容】
国内実習の場合、通常授業の一部を担当する形で教壇実習を行うことが多い。つまり実習生用に学生
を集めて行うのではなく通常の授業を担当するのである。学費を払って授業に臨んでいる留学生に対し
て、実習生だけで授業担当することは認められない。そこで所属機関の教員の授業見学、授業補助、放
課後の学生対応などの作業を通じて日本語教員の業務内容を体験する。期間中、指導教員との振り返り
ミーティングは、実習生の意味ある気づきを促す場として貴重である。
【留学生の背景】
これまで、いずれの日本語学校も主たる留学生の出身地は、中国、台湾、韓国が中心だったが、現在
はベトナム、フィリピン、ネパール等のアジアの非漢字圏国からの留学生が急増している。多くは大学、
大学院、専門学校への進学を目指している。一方で、夏季休暇を利用して短期コースで学ぶ学生も多く、
漢字圏、非漢字圏によらずアジア、欧州、南北アメリカを含め各地から参加している。留学生の学習目
的、言語背景によって指導内容や方法は異なり、実習期間中、そういった日本語教育の実態に触れるこ
とができる。
【問題点】
① 流動的な学習者数：2011 年東日本大震災、福島原発事故の影響を受けて日本への留学生が激減した。
その時点から比べ学習者数は徐々に回復し、2018 年現在は以前を上回る留学生数となっている。背
景には高度専門人材を含む外国人労働者受け入れへの政策転換等がある。学習者数の流動性は日本語
学校数に直結しており、教育実習生受入への影響も大きい。
② 労働環境の展開：従来、日本語学校で日本語教師として採用されるためには、数年の教育経験が最も
重要な条件とされ、大学で資格を取得しても非常勤講師の機会を得ることさえ容易ではなかった。と
ころが、2016 年ごろから日本語教師不足が叫ばれるようになり、このところ新卒の専任採用が珍し
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くなくなってきている。背景には外国人留学生、就労者などの増加を見込んだ日本語学校の増設、お
よび法務省による「日本語教育機関告示基準」による、いわゆる「告示校」での学生数と教員数の規定厳
格化や専任教員数の取り決めなど法的整備があり、労働環境が整いつつある。ただし楽観はできず不
透明さは否めない。
③ 実習生のニーズの変化：国内実習プログラム変遷の要因について分析すると、実習生のニーズとして
実習参加への動機付けが進路意識と強く結びついていることがわかる。大学生活での活動選択では「就
活で有利」という価値が左右する傾向が強く、日本語教師を専門職としてではなく、むしろ一般就職
を目指しつつ将来に向けて何らかの資格を得ておきたいという欲求が高まり、それが教育実習参加へ
の動機付けになっている。つまり当初は専門職を目指す者への現場体験だったが、それが広く社会経
験を目指すようになっているのである。わずか数日の実習なので、そこに価値を見出さざるを得ない
もの現実である。
【評価と展望】
実習の記録および振り返りの場での発言によると、実習生は社会的文脈において自身を内省する機会
を得ており、個別の学びを深めている。実習生の変容は実習プログラムの意義を考える要素に満ちてお
り探求に値する。また、学習者の多様化、政策の動き、経済界の動向などにより、日本語教員が職業選
択として現実みを帯びつつあるなど、日本語学校の環境変化は教育実習の内容、形式に影響を与えてい
る。問題点は日本社会における日本語教員という立場の不確定さに収斂されるかもしれない。それら課
題がつとに挙げられている中、好転への燭光が見えてきているのが現在であろう。流動的な職業への動
機付けの困難さは否めないが、今後の日本社会の課題を教育現場で提供するという意義を、実習受け入
れ機関の担当者と共有することが重要である。実習終了後、ボランティア等で教育現場に関わることが
できるよう、受け入れ機関からの要請を受けることある。このような継続的活動はカリキュラムを超え
るものだが、今後のインターンシップの在り方、プログラム設計に対して示唆を与えるものであろう。
3.3.3　海外日本語教育実習
【概要】
韓国大田広域市にある韓南大学校は、武庫川女子大学の協定校であり、相互に交換留学生の受け入れ
の実績がある。同大学校での日本語教育実習は 2007 年より始まった。参加者数は当初 5 名～ 8 名だっ
たが、次第に希望者が増加し、2015 年は同じ大田広域市にある国立ハンバット大学校でも協力を得て
実習を行った（表 4）（注 7）。筆者は 2009 年より足掛け 10 年にわたって同実習に携わっているが、一年
として同じ条件、同じ内容となることはなく、様々な理由のもとでの調整を経て今日に至っている。そ
の変遷の要因を（1）送り出し側（大学・実習生）、（2）受け入れ側（実習先国・地域・大学）双方の視点から
検討する。
表 4　海外教育実習の変遷
実習機関 時期 年度 参加者 内容 科目名等
韓南大学校
日語日文学科
夏季休暇中
8 月下旬 5 泊 6 日
2007 ～ 2013
4 年生
8 名～ 9 名
教壇実習、交流
会、市内見学 「日本語教授法実習」（1
単位）の一環として希望
者が任意で参加2013 ～ 2017
3 年生、4 年生
5 名～ 7 名
教壇実習、交流
会、高校訪問等
2018
3 年生
9 名
教壇実習、交流
会
「日本語教育インターン
シップ」（1 単位）
国立ハンバット大
学校、日本語学科
夏季休暇中
8 月下旬 5 泊 6 日
2013 ～ 2014
4 年生、3 年生
6 名
教壇実習、交流
会、高校訪問
「日本語教授法実習」（1
単位）の一環として希望
者が任意で参加
教育実習期間中の
半日程度の訪問
2015 ～ 2017
韓南大学校実習
参加者
交流会
2018
「日本語教育インターン
シップ」（1 単位）
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（1）送り出し側（大学）の要因
【カリキュラムの構成】
教育実習は 4 年間の専門教育の集大成であるが、日本語教育現場に赴き体験することは正規科目内に
設定はしていなかった。通常授業で留学生との接触が少ない学生たちにとって、夏季休暇を利用して海
外に赴くことは、多文化理解としての意味も大きいが、あくまでも科目外の任意参加活動であった。一
方、21 世紀の現代社会に送り出すべき人材育成を勘案し、日本語日本文学科では、日本語教育関連科
目だけでなく包括的なカリキュラムの見直しを実施することになった。2015 年入学生が新カリキュラ
ム生にあたり、2015 年～ 2017 年が移行期、2018 年に完成年を迎えた。
【就職活動・教員採用試験】
就職活動、いわゆる「就活」が大学生活の特に後半で大きな意味を占める現在、その開始時期や合同説
明会、面接参加などの諸活動は 3 年生後半から 4 年生の学生にとっては最優先となっているのが現実で
ある。日本語教育実習が意義ある活動だとしても、就職活動に左右されるのは如何ともしがたい。もち
ろん実習と就活が両立しないものではなかったが、履修前の調査では、就活の前に実習参加を踏みとど
まる学生が多かった。また、就職活動解禁日が年度によって変更されることがあり、参加者数がその影
響を受けることが頻出し、そのため受け入れ先との調整、旅行の手配等の見通しが立たない場合がしば
しばあった。
同様に、中学校国語、高等学校国語科、書道科などの教員採用試験を受験する学生にとって、教育実
習を行う 8 月は、採用試験の 2 次面接等と重なること多かった。これも実習参加を躊躇する一因になっ
ていた。
【対策と課題】
上記問題の解決策として、日本語教育プログラムの配置を全体的に前倒しして、1 年生から専門科目
を履修し学外実習へは 3 年生で臨めるようにした。カリキュラム移行期間は、4 年生と 3 年生の両者が
参加できるよう調整した。さらに従来は「日本語教授法実習」（必修 1 単位）では希望者が単位とは関係
なく学外実習をしていたが、それを 3 年生に移し「日本語教育インターンシップ」（選択 2 単位）を設け
学外実習を明確化した。
「日本語教育インターンシップ」は、インターンシップとしたことで、社会人見習いとして当該職業を
体験するという意味を持たせることを狙った。ただし、「学習へのレディネス」（ノールズ 2002）を考え
た場合、3 年生と 4 年生ではアカデミックな知識・技能だけでなく、情意面、社会人としての成熟度な
どに違いがみられる。それをどのようにとらえて教育活動に包摂していくか新たな課題として受け止め
ている（注 8）。
（2）受け入れ側（実習先）の要因
これまで韓国で海外実習を行ってきたが、その中で以下のような点について勘案する必要性を受け止
めてきた。韓国独自の事情もあれば、海外における研修プログラム全体に共通する問題もある。
【アカデミック・カレンダー】
海外の大学で実習する場合、「アカデミック・カレンダー」の相違がプログラム実施には影響を与える。
韓国と日本とを比べてみても、前者は前期 3 月～ 6 月、後期 9 月上旬～ 12 月が主な学期で、日本は前
期 4 月～ 7 月、後期 9 月下旬～ 1 月と、ほんのわずかの相違ではあるが影響は看過できない。具体的な
問題として、教育実習をする時期は通常受け入れ大学では夏季休暇中で、教員はもちろん学生も登校予
定は基本的にはないことがある。そこで、受け入れ大学の担当者が夏休みに入る前から実習生の授業を
受けるボランティア（1 クラス 5 名 x3 クラス）や、実習生のアテンドを引き受けてくれるチューター（4
～ 5 名）を、前もって募集しなければならない。8 月下旬という時期は新学期直前で、履修登録等の手
続きや 10 月にある学術祭の準備など、何らかの理由で大学周辺にいる可能性がある学生が、例年ボラ
ンティアを引き受けている。実習指導だけでなくボランティア招集等、現地教員の負担も大きい。一方、
日本人実習生も 8 月上旬までは定期試験があり、盆休み明けが例年の実習時期で、双方ともかなり限ら
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れた選択肢から見つけ出した日程で実施している。
【学生気質の相違】
韓国の大学生は、男子が兵役のために大学を休学するだけでなく、男女とも将来の職業選択のために
より多くの知識や技能を習得しようと、あえて休学し、その時間を海外留学あるいはワーキングホリデー
等にあてて語学力や職業経験を求めることがある。いわゆる自身の「スペック」を高めることが頻繁で、
それに対する学生の関心は高い（小倉 2012）。日本人学生が合同説明会、選考面接など一斉に就活に臨み、
翌年 4 月に着任することを目指すのとは異なる。それぞれの社会規範や価値観に基づいての行動様式で
あるが、グローバル人材育成の視点から見て、韓国の大学生は日本の学生より一歩進んだ積極性がある
のかもしれない。ただ、多様な学生生活を送る彼らの実態を知るにつけ、日本語教育実習に参加し夏休
みを数日間費やさなければならないことを現地学生がどのように受け止めるかが案じられる。
【学習スタイルとニーズの変化】
IT 技術の発展に伴い、外国語学習環境の変貌は著しい。インターネット、パソコンやスマートフォン、
SNS といった情報システムやデバイスやの発達とその日常化により、従来は大学の特定の科目を履修
することで得ていた外国語の知識やスキルが、今は学習者が独自に得て運用している。学習のスタイル
は大きく変化した。国際交流基金の調査によると、2015 年現在、特定の機関に所属して日本語を学習
している人は、世界 130 カ国 7 地域で 3,665,000 人に上るが、3 年前の調査と比べ漸減しているところ
から、「教育機関に所属していない独学者がインターネットの普及などの学習手段の多様化に伴い急増
していることにも留意する必要がある。」としている（国際交流基金 2015）。
インバウンドという言葉で象徴されるような外国人旅行者の増加とともに、日本語話者の増加が予想
されるが、多くは日本語を解さない一般的な旅行者で、スマートフォンを片手に日本人とのコミュニケー
ションを楽しむ姿も珍しくない。このような流れは、世界各地でみられる現象であり、海外の日本語学
科においても、学習内容だけでなく学習手段の転換期を迎えているのは明らかである。前述のように、
より高い「スペック」を求めて休学する韓国人学生にとって、日本語習得も自身のスペックを高めるため
の一つの手段に過ぎない。またインターネット環境がより進んでいる韓国社会において自己実現のため
の学びの手段や速度は急速に変化しているという（金 2012）。日本語教育実習として「日本人学生という
客人を迎えて日本語運用を体験できること」の価値は相対的に下がりつつあると見ることも可能ではな
いか。
【カントリー・リスク】
朝鮮半島をめぐる国際情勢は、めまぐるしく変貌を遂げている。半島が休戦状態である現在から、よ
り平和な社会へと移行することは期待とともに想像できる。とはいえ、日韓関係も含め国際情勢は時に
緊張をはらむこともあり、常にその点には留意しつつプログラムを進めなければならない。
ところで、このようなカントリ ・ーリスクは、韓国研修のように日本から外国へ行く場合だけでなく、
海外から来日する場面でも同様に発生する条件である。グローバル時代への人材育成の重要性を標榜す
るのは日本だけではなく、世界各地の若者が長期休暇を利用して海外研修を受けている。それは喜ばし
いことに違いないが、その際、緊迫する国際情勢、テロ事件との遭遇、感染症の流行、気候変動による
天災、大地震など、どの国で実施するにしろ海外プログラムは常にカントリー・リスクを伴うものであ
るという認識が必要である。
4.考察
ここまで、日本語日本文学科における学外日本語教育実習を概観し、以下の点が明らかになった。
（1）  学外教育活動では担当教員だけでなく、受入れ機関の協力と協働に基づいて実施されることは
言うまでもない。当該プログラムで、問題に対応するため受け入れ側と交渉し実習の成果を上
げてきた実績は評価できる。両者が協働できる関係を構築し続けることが重要である。
（2）  教育実習は実践活動であるので、固定的な科目内容だけでなく、常に流動的であることが一つ
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の特徴である。極端に言えば状況に振り回されることになるが、刻々と変わる条件（学生、大学、
受け入れ校それぞれに）とどのようにすり合わせていくかがテーマの一つであり、その中で教
育活動が再構築されなければならない。
（3） プログラムを左右してきた要因を整理すると【外的要因】と【内的要因】に分類できる。
  【外的要因】カリキュラム構成、アカデミック・カレンダーの地域間相違、就職活動時期の変更
等「出口」状況、政策・施策の動き、カントリー・リスクへの対応等
  【内的要因】学習者の学習スタイルの変化、学習者ニーズ、実習生のニーズ、実習生の「学習へ
のレディネス」等
（4）  当該プログラムの変遷は国内外ともに、主に【外的要因】への対応、つまり状況調整を重ねた結
果であった。一方、【内的要因】つまり、実習生の学びそのものに対する視点が、やや手薄であっ
たことは否めない。【内的要因】は実習生だけでなく、ボランティア学生についても同様に考え
られる。
（5） 【内的要因】を検討する際、「学習へのレディネス」をキーワードにして考えることができる。
成人教育理論を展開してきたノールズは、「成人期の発達課題は、主として社会的役割の発展したも
のの産物である」とし、また成人の発達については「学習へのレディネス（readiness of learning）」の重要性
を示し、経験こそが学びの原動力となるという（ノールズ前掲）。教師教育プログラム担当者には、実習
生自身が自分をどう認識し、実習の経験をどうとらえ価値認識につないでいるか等、実習生の【内的要因】
を探り、学びの段階を支援する役割があり、そこに学外教育実習の意義があるといえよう。教育実習に
おける「学習へのレディネス」には、アカデミックな知識的、技術的な側面があり、同時に情意面、社会
人としての成熟度、多文化理解力なども含まれる。実習における学生の「学習へのレディネス」の要素を
以下に挙げる。
・アカデミック面：教育内容・指導項目に関する知識、教材研究能力、学習者の母語に関する知識等
・ 教授技法：授業の段取り、クラス目標の把握、教材・教具の活用、学習者対応、語彙・文型調整力、
等
・多文化理解：学習者の言語背景、宗教などのタブー、ジェンダーへの意識、等
・ 情意面の視点：自己の経験の振り返り、意義ある内省、学習経験のデザイン、社会人としての成熟
度等
おわりに
本稿では、日本語教育プログラムのうち日本語教育実習の実践例を取り上げ、その変遷を記述するこ
とでそれをもたらした要因を分析した。その結果、要因には【外的要因】と【内的要因】があり、【外的要因】
への対応では成果を結んできたものの、学生の学びそのものに焦点を当てた【内的要因】への取り組みが
優先されていなかったこと、現在はそれを積極的に検討する時期に来ていることが浮き彫りになった。
またこれによって「教育実習」という人材育成プログラム改革への課題設定につながる手掛かりが得られ
た。
日本語教育実習については、専門職育成という側面が重要であるのは言うまでもないが、その職に就
くか否かにかかわらず、大学教育で提供できるプログラムとしての意義を探る必要がある。そのキーワー
ドとして社会人段階の前段階にある実習生の、アカデミック面、教授技法だけでなく情意面も含めた「学
習へのレディネス」に注目していきたい。
注 1　 『平成 28 年度国内の日本語教育概要』によると、年代別教師数は 20 代 5.7％、30 代 10.3％で若年層は合計
16％だが、50 代 17.5％、60 代 21.6％で、高齢層は合計 39.1％となっている（文化庁 2016）。
注 2　 語彙のコントロールの問題の一例として、授業準備で各課の語彙や文型を洗い直し、それに基づいて授業を
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組み立てるが、それを「説明する」表現が学習者には難しすぎて理解できず、授業として成立しないことなど
が挙げられる。
注 3　 日本語教員養成の 3 領域（社会文化に関わる領域、言語に関わる領域、教育に関わる領域）、5 区分（社会・文化・
地域、言語、言語と社会、言語と心理、言語と教育）。
注 4　 従来、留学生、成人学習者を対象としてきた日本語教育の指導内容や指導方法では、児童・生徒への対応に
限界があり、その日本語支援に当たる当該教員に求められる専門的な資質・能力を身に付けるための教員研
修や養成の充実が課題となっている（石井 2017）。
注 5　武庫川女子大学『履修便覧』平成 13 年度版～平成 30 年度版
注 6　 2009 年度より国際交流基金「日本語教育インターン」助成金プログラムを受けて海外教育実習を実施してきた
が、韓国が助成対象地域には含まれなくなったため、本プログラムの助成申請は 2016 年で停止した。
注 7　 現在、同大学での活動は交流会にとどまっている、理由は 2015 年春先に MERS（中東呼吸器症候群）が韓国
で大流行したことにある。その影響により実習参加者数が一気に縮小し、この年、ハンバット大学校での実
習はとりやめ、少数の参加者が大学を訪問し交流会活動のみを行った。
注 8　 学外実習に赴く実習生の「学習へのレディネス」について、知識面だけでなく情意面でも検証する必要が浮き
彫りになっている。一例をあげると、ある程度就職活動を経験したうえで、4 年生の夏休みに実習を経験し
ていた学生と比べ、3 年生での実習は、たとえば「社会人基礎力（経済産業省によるこれからの人材に必要な
能力「前に踏み出す力」「考え抜く力」「チームで働く力」）」など、社会参加することへの成熟度に差が認めら
れる。
参考文献
池田広子『日本語教師教育の方法』鳳書房 pp.3-11(2007）
石井恵理子「こどもの日本語教育―人権としてのことばの教育」『外国人労働者受け入れと日本語教育』ひつじ書房
pp.183-209（2017）
上田和子「日本語母語話者は異文化交流会でどのように日本語を学ぶか」『日本語教育と日本研究におけるイノベー
ション及び社会的インパクト』第 11 回国際日本語教育・日本研究シンポジウム　大会論文編集委員会【編】香港
日本語教育究會 pp.97-113（2017）
小倉紀蔵「第 1 章　いま、韓国をどう見るか」『現代韓国を学ぶ』有斐閣選書 pp.1-18（2012）
金仙花「第 5 章　韓国の社会」『現代韓国を学ぶ』有斐閣選書 pp.115-150（2012）
ショーン，D『専門家の知恵―反省的実践家は行為しながら考える』ゆみる出版（2001）
田尻英三『言語政策を問う！』pp.19-75 ひつじ書房（2010）
田尻英三「外国人労働者受け入れ施作と日本語教育」『外国人労働者受け入れと日本語教育』ひつじ書房（2017）
ノールズ ,M『成人教育の現代的実践　―ペダゴジーからアンドラゴジーへ』鳳書房 pp.33-67(2002)
平畑奈美『「グローバル人材」再考』西山教行・平畑奈美（編著）くろしお出版 pp.169-200（2014）
丸山敬介『日本語教育学研究 5　日本語教育実習事例報告　彼らはどう教えたのか？』ココ出版 pp.1-37（2015）
【報告書】
公益社団法人日本語教育学会（2018）『平成 29 年度文部科学省委託　外国人児童生徒等教育を担う教員の養成・研
究モデルプログラム開発事業―報告書―』
国際交流基金（2015）『海外の日本語教育の現状　2015 年度日本語教育機関調査より』
文化庁文化部国語科（2016）『平成 28 年度国内の日本語教育概要』文化庁
文化庁文化審議会国語分科会（2018）『日本語教育人材の養成・研修の在り方について（報告）』
受稿日　　2018 年 9 月 21 日　　　受理日　　2018 年 11 月 26 日
D11027_71001192_上田和子.indd   11 2019/02/18   21:02:02
－ 13 －
Bull.　Mukogawa　Women’s　Univ.　Humanities　and　Social　Sci.,　66，　13－21（2018）
武庫川女子大紀要（人文・社会科学）
『新可笑記』巻一の二「一つの巻物両家にあり」の読み
―南北朝正閏争いと「二つの笑い」の内実―
羽　生　紀　子
（武庫川女子大学文学部日本語日本文学科）
A Study of “Shin Kashoki” 1-2:
Controversy Surrounding the Legitimacy between the North and
the South Emperor and the Significance of “Two Factors of Humor”
Noriko Hanyu
Department of Japanese Language and Literature, School of Letters
Mukogawa Women's University, Nishinomiya 663-8558, Japan
Abstract
“Shin Kashoki,” published in 1688, is the 16th work of Ihara Saikaku. Previously, this work was not held in 
high esteem, but some critics have re-evaluated it in recent years.
In a previous paper, I conducted a detailed analysis of "Shin Kashoki” 1-1 and pointed out that its structure 
has three levels. In this paper, I studied "Shin Kashoki” 1-2. I determined that the pieces of this story newly 
examine the concrete phase of creation, and I went on to further clarify that the idea of the legitimacy be-
tween the North and the South Emperor is superimposed.
From this reading, I examine the meaning of “two factors of humor” of the preface, an idea that has been 
debated but never fully settled. I conclude that “two factors of humor” is laughter appearing in the second 
level and caused by the stratified world of the third level. The enthusiasm for Saikaku's attempt at a new cre-
ative method has given rise to the declaration of “two factors of humor.”
はじめに
『新可笑記』（元禄元年（一六八八）十一月刊）は、井原西鶴の第十六作目の浮世草子作品である。かつ
ては評価が低く、あまり取り上げられることのなかった作品であったが、近年再評価が試みられている。
各章の素材についての新たな指摘もいくつかなされたが、その内容は不十分で、指摘の当否についての
検証もなされていないのが現状である。『新可笑記』のすべての章は、いくつかの素材を自在に駆使して
創作されており、素材の指摘・検証は、本作の本質をとらえる上で不可欠なものである。
前稿において私は巻一の一「理非の命勝負」を取り上げ、従来指摘されていた素材を検証すると共に新
たな素材を指摘し、巻一の一にみられる重層性について論じた 1）。話に草薙の剣盗難事件が重ねられて
いること、またその意味を解明し、巻一の一が三層構造を有していることを明らかにした。第一層は故
事や伝説・逸話などの素材（従来典拠や素材として指摘されてきた類のもの）、第二層はそれらの素材を
自在に駆使して創作した具体的な話、第三層は西鶴の最も描きたかった「重層世界」ということになる。
重層世界は、創作の根本的な発想と言えるものである。
本稿では、巻一の二「一つの巻物両家にあり」を検討する。従来取り上げられることの少なかった章で
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あるが 2）、巻一の一と同様に三層構造を読み取ることによって、新しい読みを提出する。具体的には、
新たな素材を指摘し、話には南北朝正閏争いが重ねられていることと、その意味について検討する。
あらすじと新たな素材の指摘
巻一の二を、冒頭文と①②③に分けて説明する。まずは詳細なあらすじを示す 3）。
「義を重んじて命を軽くするは義士の好める所なり」。
① 和州信貴は平和に治まっており、城主松永霜台は、「筋目正しく諸浪人を召し抱へ」ると触れを出し
た。侍たちは「先祖の感状、その身の武芸言ひ立て」て、仕官を望んだ。同国の鶯の関近い里から、「楠
木正成が末葉」と名乗り、「菊水作りの太刀」と「千
ち
剣
はや
にて軍中の連歌」である「咲きかけて勝つ色見す
る山桜」の自筆詠草を差し上げた侍がいた。また河州国分の里から、全く同じ太刀と詠草を差し上
げた侍がいた。真偽を判断しかねて「この道具を預かり置き」、老中が立ち合って詮議となった。「古
筆見・刃物の目利きせし人」を呼んで吟味させたところ、一方の侍の詠草は正筆で、太刀は後ごし
らえ、もう一方の侍の太刀は楠木の名剣に紛れなく、詠草は移し物と鑑定した。
二人を取り次いだ人は当惑したが、家老は「をどつて評判」し、真偽が簡単にはわかるものでなかっ
たことを理由に、取次いだ者に罪はないとした。その後、松永の殿は力量に応じて二人を召し抱え
るように指示した。二人はお目見えも済み、屋敷を頂いてまず広間詰めとなった。家老は大横目三
人に対して、二人は大殿の慈悲で召し抱えられたが、「義理を立て」「相果つべき事追つ付けなり」
と予言し、太刀と詠草の噂はしないようにと申し渡した。大横目三人は納得できなかった。
② 十日ほどして、召し抱えられることになった二人のうちの一人が、もう一人に「少し内談」と手紙を
送る。相手は、身を清め死に装束でやってきた。「同じ二色二人に伝はり、然も違はざるの紛れ物」
であったという評判を聞いた。武運の尽き、「両人共に一分立ち難し」「又の世長く語るべし」「同
じ心ざし」と、書置きを残し、「二人刺し違へて」死んだ。その「筆跡」には、家に伝わる「筆・刀」の
おかげで仕官できたが、その「筆・刀」の真偽がはっきりしないことがわかった。「ああ語る則
ときん
ば、
先祖の屍を汚す。言はざる則ば、士を売るの罪遁がれ難し」とあった。国主を始め人々はこの「筆跡」
を感じ、二人の死を惜しんだ。
③ その後家老は、二人は潔いが、両人とも楠木の子孫ではないだろう。今時の巧み恐ろしき商人が、
それぞれ「正銘」と後ごしらえ、「正筆」と写し物を作って売り渡したのだろうと言った。この話を伝
え聞いた水
すい
分
ぶん
というところの地侍の何某が、「代々楠が釣書、家に伝へし武道具の目録」を持参し、
例の二色は「私の親、修復のために奈良に遣はし」ていたものであるが、その職人が取って逃げ、行
方がわからなくなっていたという。詮議して太刀と詠草は地侍に返してやった。「国主にありたき
は良き家老ぞかし」。
『新可笑記』の創作方法は、いくつかの素材を駆使することによって、本話を構成するというものであ
る。その意味では、本話の内容の検討は、素材の指摘から始める必要がある。これまで巻一の二の素材
としては、楠木正行兄弟の刺し違えを踏まえるかという部分的なもの以外 4）、全く指摘されてこなかっ
た。それは巻一の二が注目されなかったこともあるが、指摘することが困難なのではなく、素材・本話・
重層世界という『新可笑記』の三層構造に気付かず、本話の検討に終始したからであるといえる。
素材の指摘自体は困難なものではないと言ったが、それは西鶴が、前後の章を関連させて創作してお
り、前章との繋がりが、素材の指摘のみならず、重層世界・創作主題の理解までも容易にしているから
である。素材や重層世界を示すシグナルが本話に嵌め込まれているのである。
巻一の二と前章巻一の一との関連は、表面的には、橘の正連と胡蝶・菊若という兄弟同然の二人が楠
木正成の末葉を名乗る侍二人へと、草薙の剣は菊水作りの太刀へと展開する。しかし前章で重要なのは、
草薙の剣盗難事件と、その草薙の剣の存在の根源的な問題であった。前章を読めば、草薙の剣を含めて
三種の神器に思いを馳せることになる。特に草薙の剣については、次のような周知の伝説的逸話を思い
浮かべるであろう。
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（1）素盞烏尊が八
やまたのおろち
岐蛇の尾の中から取り出した。天照大神がかつて高天原から落とした物であった。
（2）崇神天皇が剣と鏡の形
かたしろ
代を作らせて、護
みまもり
身とした。
（3）日本武尊が東国征伐の際に、景行天皇から託された。
（4）天智天皇七年に盗難に遭った。天武天皇朱鳥元年、熱田神宮へ送った。
（5）元暦の頃、安徳天皇とともに西海に沈んだ（八岐蛇＝安徳天皇が龍宮へ取り返した）。
（6）伊勢の国より、海から出現した宝剣が進奏される。
（7）後南朝の禁闕の変で奪われるが、清水寺で見つかる。
三種の神器や草薙の剣の一般的な知識を持つ読者が、前章巻一の一の、侍が盗んだ五百両のうち百五
十両を使い、残り三百五十両は泉水の岩組の根にあると白状した最後の部分を読めば、（2）により草薙
の剣に本体と形代のあることが踏まえられていること、さらに（1）（5）（6）を繋いで、剣を奪われた八
岐蛇が安徳天皇となり、剣を龍宮へ奪い返したが、その剣の本体が伊勢の海から出現して、宮中（熱田
神宮）へ送られたことを想起することも可能である。読者は（1）から（6）のすべてを含む『太平記』巻第二
十五「宝剣進奏両卿意見の事」「三種の神器来由の事」「黄梁午炊の夢の事」に到達するのではないだろう
か 5）。
本話そのものにも素材を想起させるいくつかのシグナルがある。差し上げられたものの真偽の判断と
いう問題は、『太平記』の三説話と共通するが、シグナルというのはそのような全体的な類似とは異なり、
読者の違和感を誘い、素材に到達させようとするものである。
あらすじ①の部分では、楠木正成の末葉と名乗る浪人が差し上げた伝来の品に注目させられる。「菊
水作りの太刀」は菊水紋のある太刀であろう。正成は建武の新政の功績で後醍醐天皇から菊紋を下賜さ
れたが、そのまま用いるのは恐れ多いと、信奉する水
みくまり
分神社の流水紋と合わせた菊水紋を創ったとされ
ている。水に浮かぶ菊半分というのは、天皇家の二つの流れ、南北朝を嵌め込んでいるかのようである。
本話の重層世界である南北朝正閏争いを想起させるが、「正閏」（正しい系統とそうでない系統というこ
とであるが、ある意味どちらも正統であるともいえる）ということで、太刀の真贋の判定が困難だとい
う「宝剣進奏両卿意見の事」を示唆するものでもある。
「千
ち
剣
はや
にて軍中の連歌」は、『太平記』巻第七「千
ち は や の
剣破城
いくさの
軍事」（慶長八年刊の古活字本の章題）を受けて
いるのであろう。一般的には「千早」なのだが、「千
ち は や
剣破」とされているものを、さらに「千剣」としたわけ
で、何かに気付かせようとするものといえる。「三種の神器来由の事」には、素盞烏尊が大和宇多野に一
千の剣を立て並べた城郭を備えて立て籠もったところ、天照大神が磐戸から出て、八百万の神を遣わし、
千の剣を蹴破ったと言う。「これよりして千
ちはやぶる
剣破神とは申しつづくるにや」とある。西鶴が「千剣」とした
のは、この「千剣」の説話のある「三種の神器来由の事」が素材であることに示唆するためのものであろう。
「咲きかけて勝つ色見する山桜」は、事実としては正成詠の発句ではない。千早城を取り囲んだ寄せ手
が一万句の連歌遊びをしたが、その時の長崎九郎左衛門の発句で、工藤二郎左衛門が「嵐や花のかたき
なるらん」と脇を付けたものである。著名な逸話であり、正成の発句でないのは周知のことであろうが、
正成詠とすることで、勝利を確信していたのは正成ということになる。元のやりとりでは発句の「山桜
（花）」は寄せ手、脇句の「嵐」は楠木で、自分たちを散る花にたとえてしまうという寄せ手にとっては不
吉なものであった。その意味で、そもそもこの発句は正成にこそふさわしいといえる。
いずれにしても、西鶴がそれを正成「自筆の詠草」としたのは、読者に違和感、不審感を抱かせるもの
であった。三種の神器のうち、神剣と神鏡は形代が作られていた。浪人二人が差し上げた「自筆の詠草」
は、神鏡を当て込んでいるのであろう。続く真偽の判定で、一方の「連歌懐紙は移し物」と極められる。
後文では家老に「筆の物を写し」と表現させている。鏡を想起させ、「三種の神器来由の事」が素材である
ことに気付かせるための表現といえる。家老が「相果つべき事追つ付けなり」と、侍二人の刺し違えを予
言しているが、それは朝敵とされた楠木氏への誅罰のことを匂わしているのであろう。
②については、家老の予言を受けた形で、侍二人は「又の世長く語るべし」「同じ心ざし」と、「二人刺
し違へて」書置きを残して果てる。これは、『太平記』巻第十六「楠正成兄弟以下湊川にて自害の事」に見
える、正季が「七生までも同じ人間に生れて、朝敵を亡ぼさばや」と答え、正成が心から嬉しそうに「同
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じく生を替へて、この本懐を遂げん」と刺し違えて果てたところを想起させる。書置きを「筆跡」とし、「筆
跡を感じ」と繰り返して「筆跡」が強調されるのは、楠木正虎による楠木氏の朝敵赦免の勅許を願う逸話
を想起させるものである。正虎が世尊寺流の一流の書家であったことを嵌め込んでいるのであろう。①
にことさらに松永霜台の名があげられるのは、正虎との関わりを想起させるものである。
③については、家老の言い分からは、「黄梁午炊の夢の事」を連想させる。②の正虎の筆跡から、水分
の地侍の出現へ展開し、「私の親、修復のために奈良に遣はし」というところは、後南朝の楠木正秀らに
よる禁闕の変を想起させるものである。
素材との対比
西鶴が本話に嵌め込んだ素材を示すさまざまなシグナルを読み取ることによって、新たに指摘できた
素材は多かった。次に本話とそれらの新たな素材を具体的に比較する。
①の浪人二人が太刀と詠草を差し上げ、真偽の判定が問題となるところは、『太平記』巻第二十五「宝
剣進奏両卿意見の事」「三種の神器来由の事」を下敷きにしている。家老の侍二人の死の予言は、楠木氏
が朝敵とされた逸話である。
【宝剣進奏】伊勢の国で、円成法師は海から「三
さん
鈷
こ
柄
え
の剣なんどの形」を手に入れる。大神宮の前で、童
部に天照大神が乗り移り、承久以来、武家のために天威を失っているのは、宝剣がないゆえだ。「故
に百王鎮護の宗
そうべう
庿の神、勅を竜宮に下されて、元暦の古西海に安徳天王の沈み失せ玉ひし宝剣を召
し出ださるるところなり」、「この宝剣を進奏すべし」と託宣した。そこで円成は、日野大納言資明
卿に宝剣を差し上げた。資明卿は事の実否をただした上で奏聞しようと、宝剣は紫宸殿の南庭に奉
安する春日大社の神殿に納めた。そして神祇大
たい
副
ふ
兼
かね
員
かず
を呼び、三種の神器の来由を尋ねる。
【三種の神器来由】兼員は三種の神器の来由を語り、「崇神天王の御宇に、石
いはこり
凝 姥
とめの
神
かみ
の裔
はつこ
、天
あめまひと
目一 筒
つつの
神
かみ
の裔、二氏の神の剣と鏡とを鋳替へて、天子の肩の護
みまもり
身となし玉ふ」と形
かたしろ
代に触れる。資明卿は、
「暫く御辺の許に預り奉るべし。何なる不思議をも一つ祈り出されよ」と言う。兼員は三七日の祈誓
をし、その間に霊夢があれば奏聞するようにと約束した。祈誓の満ちる日、足利左兵衛督直義の夢
に奇瑞があった。直義がふと現れた勧修寺大納言経顕卿に何事かと尋ねると、「今日伊勢より宝剣
を進らす」儀式だと答えたという。そこで日野大納言資明卿は奏聞し、法印は褒賞を与えられた。
　　経顕卿は、「一向資明卿が阿党」によるもので、資明卿を「佞臣」と糾弾した。八岐蛇が安徳天王と
なって宝剣を竜宮へ取っていったもので、百六十年余出現しなかったのに出現するはずがないと、
宝剣であることを否定した。自分自身が直義の夢に現れた奇瑞を否定し、直義の夢を信用しては天
下の嘲りを受けると言った。
【楠木氏が朝敵とされた逸話】永享元年（一四二九）、楠木光正が将軍義教暗殺を企てたが捕らえられ斬
首された。永享九年、楠木兄弟が畠山持国に討ち取られた。このことを『看聞御記』は、「天下の為
に珍重」「大慶珍重極りなし」としている。寛正元年（一四六一）、楠木某が幕府に捕らえられ処刑さ
れたが、『碧山日録』には次のように記す。
　　楠木氏、往昔天下兵馬の権を領し、人の頭を斬ること幾万級を知らず。強半は無辜の民を戮
殺し、潰亡の後、其の遺孽官に獲らるる者、咸
みな
刑官の手に死す。これ積悪の報なり。悲しむべ
きなり。
②の素材は、『太平記』巻第十六「楠正成兄弟以下湊川にて自害の事」、巻第二十五「秦の繆
ぼっこう
公敵の囲み
を出づる事」である。
【楠木正成・正季自害】楠木正成は左兵衛督直義軍と激戦、舎弟正季は正成の問いに対して、「七生ま
でも同じ人間に生れて、朝敵を亡ぼさばや」と答えた。正成は心から嬉しそうに「同じく生を替へて、
この本懐を遂げん」と刺し違えて果てた。「死を善道に守る者は、古より今に至るまで、この正成程
の者はなかりつる」と評される。新田義貞も同じ時の合戦で、「命を鴻毛よりも軽くし、義を金石に
比して戦ひたり」と描かれる。
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【正行・正時自害（秦の繆公敵の囲みを出づる事）】師直軍と激戦、正行・正時兄弟も潔く果てた（慶長
八年古活字版『太平記』では刺し違えて果てる）。「命を君臣二代の義に留め、名を古今無双の功に遺
しぬ」。
③の素材は、『太平記』巻第二十五「黄梁午炊の夢の事」、後南朝の楠木正秀らによる禁闕の変、楠木正
虎による楠木氏の朝敵赦免の勅許の逸話である。
【黄梁午炊の夢】勧修寺大納言経顕卿は、夢の話は「如夢幻泡影」のようなものだ。中でも「黄梁午炊」の
盧生が邯鄲の旅館で黄梁を炊くほどの短い時間に、出世の栄華を極める夢を見た故事は、そのはか
なさの典型だ。宝剣だというのは夢の中のことだから、院宣を取りやめるようにと申し上げ、その
通りにおさまった。
【禁闕の変】建武三年（一三三六）後醍醐天皇により開かれた南朝（大覚寺統）は、明徳三年（一三九二）の
和約で名目上解消された。その後も南朝の後胤を擁する後南朝勢力は、反幕府勢力とも関係して活
動を続ける。北朝（持明院統）側では後小松天皇の直系が断絶して、伏見宮家から後花園天皇が迎え
られる。また六代将軍足利義教暗殺という嘉吉の乱の混乱もあり、嘉吉三年（一四四三）九月二十三
日に、禁闕の変が起こる。首謀者は、南朝の通蔵主・金蔵主の兄弟、源尊秀、日野有光、資親、実
行部隊は楠木正秀に率いられた楠木氏・和田氏であった。数百人で内裏を襲撃して火をかけ、三種
の神器の剣と神璽を奪って比叡山に逃れたが、朝廷から凶徒追討令が出ると、二十六日には鎮圧さ
れた。奪われた神器のうち、剣は清水寺で発見され戻されたが、神璽は持ち去られた。神爾は長禄
元年（一四五七）赤松氏の遺臣が後南朝より奪い返し、北朝の手に戻っている 6）。
【楠木正虎と朝敵赦免】楠木正虎の系図上の父は、禁闕の変を起こした楠木正秀の子という河内大
おおあえ
饗氏
の大饗正盛と言われる。正虎は正盛の養子に入って楠長
ちょうあん
譜と名乗り、松永・織田・豊臣家の右筆を
務め、永禄二年（一五六九）に楠木正成の子孫と称し正成の朝敵としての赦免を嘆願した。松永久秀
の取り成しで正親町天皇の勅免を受け、正式に楠木正虎と改名したという。書は世尊寺流の一流の
書家であった。松永久秀の取り成しのところは、織田信長、あるいは織田信孝と松永久秀とする異
伝もある。この時の正親町天皇の綸旨は次のようなものである 7）。
　　建武の比、先祖正成朝敵たるに依り、勅勘せられ、一流已に沈淪し訖ぬ。然れども今其の苗
裔として先非を悔い、恩免の事歎き申し入るゝの旨聞し食さるゝものなり。弥奉公の忠功を抽
んづべき由、天気かくの如し。これを悉
つ
くせ、以て状す。（永禄二年十一月廿日／右中弁（花押）
／楠河内守殿）
本話の解釈と重層世界
本話と素材を見比べると、素材の大枠を取り入れながら、省略したり新たな要素を付加したりしてい
ることに気付く。①の本話の構成と、素材の構成を比較する。
（1）城主松永霜台は、「筋目正しく諸浪人」を募る。
天照大神が乗り移り、宝剣を進奏するように託宣する。
（2）「楠木正成が末葉」と名乗る二人が、剣と詠草を差し上げた。
円成法師は、日野大納言資明卿に宝剣を差し上げた。
（3）真偽を判断しかねて、道具を預け、詮議となった。
資明卿は実否をただそうと、宝剣を紫宸殿の南庭に奉安する春日大社の神殿に納め、神祇大副兼
員を呼び、三種の神器の来由を尋ねる。
（4） 「古筆見・刃物の目利きせし人」に吟味させる。詠草は正筆と移し物、太刀は正銘と後ごしらえと
判明する。
兼員は三七日の祈誓、足利左兵衛督直義の夢に奇瑞があり、宝剣と判明する。
（5） 二人を取り次いだ人は当惑したが、家老は「をどつて評判」し、取り次いだ人は別条なしとする。
松永の殿は力量に応じて二人を召し抱えるように指示した。二人は広間詰めとなった。家老は、
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二人は「義理を立て」死ぬことになると予言する。
勧修寺大納言経顕卿は、資明卿を佞臣と決めつけ、百六十年余出現しなかったのに出現するはず
がないと、宝剣であることを否定した。直義の夢を信用しては天下の嘲りを受けると言った。
本話と素材の対応は明らかであるが、大きな相違の一つは、（2）円成の宝剣進奏を、二人の侍がそれ
ぞれ剣と詠草を差し上げたとしたところである。一本の宝剣の真偽から、二本の刀と二つの詠草とした
ことは、単なる真偽の判断ではなく、どちらが正しいのかという問題に変化させているのである。（4）
において、直義の夢の奇瑞によって宝剣と判定するが、古筆見は、詠草は正筆と移し物、目利きは、太
刀は正銘と後ごしらえと判定する。三種の神器の神鏡と神剣の本体と形代の問題を重ねていることがわ
かる。ここまででは、松永霜台や楠木正成の末葉とあることを含めて、何か違和感を抱くに違いないが、
西鶴が本話に南北朝正閏争いを重ねていることまで想起するのは難しいかもしれない。
二つ目の大きな相違が（5）にみられる。素材では、日野大納言資明卿と勧修寺大納言経顕卿の争いと
なり、経顕卿が資明卿を佞臣と非難し、宝剣であることを否定している。宝剣を差し上げた円成は、資
明卿の一味とみなされている。それに対して本話では、家老は「をどつて評判」し、取り次いだ人は別条
なしとする。家老が積極的に評判する最初が、取り次ぎの人、すなわち資明卿を別条なしとすることで
あることには違和感を覚える。対決の相手を、円成にあたる楠木の末葉を名乗る二人の浪人に変えてい
るのである。
この改変は、楠木氏が朝敵とされていた逸話を踏まえるものであろう。楠木正成は南北朝の争いの中
で朝敵とされたもので、その末葉を名乗る二人の侍は、捕らえられた状況にあるといっていいのである。
『太平記』巻第二十五「宝剣進奏両卿意見の事」「三種の神器来由の事」に、南北朝の争いを付加したもの
といえる。経顕卿と資明卿は共に北朝の重鎮であった。直義も北朝方である。家老が取り次ぎの人を別
条なしとしたのは、北朝同士の経顕卿と資明卿の争いを、北朝の経顕卿と円成、すなわち南朝の楠木の
末裔を名乗る二人の浪人に変えたわけで、南北朝の争いに気づかせるためのものである。二人の浪人に
ついて「義理を立て」「相果つべき事追つ付けなり」と予言したのは、二人が本当の楠木の末葉ではない
のに、正成兄弟の刺し違えまで偽装すると言っているのである。（5）に南北朝の争いが付加されている
と気付くと、剣と詠草の真贋の問題は、本体と形代と置き換えられ、南北朝正閏争いという重層世界へ
到達することになる。
南北朝正閏争いとは、次のようなものである。
南朝（大覚寺統）と北朝（持明院統）はどちらかが偽というものではなく、正閏の関係にある。南朝
方の重鎮であった北畠親房の『神皇正統記』は南朝正統論、足利氏に関わりの深い武将、または室町
幕府関係者の著とされる『梅松論』は北朝正統論に立つ。明徳三年（一三九二）の和約で、北朝によっ
て皇統が統一され、北朝正統が中心となるが、足利幕府が衰えて『太平記』が流布され、南朝方に対
する同情的な見方も出現するようになる。永禄二年（一五六九）の楠木正成の朝敵赦免などもあり、
なかでも楠木氏と同様南朝方であった新田氏の末裔と名乗った徳川氏が政権を取ったことも状況に
変化をもたらした。
②の本話の構成と素材の構成についての検討に移る。
（1）侍の一人が「少し御内談」と手紙を送ると、相手は身を清め死に装束でやってくる。
正成・正季兄弟、正行・正時兄弟は刺し違えの覚悟を固めている。
（2）「同じ二色二人に伝はりて、然も違はざるの紛れ物」だという評判を聞いた。「取り次ぎせられし人、
内証申されぬも恨むべからず」と、「二人刺し違へて」果てる。
楠木光正が捕らえられ斬首された。楠木兄弟が畠山持国に討ち取られた。楠木某が幕府に捕らえ
られ処刑されたことなど。
（3）書置きには、差し上げた「筆・刀亦分明ならず」「ああ語る則ば、先祖の屍を汚す。言はざる則ば、
士を売るの罪遁がれ難し」とあった。人々はこの「筆跡」を感じ、二人の死を惜しんだ。
楠木正虎の朝敵赦免の嘆願。
（1）の楠木兄弟の覚悟は南朝への義を貫くためのものであったが、末葉を名乗る二人の覚悟は捕縛さ
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れた中での先祖への義を貫くためのものである。侍二人には、汚名を晴らそうとする楠木一族の強い願
いが感じられる。
（2）に「取り次ぎせられし人、内証申されぬも恨むべからず」とある。侍二人は伝来の品を差し上げて
仕官を願った。「取り次ぎせられし人」との間にはどのようなことが約束されていたのであろうか。松永
霜台に取り次ぐわけで、松永霜台は「親類書に及ばず、その器量によつて」と仕官を認めている。松永霜
台は楠木正虎の赦免願をとりなした人物であった。そのことを考慮すると、取り次ぎ者との間には二人
が楠木一族であることは了解されていたことなのであろう。しかし取り次ぎ者からは何の説明もなく、
家老は、殿の意向や取り次ぎ者の思惑を無視して二人を処刑した（刺し違えさせた）のである。二人には
無念の思いがあったと言える。その思いを書置きに残し刺し違えたが、その「筆跡」は正虎に劣らず見事
なものであった。本来であれば二人は仕官が叶って勤めを果たす（朝敵赦免を受ける）べきであったので
あり、そのことから、人々は二人の死を惜しんだのである。
（3）の「ああ語る則ば、先祖の屍を汚す。言はざる則ば、士を売るの罪遁がれ難し」の「語る」というのは、
伝来の品の正しさを語るのであろう。それは正閏ということに関わり、先祖は南朝に義を貫いたが、朝
敵とされた。今、先祖同様無実であるにも関わらず朝敵として処刑されれば、先祖の不名誉の上にさら
に不名誉を重ねることになる。しかし、本物だと言わなければ、偽物で禄を貪ることになり、武士でな
くなる。死ぬ以外にないということなのである。
③の本話の構成と素材の構成について検討に移る。
（1） その後家老は、二人は潔いが、両人とも楠木の子孫ではない。今時は巧み恐ろしき商人が、「正筆
正銘」であったものの偽物を作り、それぞれに本物と偽物を売り渡したのだろうといった。「かの
者ども先祖に心憎き所あり」という。
勧修寺大納言経顕卿は、宝剣だというのは、夢のような話だから、院宣を取りやめるように申し
上げ、その通りにおさまった。
（2） 水分と言うところの地侍が、「代々楠が釣書、家に伝へし武道具の目録」を持参してきて、例の二
色は、「私の親、修復のために奈良に遣はし」ていたが、その職人が取って逃げ、行方がわからな
くなっていたものだという。願い通りに返却。
楠木正秀らの禁闕の変と正虎の朝敵赦免の嘆願のこと。
（3）「国主にありたきは良き家老ぞかし」。
勧修寺大納言経顕卿のその後。
家老はあくまで本物であることを否定し、今時の商人の企みだと推測する。素材で経顕卿が宝剣をあ
くまで否定するのと同じである。ただ家老は、二人の侍が見事に刺し違えて果てたことから「先祖に心
憎き所あり」と言わざるをえない。（2）水分の地侍とあるが、楠木氏の信奉する水
みくまり
分神社のある千早赤坂
村からの正統な子孫として登場させているのである。「奈良」は吉野の南朝を匂わせたもので、三種の神
器の神璽を奪った禁闕の変を関わらせ、本体と形代、南北朝正閏を嵌め込んでいる。正虎の朝敵赦免の
嘆願がかない、朝敵を勅許されたのである。（3）に「国主にありたきは良き家老ぞかし」とあるが、この
家老は良き家老であったのだろうか。そうではなく、「ありたきは良き家老」なのである。宝剣や菊水作
りの太刀、詠草を、南北朝正閏の問題と絡ませているということから、太刀と詠草は偽物ではない。と
すると一貫して偽物として否定し続けた家老、すなわち勧修寺大納言経顕卿のその後はどうなるのだろ
うか。『太平記』の南都本系諸本・前田家本には、「黄梁午炊の夢の事」に続けて、次の行文がある。
宝剣ヲ申破ラレスハ、天下ノ御宝トシテ安穏ニモヤ有ヘカラン、無レ験申失ハンスル事、冥鑒モ
何トソ覚ケル、是ニ依テ経顕卿資明卿弥御中悪ク成テ、不義ノ諫言ヲモ入ラレケリ、サレハ坊城殿
ハ彼御罪ニヤ、毎日弊衰シ給ヒ、日野殿ハ今ニ至マテ一門繁盛シテ、美麗ヲ壮ニシ給フ者也。惣テ
神明ノ御事ハ偽ニモ人哢申マシキ事ナリケリト、信感ヲ至サヌ者ソ無リケル。
坊城殿（勧修寺家）は没落し、日野家は繁栄したという。つまり家老の判断は誤っていたのであり、よ
き家老などではなかったということなのである。
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冒頭部分の解釈と主題の吟味
巻一の二は、冒頭に「義を重んじて命を軽くするは義士の好める所なり」とある。これについて、次の
ような注が付されている。
諺に「命は義によりて軽し」（職人尽歌合など）という。なおこの原拠は「情為恩使、命縁義軽」（後
漢書、朱穆伝）。また諺に「義は泰山より重く、命は鴻毛より軽し」ともいう。（「決定版対訳西鶴全集」
注）
「義を重んじ、命を軽くし、名を後の世に残し置く」（幸若舞・満仲）（「新編日本古典文学全集」頭注）
語句の類似からいうと、西鶴はおそらく幸若舞『満仲』によったのであろう。しかし、義と命の軽重に
ついての文章は、諺にみるように人口に膾炙していた。そのような義と命についての文章を冒頭に置く
のは、素材にその契機がある。
『太平記』巻第十六「楠正成兄弟以下湊川にて自害の事」で、正成の問いに正季は「七生までも同じ人間
に生れて、朝敵を亡ぼさばや」と答え、正成は「同じく生を替へて、この本懐を遂げん」と刺し違えて果
てた。「死を善道に守る者は、古より今に至るまで、この正成程の者はなかりつる」と評される。さらに
正行・正時兄弟も、巻第二十五「秦の繆公敵の囲みを出づる事」で、「命を君臣二代の義に留め、名を古
今無双の功に遺しぬ」と評される。正成と同じ合戦で、新田義貞も、「命を鴻毛よりも軽くし、義を金石
に比して戦ひたり」と描かれる。『太平記』巻第十「新田殿義兵を挙ぐる事」で、義貞の舎弟脇谷義助は「弓
矢の道、死を軽んじて名を重んずるを以て義とせり」と言う。
以上のような義を重んじ、命を軽んじる考えは、「七生までも同じ人間に生れて、朝敵を亡ぼさばや」
「この本懐を遂げん」にみるように、南朝への忠義そのものなのである。それを「善道」としているのであ
る。「君臣二代の義」は、後醍醐天皇と後村上天皇、正成と正行の親子二代を指すもので、義貞・義助の
義も同様に解釈できる。しかし素材からは、「名を古今無双の功に遺しぬ」という、名を遺すことが省か
れている。冒頭文が『満仲』の文を踏まえているとすれば、「名を後の世に残し置く」から「義士の好める所」
へ変えられたことになる。いわば、『満仲』とは異なり、個人的な名誉は否定しているのである。
ところで『満仲』の義は、主君のために我が子を犠牲にするものである。平林香織氏は、主君のために
我が子を犠牲にするという究極の義と忠が描かれているとし、本話の侍二人が自分を恥じて死ぬ態度と
は異なるとする。我が子を犠牲にするのは究極の義とはいえず自己満足の義でしかない。「義士の好め
る所」は「性分に合うものを選び取って味わう意」で「選択する」嗜好性に重点を置いているという 8）。し
かし先述したように、侍二人は自分を恥じて死んだのではなかった。「好む」は必ずしも嗜好性を意味す
るものではない。選択とは、自己の信条に従うものを選び取ることでもある。西鶴が「義士の好める所
なり」としたのは、正成たちの自己の信条に従った生き方を指したものであろう。南朝方への好意的な
風潮というのは、北朝方はすでに評価されていたが、南北朝を正閏の視点から見直せば南朝も正しく、
南朝に忠義を尽くした人々も評価されるべきだということになる。
南北朝いずれであっても、日本の神国としての象徴である朝廷をいただき、義を重んじる存在として
武士を位置づけたものである。目録副題「武士は義理死世に惜しむ事」は、素材の楠木兄弟の刺し違えを
踏まえて、楠木正成の末葉を名乗る侍二人の刺し違えを惜しんだことを指している。義・義理を重んじ
て、そのために命をかけるというのが本当の武士で、名を遺すことなどは問題ではないと主張している。
本章では、南北朝正閏争いを通じて、武士は義ある存在であると、その存在のあり方を敬重しているの
である。政道批判や武士批判 9）を読み取ることはできない。
序文「二つの笑い」の意味
『新可笑記』の序文は次の通りである。
笑ふにふたつあり。人は虚実の入れ物。明け暮れ世間の慰み草を集めて眺めし中に、昔淀の川水を
硯に移して、人の見るために道理を書き続け、これを『可笑記』として残されし。誰か笑ふべき物に
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はあらず。この題号を借りて、新たに笑はるる合点、我から腹を抱へて、知恵袋の小さき事、生れ
付きて是非なし。
冒頭の「笑ふにふたつあり」にいう「二つの笑い」については、これまでにも取り上げられてきた。続く
行文「人は虚実の入れ物」、あるいは仮名草子『可笑記』との関わりで論じられることが多く、代表的なも
のとしては篠原進氏 10）、仲沙織氏 11）の論考が挙げられる。ここでその詳細に触れることはできないが、
二つの笑いは、『新可笑記』創作方法と関わると考えられる。
西鶴は自己の作品である『新可笑記』について、「新たに笑はるる合点」というように、笑われる対象で
あると言明しているが、「知恵袋の小さき事」ゆえ、新たな笑いが提供できるだろうかと、若干の危惧を
表明している。その危惧は、西鶴が『新可笑記』において、新しい創作方法を試みたことによるものであ
ろう。その方法は、故事や伝説・逸話などの素材を第一層とし、それを自在に駆使して創作した具体的
な話を第二層、さらに最も描きたかった「重層世界」を第三層として重ねるというものであった。西鶴が
殊更に「新たに笑はるる合点」と強調したのは、各章を三層構造にするという新しい創作方法を試みたか
らであろう。ということは、新しい第三層の重層世界のもたらす笑いが、「新たに笑はるる合点」の一つ
の笑いということになる。虚実でいうならば実の笑いにあたるのだろう。
もう一つの笑いは、『新可笑記』の具体的な本話のもたらす笑いである。『新可笑記』において、西鶴は
素材を駆使して各話を創作することに相当こだわっている。素材の利用自体はそれまでにもみられる方
法であるが、ここまでのこだわりをみせたことはなく、その換骨奪胎の妙は見事である。虚実でいえば
虚の笑いということになろう。西鶴がわざわざ序文の冒頭に「笑ふにふたつあり」と宣言したのは、それ
までと異なった新しい創作方法を試みる気負った意気込みがあったからではないだろうか。
その意気込みからは、作品の創作方法に関わる二つの笑いとは違った次元での、読者への挑戦も感じ
られる。「知恵袋の小さき事、生れ付きて是非なし」と、自分の作意を浅知恵のように卑下しているが、
読者がその浅知恵を見抜けなくて笑えないのなら、笑うのは作者の私なのだということである。ここに
も「二つの笑い」が重ねられているのである。
注
 1） 羽生紀子「『新可笑記』の重層性―巻頭章と草薙の剣盗難事件―」と題して別稿予定。
 2） 広嶋進氏、平林香織氏に論考がある。広嶋進「『新可笑記』の「道理」と政道批判―『可笑記』『太平記』との関わり」
（『西鶴新解』二〇〇九年、ぺりかん社、初出・『江戸文学』第二三号、二〇〇一年六月）。平林香織「『新可笑記』
巻一の二「一つの巻物両家にあり」論」（『長野県短期大学紀要』第六四号、二〇〇九年一二月）
 3） 以下、『新可笑記』本文は「新編日本古典文学全集」（広嶋進校注・訳）による。
 4） 「新編日本古典文学全集」の頭注に、正成の長男正行と弟の刺し違えを踏まえたものかとの指摘がある。
 5） 以下、『太平記』本文は「新編日本古典文学全集」（長谷川端校注・訳）による。
 6） 『十津河記』四、『続神皇正統記』など。渡辺大門『奪われた「三種の神器」』（講談社、二〇〇九年）
 7） 村田正志『南北朝論』（「日本歴史新書」至文堂、一九五九年）
 8） 平林氏前掲論文（注 2）
 9） 広嶋氏前掲論文（注 2）
10） 篠原進「二つの笑い―『新可笑記』と寓言―」（『国語と国文学』第八十五巻第六号、二〇〇八年六月）。
11） 仲沙織「『新可笑記』における〈眼〉の機能」（『待兼山論叢』第五十号、二〇一六年十二月）
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Abstract
In this article, I consider whether the Japanese expression「だ も の」(damono) used in the works of the 
poet Aida Mitsuo consists of one word or two words. Generally, the expression  is regarded as having two 
words and is used to express feelings such as reason or dissatisfaction,and things taken as a matter of course. 
However, the phrase  not only encompasses reasons, dissatisfaction, and things taken as a matter of course, 
but also expresses unique nuances to be taken separately. Therefore, when considering its strong character, 
especially when used colloquially, I argue that it is better to consider damono as one word.
1．はじめに
「つまづいたって／いいじゃないか／人間だもの」
これは詩人相田みつをの代表的な作品であり、『にんげんだもの』とい
う詩集のタイトルにもなっている有名なフレーズである。この詩は深い
人間愛と包容力を読む人に感じさせ、勇気づけられる詩として大変有名
である。
この詩は形式的には「口語自由詩」である。口語であるだけに語り掛け
るような口調や口語特有の表現を持つ詩であるといえる。
ところで、この「人間だもの」という部分を文節で区切れば、当然一つ
の文節として捉えることになるのだが、しいて品詞分解するとすればど
のようになるのだろうか。「人間／だもの」と二語とするべきか、それと
も「人間／だ／もの」と三語とするべきだろうか。
そこで、文語から口語まで幅のある日本語表現の中で「だもの」という
語の位置づけを確認したい。そのために国語辞典を手掛かりに時代別の
小説やその他の活字資料を検討材料にすることとする。
また、作者である相田みつをは「だもの」という表現をどのようにとらえていたのかということも視野
に入れて論じてみたい。
2．国語辞典における「だもの」の扱い
相田みつをの代表作ともいえる「つまづいたって　いいじゃないか　人間だもの」という短い一文の中
にも口語の特色がふんだんに表れている。
図 1　© 相田みつを美術館
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その一つが口語にみられる特徴のうちの一つである「融合」である。「融合」とは、品詞の一つではなく、
いくつかの品詞の語が一つの意味を持った集合体として個々の品詞として扱うより一まとまりの表現と
して扱われるものである。
例えば過去の助動詞「た」+ 格助詞「と」+ 接続助詞「て」からなる「たとて」は、口語では「たって」となる。
文語例　 お前みたやうのが百人中間に有たとて少とも嬉しい事は無い、着きたい方へ何方へでも着き
ねへ、己れは人は頼まない（樋口一葉『たけくらべ』）
口語例　 「泣いておどかしたって駄目だよ」とよく出来る大きな子が馬鹿にするような憎みきったよう
な大きな声で言って（有島武郎『一房の葡萄』）
また、断定の助動詞「だ」の連用形「で」+ 係助詞「は」からなる「では」は、口語では「じゃ（じゃぁ）」と
なる。
文語例　お寄りといつたら寄つても宜いではないか（樋口一葉『にごりえ』）
口語例　 何故って、桜の花があんなにも見事に咲くなんて信じられないことじゃないか（梶井基次郎
『桜の樹の下には』）
助動詞との連接だけでなく、助詞同士でも同じようなことが見られる。接続助詞「て」+ 係助詞「は」
からなる「ては」は、口語では「ちゃ（ちゃぁ）」となる。
文語例　 七蔵と云う名を聞ては山抜け雪流より恐ろしくおぞ毛ふるって思い止れば（幸田露伴『風流
仏』）
口語例　 アノ何時か、気が弱くッちゃア主義の実行は到底覚束ないと仰しゃッたのは何人だッけ（二
葉亭四迷『浮雲』）
山田洋二監督の名作『フーテンの寅さん』で寅さんを演じる渥美清の「それを言っちゃぁおしめえよ」と
いう有名な台詞もこうした表現が口語では多く用いられていることを示している。
なお、口語における融合の種類については松村明が、①助詞とそれに先立つ語との融合　②助詞と助
詞との融合　③助詞とそれに続く語との融合に分けてそれぞれ例を挙げている 1）。
こうした口語の特色があるなかで、「だもの」という語は話者の意思を表す表現として文語には見られ
ない表現であり、口語の特色あるものとして考えられる。
では、冒頭で述べたように、「だもの」はどのようにとらえるのが妥当か、「だ + もの」として個々に
分けてとらえるのが妥当かということについて考えてみたい。
まず手始めに各社の国語辞典ではどのように扱われているのかということについて確認することとし
た。その結果、手元にある各出版社の国語辞典では、「だもの」は次のように記載されていた。
出版社名 国語辞典名 見出し語 解説
岩波書店 広辞苑 × 断定の助動詞「だ」+ 形式名詞「もの」
三省堂 大辞林　 × 断定の助動詞「だ」+ 接続助詞「もの」
小学館 国語大辞典 × 断定の助動詞「だ」+ 終助詞「もの」
新潮社 新潮国語辞典 〇 連語「だもの」（断定の助動詞「だ」に終助詞「もの」の付いた形）
角川書店 角川国語大辞典 × 断定の助動詞「だ」+ 名詞・終助詞的「もの」
集英社 国語辞典 × 断定の助動詞「だ」+ 終助詞「もの」
学研 現代国語辞典 × 断定の助動詞「だ」+ 終助詞「もの」
大修館書店 明鏡国語辞典 × 断定の助動詞「だ」+ 終助詞「もの」
中教出版 例解国語辞典 × 断定の助動詞「だ」+ 助詞「もの」
表 1　各社国語辞典における「だもの」の扱い一覧
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ちなみに「もの」は各辞典では次のように解説されている。
（岩波書店）「広辞苑　第七版」（形式名詞）①そうあって当然のこと。徒然草「あまりに興あらんとする
事は、必ずあいなき―なり」。「親には従う―だ」「悲しい時は泣く―」②感嘆の意。万一五「ほととぎ
す物思ふ時に鳴くべき―か」。「ばかなことをした―だ」③（終助詞的に）少し感情をこめて理由をのべ
る。「行きたいんだ―」
（三省堂）「大辞林　新装第二版」〔形式名詞「もの」から〕（終助）活用語の終止形に付く。①不満・うらみ・
あまえ・訴えなどの気持ちを込めて、理由を述べる。「だもの・ですもの」の形をとることが多い。「だっ
て、仕方がないんです―」「どうしてもぼく行きたい―」②（「ものね」「ものな」などの形で）理由を表す。
「ね」「な」などによって、軽い詠嘆の意が加わる。「なるほど、それは君の専門だ―な」「よくおわか
りでしょう。前に行ったことがあります―ね」　（接助）活用語の終止形に付く。①理由・原因を述べる。
から。ので。「子供だ―、無理はないよ」「いっしょうけんめい勉強しています―、大丈夫ですわ」②
逆接条件を表す。のに。「ぼくだって知らない―、きみが知っているはずがない」（「もの（物）」の形式
名詞的用法の一つとして、活用語の連体形を受けて文を終止し、感動の気持ちを表すということはす
でに上代からあり、これから終助詞的用法が生まれたのであるが、それは近世以降のことである）
（小学館）「国語大辞典」〔終助〕（㊀㊃のような形式名詞的用法、特に③の用法などからさらに進んだも
の）終止した文に付加して、不満の意をこめて反論したり。甘えの気持をもって自分の意思を主張する。
主として婦人・子どもの表現。＊浄瑠璃・嫗山姥‐燈籠「アア誠さふじゃ物、なう判官毆」＊歌舞伎・
お染久松色読販－序幕「それでもどうか恥づかしい物、モシ、ほんの事かへ」＊吾輩は猫である《夏目
漱石》二「明くる日はとても働けませんもの」＊童謡・胡桃《サトウハチロー》「わたしはなきむしなん
ですもの」
（新潮社）「改訂新潮国語辞典　―現代語・古語―　第二版」（助）（形式名詞「もの」の転）㊀終助詞。気
持をこめて、理由を述べる。「うれしや、命にかへての男ぢや―〔五人女三〕」「だってくやしいんで
す―」
（角川書店）「角川国語大辞典」㊃［終助詞的に用いて］①不満・不平の意を表す。「だって惜しいんです―」
②○古「…のに」の意を添える。［天飛ぶや鳥にもがもや都まで送り申して飛び帰る―］〔万・五・八七
六〕
（集英社）「国語辞典　第 3版」［助］（一）終助詞。（活用語の終止形に下接する）口頭語としてくだけて「も
ん」ともいう。相手の発言に反駁し（したがって、「だって」「でも」などの接続詞を伴っていることも
多い）、本来の自分の主張に理由をつけて説明する意味を構成する。訴え・甘え、あるいは不平不満
の感情が込められる。「だって、知らなかったんです―」「命をかけた恋じゃ―」「わたしの勝手だもん」　
（二）接続助詞。本来の主張を後続させる形式で、順接、理由を表す。「女です―恋をする」「忙しいん
だ―、行けないよ」
　∇「もん」といえば、時にぞんざいな、時に、より甘えた語感になる。形式名詞「もの」からの成立。「も
ので」「ものか」という接続助詞の場合には、「残念なものか」「静かなもので」のように、形容動詞や「だ」
の場合に顕著なごとく、連体形が上接する。
（学研）「現代新国語辞典　改訂第六版」《終助詞》｟形式名詞「もの」が文末で使われて助詞化したもの｠
｟活用語の終止形、特に「（ん）だ」「（ん）です」「ます」につく。口頭語で、主に女性が使う。くだけた
言い方では「もん」とも｠話し手が、自分の態度・判断に対して事態や理由をあげて説明するのに使う。
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〔多く「だって」「でも」と呼応し、（甘えた態度での）反駁の気持ちがこもる〕「だって、いじめるんだ
もん」「でも、私は信じていますもの」〔接続助詞的にも使い、その場合は当然の理由をあげる意とな
る〕「冗談ばかりおっしゃるんですもの、困りますわ」
（大修館書店）「明鏡国語辞典　第二版」〔終助〕理由を述べる。「でも、食べたくないんですもの」「そう
言われたって退屈だもの」▽形式名詞「もの」から。「ですもの」「ますもの」など丁寧語に付ける形は、
主に女性が使う。くだけだ言い方では「もん」とも。「あんな所、行きたくないもん」語法（1）活用語の
終止形に付く。（2）接続助詞的にも使う。「まだ子供だもの、無理ですよ」表現反駁や訴えなどの気持
ちがこもることも多い。また、終助詞「な」「ね」が付くと、相手と同調する気持ちが伴う。「今日はよ
く働いたものな」「この辺りは冬が厳しいですものね」
（中教出版）「例解国語辞典　第四〇版」感動を表わす助詞〕文の柊りに付けて、理由を示し、また訴えた
り甘えたりする気持を表わす。「だって〔でも〕、こわいんだ―」「ほんとにくやしかったのです―」
このように圧倒的に二語とする辞書が多く、一語として見出しを立てているのは新潮社のものだけで
あった。ただし、新潮社も複数の国語辞典を出版しており、二語としている別の辞典もある。
また、上記の辞書の記述をもとに意味による分類を行うと次のようになる。
岩波書店 三省堂 小学館 新潮社 角川書店 集英社 学研
大修館
書店
中教出版
当然 〇
感嘆 〇 〇
理由 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
不満 〇 〇 〇 〇
恨み 〇
甘え 〇 〇 〇 〇
訴え 〇 〇 〇 〇
原因 〇
反駁 〇 〇 〇
同調 〇
表 2　各社国語辞典における「だもの」の意味分類一覧
3．「だもの」という表現に込められた思いについて
多くの辞書がそうであるように、「だもの」は断定の助動詞「だ」と形式名詞「もの」から転じた終助詞「も
の」であることは間違いない。なぜなら、断定の助動詞「だ」は方言などにみられる他の表現形式、例え
ば「じゃ」「や」に置き換えることが可能だからである。また、「もの」はしばしば「もん」という形で用い
られることもある。
・やもの　大阪弁のおっちゃんやもんねェ（田辺聖子『薔薇の雨』）
・だもん　おめあのポスター見だが？　本読んでだもん、みろばや（佐藤亮一編『都道府県別全国方言辞
典』）
このように各パーツが別の語に置き換えられるということは、その結合力が絶対的なものではなく、
ゆるやかな結合をしていることを示していると考えられる。
また、「だもの」という形はとっているが、本来は断定の助動詞「だ」の連体形「な」、または形容動詞の
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連体形＋「もの」である例が見られる。
・新参者のくせに、殿様のお気に入りだものだから、此の節では増長して大層お羽振が宜いよ（三遊亭
円朝　「怪談牡丹灯籠」）
・其の上私は剣術が極下手だもの（三遊亭円朝　「怪談牡丹灯籠」）
・ちょっと出ますんでございますが、つい無人だもので（夏目漱石『虞美人草』）
さらには「～んだもの」という表現との違いについても考えなければならない。「～んだもの」の「ん」は
凖体助詞の「の」が音変化したものである。したがってもとは「～のだもの」であるから「のだ」+「もの」
であることは明白である。
・困ったって仕方がない、どうせいつか困るんだもの。（夏目漱石『虞美人草』）
・僕といっしょに汽車に乗っていながら、まるであんな女の子とばかり談しているんだもの。（宮澤賢
治『銀河鉄道の夜』）
・みんなが、ほねなしってわらうんだもの（あまんきみこ「おしゃべりくらげ」）
しかし、もともとはそうであったのだろうが、「だ」と「もの」とを切り離しては「だもの」の持つニュア
ンスは生まれてこない。
「だもの」を理由を表す語としてとらえ、類似表現の「だから」に置き換えられるかと言えばそうではな
い。「人間だもの」と「人間だから」とでは表現者の思いは違ってくる。「人間だから」と言うと、人間とつ
まづきとの間にはなんらかの因果関係がある事を想起させ、論理的に割り切った感がある。対象を注奥
突き放してみているような印象を与えるのに対し、「人間だもの」という表現には因果関係や理屈ではな
く、開き直った感を暗示させるとともに、対象に寄り添う印象を与えるように思える。
このことからやはり「だもの」から生まれる表現として「だもの」は切り離すことはできなくなっている
と考えられるのである。
言文一致文体の確立に苦心したことで有名な二葉亭四迷は『浮雲』の中で、15 か所にわたって「だもの」
という表現を用いており、そのうちの７例が「だものを」という形をとっている。
・そうだろうてネ、可愛い息子さんの側へ来るんだものヲ。
・だから母親さんは厭ヨ、些とばかりお酒に酔うと直に親子の差合いもなくそんな事をお言いだものヲ
・二十三にも成ッて母親さん一人さえ楽に養す事が出来ないんだものヲ。
・そんなに思ッてるとこだものヲ、お前さんが御免にお成りだと聞いちゃア私は愉快はしないよ
・身から出た錆だもの、些とは塞ぐも好のサ。
・だッて人をお疑りだものヲ。
・手は二本きりかと思ッたらこれだもの、油断も隙もなりゃしない」
・『クラッス』の順番で定めると云うんだもの、
・本田さんが巫山戯て巫山戯て仕様がないんだもの」ト鼻を鳴らした。
・これだもの……大切なお客様を置去りにしておいて
・何故と云ッて、貴君に凌辱されたんだもの
・だッて私ア、モウ文さんの顔を見るのも厭だもの。
・呼んでも呼んでも、返答もしないンだものを
・そらそら、それだもの、だから鰻男だということさ。
・それでも睡いんだものを」と睡そうに分疏をいう。
「ものを」という接続助詞は、不満・残念の意を表す語として古くから用いられている。
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・例の、心なしの、かかるわざをして、さいなまるるこそ、いと心づきなけれ。いづ方へかまかりぬる。
いとをかしう、やうやうなりつるものを。烏などもこそ見つくれ（『源氏物語』「若紫」）
接続助詞「ものを」が断定の助動詞「だ」と結びついて「だものを」ということばができ、「ものを」の持つ
不満、残念、理由、詠嘆などの意味が「を」が落ちて「もの」となってもそのまま残ったのだろう。
また、「だもの」は話者として女性や子供の会話の中に用いられることが多い。
・和田の叔父さまが、いい所だとおっしゃるのだもの。私は、このまま、眼をつぶってそのお家へ移っ
て行っても、いいような気がする（太宰治　『斜陽』）
・花の美しさを見つけたのは、人間だし、花を愛するのも人間だもの。（太宰治　『女生徒』）
・もう我慢が出来ないわ。寒いし、着物は濡れてるし、お腹は死にそうに空いているんだもの。死ぬに
きまってるわ。（菊池寛　『小公女』）
・ほんとに、昨日のようにびっくりしたことはない。お母さんがあんな危ないことをするんだもの。炭
俵に火なぞをつけて、あんな垣根の方へ投ってやるんだもの。わたしは、はらはらして見ていたぞい。
（島崎藤村　『ある女の生涯』）
・「あら、いやだよ。この牛は。かじやのふいごのように、ふうふう、いうんだもの」と、およしばあさ
んはいいました。（新美南吉　『和太郎さんと牛』）
これは「だもの」ということばの持つ一種の甘えにも似た割り切れない思いがこの表現からは漂ってく
るからではないだろうか。
4．相田みつをの「だもの」という表現
相田みつをは大正 13（1924）年に栃木県に生まれ、短歌と書に熱中し、期待の若手書家として活躍し
ていた。その後自分らしい作風を追い求め、長文の詩から抽出していった言葉を口語体で、それも独特
の書体で表現することに苦心したという 2）。
すっかり相田みつをの代名詞のようにもなった「人間だもの」という詩も多くの人々の共感を呼び、今
なお根強い人気となっている。
もちろん、彼だけが使用した表現ではないことはいうまでもない。昭和 46 年に放映され、大ヒット
となったテレビアニメ「アタック No.1」の主題歌には「苦しくったて、悲しくたって、コートの中では平
気だもん」というフレーズや「だって女の子だもん」というフレーズが登場する。また、昭和 46年の大ヒッ
ト曲であった南沙織の「17 才」という曲にも「好きなんだもの」というフレーズが繰り返し使用されてい
ることからも多くの人たちに受け入れられていたことがわかる。
相田みつをが「つまづいたって　いいじゃないか　人間だもの」という詩を書いたのは昭和 50 年代で
あり、文化出版局から出版したのが昭和 59 年のことであるから、この頃はこうした表現が好まれてい
たのかもしれない。しかし、相田みつをは単なるブームにのってこの語を用いたとは思えない。詩人で
あり書家でもあった彼の感性に基づいてことばの海の中からこのことばを選択したはずだからである。
では、その感性とはどのようなものであったのだろうか。
相田みつをは人間をそのままに見ようとし、人間の弱さを肯定的に考えていた。彼の多くの作品から
はそのことが伝わってくる。
・弱きもの人間／欲ふかきもの／にんげん／偽り多きもの，にんげん／そして人間の／わたし（「弱きも
の人間」）
・強がりなんか／いうことないよ／やせがまんなど／することないよ／だれにえんりょが／いるもんか
／声をかぎりに／泣くがいい／ただひたすらに／泣けばいい（「泣」）
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また彼は他の作品においても「～だもの」ということばを用いて詩を書いている。
・つまづいたり／ころんだり／するほうが／自然なんだな／人間だもの（「七転八倒」）
・ぐちをこぼしたって／いいがな／弱音を吐いたって／いいがな／人間だもの／たまには涙を／みせ
たって／いいがな／生きているんだ／もの（「ぐち」）
また、彼が書いた作品には「にんげんだ／もの」と改行したものと「人間だもの」と分けずに書いている
ものとがあり 3）、相田みつを自身はとくにこだわっていないようである。もちろん、これらは一つの書
としての作品としてのバランスを重んじた結果であることから一概にはいえないと考えられる。
しかし、彼にとって「だもの」ということばの持つ響きは、単なる「だ」+「もの」などではなく、当然
そうあってもいい、許されることとして温かく包み込む感覚を大切にした結果なのだろうと推測される。
論理的に理由を述べたり、自分の意にそぐわないことを示す表現から、人間の弱さを肯定し、励まそう
とする思いがこの言葉から感じ取れないだろうか。
仮に「つまづいたって　いいじゃないか　人間ですもの」という表現であったとすればどうだろうか。
この場合は「です」という言い切りの表現が、「人間」であるから当然だという正当性をより強く打ち出し、
やや突き放したような印象を受ける。
一方、「つまづいたって　いいじゃないか　人間だもの」という表現は「人間ですもの」に比べて当然性
や正当性の主張は低く、相手に寄り添う気持ちが強く感じられる。「ですもの」という表現は「つまづく」
ことへの肯定に重点があるのに対し、「だもの」という表現は「人間」であることに重点が置かれている。
したがって、彼にとって「だもの」という表現は、他の表現には置き換えられない表現であったに違いな
い。
それゆえ、もとはそれぞれ別の語の連結したものであったと文法的に考えられる「だもの」という表現
は相田みつをの中では一語として、単に理由を表すだけのものでもなく、また単なる甘えを表すだけの
ものでもなく、また単なる当然の意を表すものでもなく、人間を肯定的にとらえて寄り添うという、そ
の思いを表現する最適の語であったと考えられる。
5．「複合助辞（複合辞）」という考え方について
では、「だもの」という一連の語はどのように捉えたらよいのであろうか。文語文法では捉えられない
口語の一面がここにも出ている。こうした一連の表現を「複合助辞（複合辞）」として捉えるという考え方
がある。
「複合助辞（複合辞）」とは、「形式化した語や助詞・助動詞が複合して、一つの付属語のように機能す
る表現形式をいう。複合助詞と複合助動詞とに大別される。助詞相当語・助動詞相当語ともいう。」4）と
いうものであり、本来別々の語が一つながりになって新たな意味を生み出している表現である。
たとえば「見えない」「わからない」という語は「見える」ことが「ない」、「わかる」ことが「ない」という
ように打ち消す動作の語がはっきりと分離され、二語であることがわかる。しかし、「～してはいけない」
という表現の「いけない」や「～してはならない」という表現の「ならない」、または「～かもしれない」とい
う表現の「しれない」という語は、「いける」ことが「ない」、「なる」ことが「ない」、「しれる」ことが「ない」
というように分離させてしまうと意味をなさなくなる場合がある。
現在ではこうした一連の語を「複合辞」という考え方で取り扱おうという理論が脚光を浴びている。松
木正恵は複合辞の用例について意味的分類を行い 5）、（1）助詞性複合辞として①格助詞性複合辞　②係
助詞性複合辞　③副助詞性複合辞　④接続詞性複合辞　⑤並立助詞性複合辞　⑥終助詞性複合辞　（2）
助動詞性複合辞として①禁止　②義務・当然・当為・必然・必要・勧告・主張およびその否定　③可能・
不可能　④許容・許可　⑤意思・超意思　⑥推量・推測・推定　⑦適当・願望・提案・勧誘・勧告　⑧
要求・依頼　⑨限定　⑩程度　⑪経験・回想・習慣　⑫伝聞　⑬行為の授受　⑭アスペクト　と細かく
分類されている。
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複合辞はその名の通り、「辞」的なものが集まった一つの表現方法であり、まとまって本来の語にはな
かった意味をあらたに生み出す力を有している。
「だもの」という表現は松木が挙げた複合辞の例にはない。しかし、切り離すことができず、切り離せ
ばその意味を失う語であるという点においても、私は「だもの」という語もまた、複合辞として捉えるべ
きだと考えている。
相田みつをもまた、口語を用いることでこうした表現効果を十分に活かすことができたのだろうと思
われる。
6．まとめ
軽い反発や開き直りの気持ちをにおわせる表現である「だもの」という語をしいて単語として品詞分解
するなら、断定の助動詞「だ」+終助詞「もの」に分解することができる。これは「だ」の代わりに「じゃ」「や」
「です」といった語に置き換えられるうえに、「もの」が「もん」という表現に置き換えられることからも納
得できる。
しかしそれはあくまでも文法的に見た場合であり、「だ」と「もの」は一続きの言葉となって相田みつを
の思いを表現しているのであり、切り離してしまってはその世界を表すことはできない。もちろん「だ
もの」という表現は相田みつをしか用いない、相田みつをだけの表現というわけではない。いちいち例
を示すまでもなく、私たちが普段使用している表現形式である。それゆえ、これらは一つの意味を持っ
た表現として捉えるべきであろう。そう考えるとやはり「だもの」は複合辞の一つとしてとらえるべきで
はないかと思われる。
このことについて先日、本学の佐竹秀雄教授から文法事項と表現形式は同一の視点でとらえるべきで
はないという御教示をいただいた。まったくその通りであり、そのためにも辞書などで「だ」と「もの」を
分けて記述してしまっては「だもの」の持つニュアンスが十分に証明されたとは言えないように思われ
る。
国語辞典では見出し語を自立語または付属語で立てているため、複合辞について見出しとして立てて
はいないが、私は「だもの」を一つの見出し語として立てることは複合辞の働きを重視する観点から大い
に賛成したいと考えている。その意味において、新潮社が別版で見出し語から削除してしまったのは残
念に思っている。
追記　図 1 の相田みつをの書の転載については相田みつを美術館より快諾をいただいた。記してお礼
申し上げる次第である。
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地震防災行動を規定する要因
松　村　憲　一・有　川　詩　織
（武庫川女子大学文学部　心理・社会福祉学科）
Determinant factors of earthquakes preparedness
Kenʼichi Matsumura, Shiori Arikawa
Department of Psychology and Social Welfare, School of Letters
Mukogawa Women's University, Nishinomiya 663-8558, Japan
Abstract
People of Japan have often had heavy losses in natural disasters. Therefore, we think that natural disasters 
are a high risk for us, and we need protection against them to minimize losses. However, many previous stud-
ies indicated that perception of risk does not lead to preventive behavior for natural disasters.
This study examined the psychological model of earthquake preparedness behaviors. The hypothetical 
model was based on the theory of planned behavior, which explained the relationship among earthquake pre-
paredness behaviors, behavioral intention, and behavioral willingness. In addition, we presumed that behav-
ioral intention was influenced by injunctive norm, and behavioral willingness was affected by descriptive 
norm. In a previous study, it was indicated that risk-averse behavior was influenced by two processes: situa-
tion-oriented and goal-oriented processes. In this study, we classified precautionary behavior by factor analy-
sis, and examined the hypothetical model with the two processes in term of risk-averse behavior. A question-
naire-based survey was administered to 210 undergraduate students. The study revealed that earthquake 
preparedness behaviors comprised three factors: preparing for evacuating, information-sharing among family 
members, and ensuring oneʼs safety in houses. These behaviors were influenced by behavioral intention and 
behavioral willingness. However, there were differences in the impact of behavioral intention on precaution-
ary behaviors.
はじめに
我が国は，地震や台風といった多様な災害リスクを抱える。どのような自然災害で被害に遭うことを
イメージしたことがあるかを尋ねた内閣府の世論調査 1）によれば，「地震」を挙げた回答者が約 80％と
最も高く，日本人の多くは自然災害の中でも地震に対し，強い脅威と不安を感じている。しかし，大地
震に対する個人の具体的な備えとして，「食料や飲料水，日用品などを準備している」人は，43.3％，さ
らに，「家具・家電などを固定し，転倒・落下・移動を防止している」人も 40.6％にとどまっている 1）。
このようにリスク認知が，防災行動をほとんど説明しないことを示す研究は多い。Wachinger, Renn, 
Begg, ＆ Kuhlicke2）は，災害に対するリスク認知が，防災行動につながらないことをリスク認知パラド
クスと呼んでいる。リスク認知が高くとも，行動に移されなければ，災害被害の抑制は実現しない。近
年，自然災害対策行動を促進する要因を説明する理論モデルがいくつか提唱されている。そのひとつに，
大友・広瀬 3）によるリスク回避行動における状況依存型決定と目標志向型決定の二重プロセスモデルが
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ある。このモデルは，二重プロセスを仮定することで，リスクを回避しようとする意志があっても，社
会・環境的要因の影響に曝されることで，リスク回避行動が選択されない，という矛盾した意思決定が
生じることを説明しようとする。本研究では，このモデルに基づき，地震防災行動を規定する要因の検
討をおこなうことを目的とする。
問　題
自然災害に対する準備行動において，自然災害のリスクを感じていても実際にはリスク回避行動が取
られないという認知と行動の不一致が課題となっている。元吉 4）は，リスクを回避しようとする意志と，
実際の行動に不一致が生じる理由の一つとして，大地震のような甚大な被害をもたらす大規模災害の発
生は低頻度であることから，防災対策による減災・防災効果のようなベネフィットよりも，防災対策に
伴う金銭的・時間的コストのほうが顕在化しやすいことを指摘している。また，防災対策に伴うコスト
は行動直後に生じる短期的結果であるのに対し，減災効果は防災対策を行った直後ではなく，一定期間
経過した後に顕在化する，中・長期的結果としてとらえられる。Messick & McClelland5）によれば，短期
的結果であるコストと，中・長期的結果であるベネフィットの対応関係に時間的なずれが生じる場合，
時間的トラップ（temporal traps）と呼ばれる一種のジレンマが生じやすいとされている。この時間的ト
ラップ構造は，自然災害の被害リスクを回避しようとする意志があっても，行動選択時には短期的コス
トに焦点があてられる，という意志とは矛盾した選択を行う可能性を示唆している（大友・広瀬 3））。
行動の心理的プロセスの研究では，行動を積極的に取ろうとする意識的な動機である行動意図が重要
な規定因として位置づけられている。計画的行動理論（Ajzen6））は，人々の行動は行動意図により規定さ
れるとする心理モデルである。防災行動に関しては，元吉・高尾・池田 7）が家庭と地域防災について，
行動意図が防災行動に対するコスト認知やベネフィット認知などの心理要因に規定されることを指摘し
ている。また，Benneit & Murphy8）は，自然災害対策行動に関するモデルの中で，行動意図が自己効力
感の影響を受けることを示している。さらに，Paton, Kelly, Burgelt, & Doherty9）の自然災害対策行動モデ
ルでも自然災害対策行動を規定する要因として，行動意図および情報探索意図をとりあげ，それらに影
響する要因を検討するなど，自然災害対策行動に関する多くの研究において，態度―行動理論の枠組み
で議論されている。
計画的行動理論は，態度がある行動をとろうとする行動意図を規定し，行動意図によって行動を予測
しようとするモデルである。大友・広瀬 3）は，計画的行動理論の枠組みでは個人の意志や目標に基づく
意図的決定にすべての行動が導かれることを前提としているため，個人の意志と行動が一致する意思決
定プロセスにしか焦点があてられないと指摘している。プロトタイプモデル（Gibbons, Gerrard, Blanton, 
& Russell10））は，行動意図のみの行動予測の限界を解消する心理モデルとして提唱され，意図的な意思
決定である行動意図に加え，特定の行動を導く状況への反応である行動受容という動機を仮定している。
大友・広瀬 3）は，プロトタイプモデルをもとに自然災害リスク関連行動の二重動機モデルを提示し，検
討している。具体的には，地震防災行動を取ろうとする意識的な動機である行動意図と，平常時の状況
への反応である地震防災行動を取らないことを許容させる非意図的な動機である行動受容の 2 つの対立
的な要因を仮定する二重動機モデルを検討している。その結果，地震防災行動は非意図的な動機である
行動受容の影響が強いため，地震防災行動を取ろうとする行動意図と一致した行動が生じにくいことが
示唆された（大友・広瀬 3））。つまり，地震防災行動をとらないことを許容することが，地震防災行動を
抑制してしまい，結果として行動意図との不一致が生じてしまうと考えられる。このように，地震防災
行動における二重動機モデルは，認知と地震防災行動の不一致を検討する際には有効な枠組みであると
言える。
大友・岩崎 11）は，二重動機モデルに，行動実行の容易さや困難さの評価である実行可能性評価を加え，
メディアの影響を検討している。その結果，実行可能性評価は行動受容を抑制し，地震防災行動を促進
することが示されている。また，計画的行動理論において，実行可能性評価は行動意図や行動に影響す
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る要因とされている 6）。実行可能性評価が低く，行動達成の見込みが低い場合，行動意図があっても行
動しようとしない，と考えられる。これらのことから，行動することが容易であると評価された場合，
行動意図および地震防災行動を促進し，困難であると評価された場合には，地震防災行動を取らないこ
との許容を意味する行動受容に影響すると考えられる。
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都総務局 12))，具体的に情報として提⽰される対策が増えている。東京都総務局が発⾏する「東京防災」
では，地震の対策として，住宅の耐震補強や家具の固定等，家屋周辺の対策，飲料⽔や⾮常⾷等の備蓄
品等の準備，家族内での災害時の情報共有をおこなうコミュニケーションが提唱されている。家屋周辺
の対策は，「地震の揺れ」による被害を軽減する対策⾏動と⾔える。⾃⾝が居住する家屋周辺の対策は，
他者にたよることは困難であると考えられ，⾮常⾷の準備などと⽐較して個⼈の意志の影響を受けやす
いと予測される。次に，備蓄品の準備は「地震発⽣後」に発⽣が予測される停電時や避難を要する事態
への対策⾏動と考えられる。地震の揺れがある程度おさまってから必要になる物品の準備である。この
ように地震への対策⾏動は，地震発⽣から様々な状況を想定し，備えることが求められるうえに，地震
防災⾏動の種類によって，⾏動を規定する要因が異なっている可能性も否定できない。 
そこで，本研究では，地震防災⾏動を分類し，⼤友・岩崎 11)で⽰された実⾏可能性評価を加えた⼆重
動機モデルをふまえ，分類された地震防災⾏動を規定する要因の検討をおこなうことを⽬的とする。具
体的には，１．地震防災⾏動を分類し，2．仮説モデル（Figure.1）に基づき，分類された地震防災⾏動
を規定する要因の検討をおこなう。 
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調査参加者 調査参加者は，武庫川⼥⼦⼤学の学⽣ 210 名であった。回答に不備のあったものを除き，
有効回答数は184 名であった。また，分析対象者の平均年齢は19.78 歳 (SD = 1.00) であった。 
調査期間 2016 年11 ⽉から12 ⽉に質問紙調査を⾏った。 
調査内容 質問紙の表紙に，無記名で実施し，プライバシーを保護することを明記した。その上で質問
紙を配布し，その場で回答を求めた。調査項⽬は，⼤友・広瀬 3) および⼤友・岩崎 11) で⽤いられた調査
項⽬を⼀部改編，再構成した。個⼈属性 (性別，年齢，所属学科) 以外の調査項⽬については以下のとお
りである。なお，(2) および (4)から(9) の項⽬は，“1. 全くそう思わない”から“7. ⾮常にそう思う”の7
段階尺度で回答を求めた。 
( 1 ) 地震危険度認知 「地震」について“1. 全く危険でない”から“4. ⾮常に危険だ”の4 段階尺度上で回
答を求めた。 
( 2 ) 地震のリスク認知 「⾃分が地震に対する備えをしなければ，地震が起きたとき，⼤変なことにな
る」，「⾃分が地震に対する備えをしなくても，国や⾃治体が⾏っているので，⼤変なことにはならない」
の2 項⽬について7 段階尺度上での回答を求めた。なお，後者の項⽬は逆転項⽬である。 
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Figure.1 地震防災行動の仮説モデル
近年，地震に対する準備行動の必要性が高まる中で，自治体も積極的に情報を発信しており（e.g. 東
京都総務局 12）），具体的に情報として提示される対策が増えている。東京都総務局が発行する「東京防災」
では，地震の対策として，住宅の耐震補強や家具の固定等，家屋周辺の対策，飲料水や非常食等の備蓄
品等の準備，家族内での災害時の情報共有をおこなうコミュニケーションが提唱されている。家屋周辺
の対策は，「地震の揺れ」による被害を軽減する対策行動と言える。自身が居住する家屋周辺の対策は，
他者にたよることは困難であると考えられ，非常食の準備などと比較して個人の意志の影響を受けやす
いと予測される。次に，備蓄品の準備は「地震発生後」に発生が予測される停電時や避難を要する事態へ
の対策行動と考えられる。地震の揺れがある程度おさまってから必要になる物品の準備である。このよ
うに地震への対策行動は，地震発生から様々な状況を想定し，備えることが求められるうえに，地震防
災行動の種類によって，行動を規定する要因が異なっている可能性も否定できない。
そこで，本研究では，地震防災行動を分類し，大友・岩崎 11）で示された実行可能性評価を加えた二
重 をふまえ，分類された地震防災行動を規定する要因の検討をおこなうことを目的とする。
具 1 行動を分類し，2．仮説モデル（Figure.1） づき，分類された地震防災行動
を規定する要因の検討をお
方　
調査参加者　調査参 女子大学の学生 210 名であった。回答に不備のあったものを除き，
有効回答数は 184 名であった。ま は 19.78 （S  = 1.00）で
調査期間　2016 年 11 月から 12 月に質問紙 行
調査内容　質問紙の表紙に ーを保護することを明記した。その上で質問
紙を配布し，その場で 目は，大友・広瀬 3）および大友・岩崎 11）で用いられた調査
項目を一部改編， 人属性（ ，年齢，所属学科） 以外の調査項目については以下のと
お お，（2） よび（4）から（9）の項目は，“1．全くそう思わない ” から “7．非常にそう思う ”
の 7 段階尺度で回答を求めた。
（1）地震危険度認知　「地震」について “1．全く危険で から “4．非常に危険だ ” の 4 段階尺度上で
回
行
行
行
行
行
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（2）地震のリスク認知　「自分が地震に対する備えをしなければ，地震が起きたとき，大変なことになる」，
「自分が地震に対する備えをしなくても，国や自治体が行っているので，大変なことにはならない」の 2
項目について 7 段階尺度上での回答を求めた。なお，後者の項目は逆転項目である。
（3）地震防災行動　「非常用の食糧，飲料水の準備」，「非常用の携帯ラジオ，懐中電灯，医薬品などの準
備」，「現在住んでいる場所の避難場所，避難方法の確認」，「立ち寄り先（学校やアルバイト先）の避難場
所，避難方法の確認」，「家族との緊急の連絡方法の確認」，「友人や親しい人との緊急の連絡方法の確認」，
「貴重品などをすぐに持ち出せるようにしている」，「部屋の家具，家電，壊れやすいものの転倒防止対策」，
「部屋の出入り口近くに物を置かないようにしている」，「物はなるべくクローゼットなどに収納し，床
を広くあけるようにしている」，「枕元に背の高い家具がないよう配置に工夫をしている」の 11 項目につ
いて，4 段階尺度上での回答を求めた。
（4）記述的規範　「あなたの親しい人たちの中で，地震に対する備えをしていない人はどの程度います
か」，「あなたの親しい人たち以外の知り合い（同じクラスの人など）で，地震に対する備えをしていない
人はどの程度いますか」の 2 項目を用いた。
（5）行動受容　次のシナリオ状況に対する反応を測定した。まず，「あなたが住んでいる地域では，近い
将来に大地震が起こるといわれています。しかし，最近は，大地震が発生する気配がなく，平穏な状況
が続いています。しばらくの間，このような平穏な状況が続きそうな時に，あなたは次のことをどれく
らい先延ばしにすると思いますか？」というシナリオを提示した。次に，「非常用の食糧，飲料水の準備
を先延ばしにする」，「非常用の携帯ラジオ，懐中電灯，医薬品などの準備を先延ばしにする」，「現在住
んでいる場所の避難場所，避難方法の確認を先延ばしにする」，など，地震防災行動と同じ 11 行動につ
いて，「先延ばしにするか」どうか，について回答を求めた。なお，行動受容得点は，高くなればなるほ
ど地震防災行動を先延ばしにする傾向が強いことを意味する。つまり，地震防災行動を取らないことを
許容する傾向が強いことを示している。
（6）防災意識　「大地震が起きたときのために，自分で地震に対する備えをすべきだ」，「大地震が起きた
ときのために，自分で防災対策を取ることが重要だ」の 2 項目に対して回答を求めた。
（7）命令的規範　「あなたにとって大切な人は，あなたに地震対策をしてほしいと期待している」，「あな
たにとって大切な人は，あなたが大地震のときに被害にあわないように備えてほしいと期待している」
の 2 項目に対して回答を求めた。
（8）行動意図　「非常用の食糧，飲料水の準備をしたい」，「非常用の携帯ラジオ，懐中電灯，医薬品など
の準備をしたい」，「現在住んでいる場所の避難場所，避難方法の確認をしたい」，など，地震防災行動
に対応する 11 項目を「したいか」という項目表現に変え，測定した。
（9）実行可能性評価　「自分にとって，地震対策をすることは，面倒なことだ」，「自分には地震対策をす
る金銭的余裕がない」，「自分には地震対策をする精神的余裕がない」，「自分には地震対策をする時間が
ない」，「自分には地震対策の知識がない」の 5 項目を用いた。
結　果
地震防災行動 11 項目について，探索的因子分析（最尤法，プロマックス回転）を実施した。その結果，
固有値の減衰状況と因子の解釈可能性から 3 因子解を採用した。その結果を Table 1 に示す。
第 1 因子は，「家族との緊急の連絡方法の確認」や「友人や親しい人との緊急の連絡方法の確認」など 4
項目により構成されており，連絡確認行動因子と命名した。第 2 因子は，「部屋の家具，家電，壊れや
すいものの転倒防止対策」や「部屋の出入り口近くに物をおかないようにしている」といった安全確保に
関する 4 項目により構成されていることから，防災行動因子と命名した。第 3 因子は，「非常用の食料，
飲料水の準備」，「非常用の携帯ラジオ，懐中電灯，医薬品などの準備」および「現在住んでいる場所の避
難場所，避難方法の確認」といった避難準備に関する 3 項目により構成されている。そのため，避難準
備行動因子と命名した。各因子の信頼性を検討するため，α係数を算出した。その結果，第 1 因子（α
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= .78），第 2 因子（α = .76）および第 3 因子（α = .76）のいずれの因子においてもα係数が .70 を超えてお
り高い信頼性があると判断できる。因子分析の結果から，各因子を構成する項目に対する得点の平均を
下位尺度得点として分析を進める。なお，行動意図 11 項目および行動受容 11 項目については，地震防
Table 1 地震防災行動に関する 11 項目の因子負荷量（最尤法，プロマックス回転）
質問項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
6
5
4
7
10
11
9
8
1
2
3
友人や親しい人との緊急の連絡方法の確認
家族との緊急の連絡方法の確認
立ち寄り先（学校やアルバイト先）の避難場所，避難方法の確認
貴重品などをすぐに持ち出せるようにしている
物はなるべくクローゼットなどに収納し，床を広くあけるようにしている
枕元に背の高い家具がないよう配置に工夫をしている
部屋の出入り口近くに物を置かないようにしている
部屋の家具，家電，壊れやすいものの転倒防止対策
非常用の食料，飲料水の準備
非常用の携帯ラジオ，懐中電灯，医薬品などの準備
現在住んでいる場所の避難場所，避難方法の確認
.966
.731
.537
.400
.064
-.176
.082
-.057
-.074
.078
.160
-.040
-.038
-.091
.372
.799
.738
.644
.463
-.084
.140
-.001
-.117
.090
.198
-.025
-.051
-.044
.015
.262
.918
.660
.506
因子間相関　Ⅰ
Ⅱ
 - .541
 -
.512
.478 
Table 2 各尺度の平均値と標準偏差
平均値 SD
地震危険度
地震防災行動
行動意図
行動受容
リスク認知
記述的規範
命令的規範
実行可能性評価
情報共有
防災行動
避難準備
情報共有
防災行動
避難準備
情報共有
防災行動
避難準備
3.837
1.980
2.167
2.152
6.003
5.856
5.962
4.158
4.190
4.245
5.916
4.435
5.266
4.295
0.425
0.714
0.803
0.753
1.016
1.168
1.054
1.597
1.705
1.507
0.856
1.356
1.498
1.290
「地震危険度」および「地震防災行動」は 4 段階評定，その他については 7 段階評定である。
災行動と対応させるため，対応する項目群ごとに地震防災行動と同様に下位尺度得点を算出し，以下の
分析に用いる。次に，実行可能性評価 5 項目について，探索的因子分析（最尤法，プロマックス回転）を
実施したところ，1 因子解が妥当であると判断された。そのため，5 項目の平均値を実行可能性評価得
点として分析を進める。概念の方向と得点を一致させるため，5 項目の得点が高いほど実行可能性が高
いことを示すよう変換を施した。信頼性を検討するため，α係数を算出した。その結果，α = .80 と高
い信頼性が確認された。 
Table 2 は，各尺度得点の平均値と標準偏差を示したものである。その結果から，分析対象者の地震
危険度認知は非常に高く，地震に対して備えておかなければたいへんなことになる，というリスク認知
も高いことがわかる。その一方で，地震防災行動では，情報共有，防災行動および避難準備のいずれに
おいても十分に備えられているとはいえない。それに対して，いずれの防災行動についても，行動意図
は非常に高くなっている。このことから，地震の危険性認知やリスク認知が高く，さらには非常に高い
行動意図を持ちながらも，実際の行動に移せていないと考えることができる。また，非意図的な動機と
考えられる行動受容については，いずれも中程度であった。つまり，十分に備えができていない現状を
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必ずしも許容していない様子がうかがえる。
地震防災行動の心理モデルの検証
3 種類の地震防災行動それぞれについて，パス解析により因果関係の推定をおこなった。
情報共有行動　情報共有行動について，仮説モデルを検証するためパス解析を実施した。その結果，適
合度は，χ2 （19, n =184） = 58.09, p < .01, GFI = 0.93, CFI = .81, RMSEA = 0.11 であった。適合度指標のう
ち RMSEA において，基準を満たしているとはいえず，モデルの修正をおこなった。具体的には，実行
可能性評価から行動へのパスを削除し，防災意識から命令的規範へのパスを追加した。修正モデルにお
いて，すべての適合度指標において，十分適合していると判断できる。複数のモデルを比較するための
指標である AIC が，修正前は 92.10 だったのに対して，修正後は 57.00 となり，大幅に改善された。そ
こで，本研究では修正後のモデルを採用した（Figure.2）。
修正モデルにおいて，行動意図から行動へのパスが有意ではなかった。一方で，行動受容からは強い
負の影響を受けており，現状の行動を許容する傾向が強いほど行動は抑制されるといえる。行動意図は，
防災意識から正の影響を受けている。リスク認知は，直接，行動意図に影響するわけではないが，間接
的に防災意識を通して何らかの影響があると考えられる。また，行動受容は，実行可能性評価から負の
影響を受けている。つまり，実行可能性評価が低ければ，行動受容を高めることとなり，結果として，
行動を抑制することが示された。
防災行動　家庭内における家具や家電製品の固定や床を広くとる，といった防災行動について，仮説モ
デルを検証するためパス解析を実施した。その結果，適合度は，χ2 （19, n =184） = 64.73, p < .01, GFI = 
.92, CFI = .76, RMSEA = 0.11 であった。適合度指標のうち CFI および RMSEA において，基準を満たし
ているとはいえず，モデルの修正をおこなった。具体的には，実行可能性評価から行動へのパスを削除
し，防災意識から命令的規範へのパスを追加した。修正モデルは，すべての適合度指標において，十分
適合していると判断できる。さらに，複数のモデルを比較するための指標である AIC が，修正前は
98.73 だったのに対して，修正後は 58.70 となり改善が確認された。そこで，本研究では修正後のモデ
ルを採用した（Figure.3）。
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⾮常に⾼くなっている。このことから，地震の危険性認知やリスク認知が⾼く，さらには⾮常に⾼い⾏
動意図を持ちながらも，実際の⾏動に移せていないと考えることができる。また，⾮意図的な動機と考
えられる⾏動受容については，いずれも中程度であった。つまり，⼗分に備えができていない現状を必
ずしも許容していない様⼦がうかがえる。 
地震防災⾏動の⼼理モデルの検証 
3 種類の地震防災⾏動それぞれについて，パス解析により因果関係の推定をおこなった。 
情報共有⾏動 情報共有⾏動について，仮説モデルを検証するためパス解析を実施した。その結果，適合
度は，χ2 (19, n =184) = 58.09, p < .01, GFI = 0.93, CFI = .81, RMSEA = 0.11 であった。適合度指標の
うちRMSEA において，基準を満たしているとはいえず，モデルの修正をおこなった。具体的には，実
⾏可能性評価から⾏動へのパスを削除し，防災意識から命令的規範へのパスを追加した。防災規範修正
モデルにおいて，すべての適合度指標において，⼗分適合していると判断できる。複数のモデルを⽐較
するための指標である AIC が，修正前は 92.095 だったのに対して，修正後は 57.00 となり，⼤幅に改
善された。そこで，本研究では修正後のモデルを採⽤した(Figure.2)。 
 修正モデルにおいて，⾏動意図から⾏動へのパスが有意ではなかった。⼀⽅で，⾏動受容からは強い
負の影響を受けており，現状の⾏動を許容する傾向が強いほど⾏動は抑制されるといえる。⾏動意図は，
防災意識から正の影響を受けている。リスク認知は，直接，⾏動意図に影響するわけではないが，間接
的に防災意識を通して何らかの影響があると考えられる。また，⾏動受容は，実⾏可能性評価から負の
影響を受けている。つまり，実⾏可能性評価が低ければ，⾏動受容を⾼めることとなり，結果として，
⾏動を抑制することが⽰された。 
防災⾏動 家庭内における家具や家電製品の固定や床を広くとる，といった防災⾏動について，仮説モ
デルを検証するためパス解析を実施した。その結果，適合度は，χ2 (19, n =184) = 64.73, p < .01, GFI 
= .92, CFI = .76, RMSEA = 0.11 であった。適合度指標のうちCFI およびRMSEA において，基準を満
たしているとはいえず，モデルの修正をおこなった。具体的には，実⾏可能性評価から⾏動へのパスを
削除し，防災意識から命令的規範へのパスを追加した。修正モデルは，すべての適合度指標において，
⼗分適合していると判断できる。さらに，複数のモデルを⽐較するための指標である AIC が，修正前は
98.73 だったのに対して，修正後は58.70 となり改善が確認された。そこで，本研究では修正後のモデル
を採⽤した(Figure.3)。 
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Figure.2 情報共有⾏動の修正モデル 
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修正モデルにおいて， 防災⾏動は⾏動受容および⾏動意図の双⽅から影響を受けていることが⽰された。
実⾏可能性評価は，情報共有⾏動と同様に，⾏動受容を通して，⾏動に影響することが⽰された。また，
⾏動意図が⾏動に有意な正の影響を⽰した。その⾏動意図は，防災意識や命令的規範の影響を受けるこ
とが⽰された。 
避難準備⾏動 飲料⽔や⾮常⾷の備蓄，懐中電灯などの準備等の避難準備⾏動について，仮説モデルを
検証するためパス解析を実施した。その結果，適合度は，χ2 (19, n = 184) = 59.10, p < .01, GFI = .93, 
CFI = .78, RMSEA = 0.11 であった。適合度指標のうちCFI およびRMSEA において，基準を満たして
いるとはいえず，モデルの修正をおこなった。具体的には，実⾏可能性評価から⾏動へのパスを削除し，
防災意識から命令的規範へのパスを追加した。修正モデルは，すべての適合度指標において，⼗分適合
していると判断できる。さらにAIC が，修正前は93.10 だったのに対して，修正後は57.00 となり⼤幅
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Figure.3 防災⾏動の修正モデル 
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Figure.4 避難準備⾏動の修正モデル 
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修正モデルにおいて， 防災行動は行動受容および行動意図の双方から影響を受けていることが示された。
実行可能性評価は，情報共有行動と同様に，行動受容を通して，行動に影響することが示された。また，
行動意図が行動に有意な正の影響を示した。その行動意図は，防災意識や命令的規範の影響を受けるこ
とが示された。 
避難準備行動 飲料水や非常食の備蓄，懐中電灯などの準備等の避難準備行動について，仮説モデルを
検証するためパス解析を実施した。その結果，適合度は，χ2 (19, n = 184) = 59.10, p < .01, GFI = .93, 
CFI = .78, RMSEA = 0.11 であった。適合度指標のうちCFI およびRMSEA において，基準を満たして
いるとはいえず，モデルの修正をおこなった。具体的には，実行可能性評価から行動へのパスを削除し，
防災意識から命令的規範へのパスを追加した。修正モデルは，すべての適合度指標において，十分適合
していると判断できる。さらにAIC が，修正前は93.10 だったのに対して，修正後は57.00 となり大幅
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Figure. 行 修正モデル
修正モデルにおいて， 防災行動は行動受容および行動意図の双方から影響を受けていることが示され
た。実行可能性評価は，情報共有行動と同様に，行動受容を通して，行動に影響することが示された。
また，行動意図が行動に有意な正の影響を示した。その行動意図は，防災意識や命令的規範の影響を受
けることが示された。
避難準備行動　 中電灯などの準備等の避難準備行動について，仮説モデルを
検証するためパ ，適合度は，χ2 （19, n = 184） = 59.10, p < .01, GFI = .93, CFI 
= .78, RMSEA = 0.11 であった。適合度指標のうち CFI および RMSEA において，基準を満たしていると
は えず，モデルの修正をおこなった。具体的には，実行可能性評価から行動へのパスを削除し，防災
意識から命令的規範へのパスを追加した。修正モデルは，すべての適合度指標において，十分適合して
いると判断できる。さらに AIC が，修正前は 93.10 だったのに対して，修正後は 57.00 となり大幅に改
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善された。そこで，本研究では修正後のモデルを採用した（Figure.4）。
修正モデルにおいて，避難準備行動は行動受容から有意な影響を認められたが，行動意図からは有意
な影響が見られなかった。実行可能性評価は，行動受容を媒介して，避難準備行動に影響することが示
された。行動意図は，命令的規範と防災意識からの影響を受けている。また，リスク認知は防災意識か
ら行動意図に影響をもたらすことが明らかになった。
考　察
本研究において，地震防災行動として測定された行動は，家族や友人などと連絡方法を確認したり，
避難場所の確認をおこなったりする情報共有行動，家具の固定など居住空間の安全を確保する防災行動，
および非常食の準備などをおこなう避難準備行動の 3 種類の行動に分類された。この 3 種類の行動それ
ぞれについて，規定する要因を検討したところ，3 種類の行動に共通して，記述的規範が行動受容を促
進し，地震防災行動を抑制していた。また，命令的規範と防災意識は行動意図を促進していた。これら
の結果は，先行研究の結果とも一致している（大友・広瀬 3），大友・岩崎 11））。記述的規範が行動受容を
促進していたことは，周囲に地震に備えている人が少ないと，自分が行動をとっていないことを許容し
てしまい，結果として行動を抑制すると考えることができる。また，命令的規範による行動意図への影
響は，身近な人たちからの期待や防災意識が行動意図を高めることにつながると考えられる。
次に，各行動を規定する要因に着目すると，情報共有行動および避難準備行動においては，行動受容
から行動へのパスは有意であったが，行動意図から行動へのパスは有意ではなかった。その一方で，防
災行動に対しては，行動受容および行動意図の影響が有意となっていた。防災行動は，家具や家電製品
の固定や部屋の出入り口の確保といった，地震の揺れによって発生する事態により，避難を妨げられる
ことのないように備える行動であり，自分や自分の身近な人たちの安全を守ることにつながる。上述し
たように，行動意図は命令的規範と防災意識により高められる。防災行動においては，他の行動と比較
してこれらの効果が強くあらわれたものと考えられる。一方，情報共有行動や避難準備行動では，行動
意図から行動への影響は有意ではなく，行動受容により抑制されることが明らかになった。
いずれの行動においても，実行可能性評価による行動への直接的な影響は見られず，行動受容を介し
て行動に影響していた。実行可能性評価は，客観性が高くなるほど，行動を直接予測する要因としての
傾向が強くなると示唆されている（Ajzen6）, Ajzen & Madden13））。今回の結果では，地震防災行動の実行
可能性を低く評価することにより，行動受容を高め，結果として行動を抑制する傾向がみられた。つま
り，自分が地震防災行動を実行できる可能性が低いと評価することで，現状に納得せざるを得ず，結果
として行動を抑制したのではないかと考えられる。
一方，情報共有行動においてのみ，実行可能性評価は行動意図を抑制する影響を示している。大友・
岩崎 11）では，実行可能性評価と行動意図の関連は見られなかった。それについて大友・岩崎 11）は，実
行可能性評価の対策をおこなうための余裕や時間の有無といった外的要因にかかわる評価項目は，行動
意図との関連が弱いとする Armitage & Conner14）15）による指摘をあげている。本研究では，実行可能性
評価は，行動にかかる手間，時間的余裕，金銭的余裕といった外的要因のみならず，知識の有無，精神
的余裕のように内的要因に関する項目も含まれている。このことにより，弱い影響ではあるが，情報共
有行動において，実行可能性評価が行動意図を抑制したのではないかと考えられる。今後，実行可能性
評価における外的要因だけではなく，内的要因についても検討することが重要である。
リスク認知は，防災意識と命令的規範を介して行動意図に影響することは，3 つの行動に共通してい
る。しかし，防災行動のみ行動意図からの影響がみられた。Wachinger et al.2）は，自然災害に対するリ
スク認知が高い場合でも実際の防災行動が生じるとは限らない，とするリスク認知パラドックスを見出
している。情報共有行動や避難準備行動ではこの知見と一致する。人々の地震防災行動を促進するため
には，リスク認知を高めてもさほどその効果は期待できないといえる。
本研究では，情報共有行動，防災行動，避難準備行動という 3 つの地震防災行動に，行動受容および
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行動意図が及ぼす影響について検討してきた。結果から，各行動によって行動意図による影響は異なる
といえる。防災行動では，リスク認知が高くなれば，防災意識と命令的規範を介して行動意図を高め，
行動を促進する効果が期待される。それに対して，情報共有行動や避難準備行動では，防災行動と同様
に行動意図は促進するが行動へは影響していない。ただし，3 つの地震防災行動に共通して行動受容の
影響が見られた。尾崎・中谷内 16）は，記述的規範が食料の備蓄行動に及ぼす効果を実験的に検証し，「多
数派がどのようにふるまっているか」という情報が地震防災行動を促進する可能性を示し，地震防災行
動における実験的検証の必要性を示唆している。本研究では，地震防災行動を促進するプロセスについ
て質問紙法による測定をおこない，要因の因果関係を検討した。しかし，人々の地震防災行動を促進す
るための具体的な方略については検討されていない。今後，操作的介入により行動受容や地震防災行動
に影響する要因のさらなる検討が必要である。
付　記
（1） 本研究は，第 2 著者が 2016 年度に武庫川女子大学文学部へ提出した卒業論文のデータを第 1 著者が再分析・
再構成したものである。
（2） 本研究は，武庫川女子大学文学部心理・社会福祉学科倫理審査委員会の承認を受け実施された（承認番号
2016088 号）
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中学校体育における銃剣道の課題についての一考察
：銃剣道のもつ文化性からの検討
渡　邉　昌　史
（武庫川女子大学健康・スポーツ科学部）
The challenges of Jukendo in junior high school physical education: 
Study on its cultural characteristics
Masashi Watanabe
Department of Health and Sports Science, Mukogawa Women’s University
Abstract
In the government guidelines for teaching published in March 2017, for the first time Jukendo was clearly 
mentioned in martial arts category of junior high school health and physical education. As Jukendo was part 
of military training in the pre-war days, its inclusion in school education has come under criticism.
In the guidelines for teaching, the purpose of martial arts in junior high school health and physical educa-
tion has been clearly described as the teaching of “the traditional acts of martial arts” and “the traditional way 
of thinking.” Accordingly, for Jukendo also, the major premise is that the “traditional elements” that can pos-
sibly be taught is clearly described. However, for Jukendo, a challenge is that these things have not been 
clearly described.
This study investigates the cultural characteristics of Jukendo, to elucidate the “traditional elements” in 
Jukendo.
During the Meiji period, Jukendo was developed by the military. The most important thing at that time, 
more than anything else, was its effectiveness as a technique for wounding and killing. Jukendo had been in-
troduced and developed under the influence of “a culture that by all means devises violent techniques, and 
pursues mastery in it” as was prevalent in early modern times martial arts. After the war, violence that was 
the significance of its existence, was denounced, and Jukendo has come to be considered as a sport. However, 
with respect to the moral culture, it has wavered between deconstruction and reconstruction of violence.
After the war, Jukendo adopted the martial arts charter that is defined as “way of forming human nature 
through martial arts practice.” Such martial arts concept can be established only on the basis of the moral cul-
ture of the respective arts, and it can be said that there are challenges that need to be overcome in introducing 
Jukendo in junior high school martial arts program, because Jukendo did not have the background of a train-
ing culture founded on moral considerations.
With clear mention of Jukendo in government guidelines for teaching, it is urgently desired that deeper dis-
cussions are undertaken on suitable junior high school martial arts teaching materials for 21st century, and in 
particular the associated moral culture.
1．問題の所在
新学習指導要領（2017年 3月公示）において、中学校の保健体育「武道」領域（以下、「中学校武道」という）
に「銃剣道」が初めて明記された。現行では柔道、剣道、相撲を例示しつつ、「地域や学校の実態に応じて、
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なぎなたなどのその他の武道も実施させることができる」とし、『同　解説』巻末参考資料において「日本
武道協議会加盟団体実施種目」「柔道、剣道、弓道、相撲、空手道、合気道、少林寺拳法、なぎなた、
銃剣道」と付記している。
これに先立ち、中央教育審議会は 2016 年 12 月 21 日、「学習指導要領等の改善及び必要な方策等につ
いて」にて、「グローバル化する社会の中で、我が国の伝統と文化への理解を深める観点から、日本固有
の武道の考え方について触れることができるよう、内容等について一層の改善を図る」と答申していた 1。
中教審答申をふまえて、2017 年 2 月 14 日に公表された学習指導要領の改訂案では、「柔道、剣道、
相撲、空手道、なぎなた、弓道、合気道、少林寺拳法などを通して、我が国固有の文化と伝統により一
層触れることができるようにする」と現行の要領より武道に力を入れる表現が入り、武道 8 種類を明記
したものの、銃剣道は「授業の実施率が低い」（スポーツ庁政策課学校体育室）として省かれていた 2。
学習指導要領の改訂案にはなかった銃剣道が完成版で明記された経緯について、新聞報道では次のよ
うに伝えている。「公益社団法人・全日本銃剣道連盟は 3 月、明記するように要望書をスポーツ庁に提出。
文科省によると、改訂案に対するパブリックコメントで『加えるべきだ』という意見が数百件あったとい
う。自民党の佐藤正久参院議員は、自身のブログで『銃剣道を学習指導要領に』と題し、『パブリックコ
メントに意見を投稿する努力を続けてきた』とつづった 3」。
同氏は 2017 年 3 月 9 日の参議院外交防衛委員会において、学習指導要領の改訂案から「日本武道協議
会加盟団体実施種目から銃剣道一つだけが外れた」ことに関する質問をおこなっており 4、自身のブログ
でも「銃剣道は指導実績こそ少ないが、『日本固有の武道の考え方に触れることができるよう、一層の改
善を図る』という方向性を見失った学習指導要領（案）は、学習指導要領に値しないと外交防衛委員会の
場を借りて厳しく追及した 5」ことを明らかにしている。
銃剣道が学習指導要領に明記されたことについては、まさに議論百出の様相を呈している。「戦前の
軍事教練の流れをくみ、インターネット上で賛否が渦巻いている 6」、「旧日本軍の戦闘訓練として使わ
れていた『銃剣術』の流れをくむだけに波紋が広がっている 7」、「銃剣道は、戦時中の軍事訓練で実施さ
れた銃剣術の技の流れをくみ、新学習指導要領への明記は『戦前回帰では』との議論もある 8」など、これ
を問題視する見解は少なくない。一方で、自衛隊員を中心として競技人口が 3 万人を超え、国民体育大
会の実施競技となっていることをあげ、「元々は旧日本軍の銃剣術だったが、全日本銃剣道連盟の鈴木
健副会長は『戦後は戦いの技術の面は払拭し、人間形成を目的とする近代スポーツとして定着している』
と話している 9」など、これを評価する向きもある。
そもそも、中学校武道の目的は学習指導要領に明示されているとおり「武道の伝統的な考え方」「伝統
的な行動の仕方」を教えることにある。この命題を別言すれば、「伝統的なもの」を学ぶための教材とし
て武道が位置づけられている。よって、中学校武道では、武道によって教えることが可能な「伝統的な
もの」とは何かについて明確になっていることが大前提となる。したがって、そこでは銃剣道が日本武
道協議会加盟団体であること、競技人口が一定以上あること、国体実施競技であること、などはこれを
武道とみなすための必要条件とはなり得ても、それだけでは中学校武道としての妥当性の十分条件には
ならない。銃剣道を競技としておこなうことと、そのどこに「伝統的」なものを見出し、これを教えるか
は別問題である。
渡邉（2012）は中学校における武道必修化への提言のなかで、武道の学習を通じた「伝統」とは何かが明
確に定義されていない現状に対して、これを指導者の「経験」に委ねるのか、もしくは生徒が「武道をお
こなうことにより、自ずから『伝統』を知る」ことになるのか、専門家、研究者、現場教員が一体となっ
て議論を深めていくことが喫緊の課題であること、さらに生徒にとって、武道は「内なる異文化」状態で
あることを前提にその議論を進めなければならないとする。そして、中学校武道によって教えられる「伝
統的なもの」を考えるとき、注目すべきは武道のもつ文化性（精神文化）であると提起している 10。
これらの問題関心のもと、本稿では中学校武道における銃剣道によって教えられる「伝統的なもの」と
は何かを考えるために、銃剣道における文化性（精神文化）に着目したい。なお、ここで検討対象とする
銃剣道とは、中学校武道としての銃剣道に限定したものであることをあらかじめ断っておく。
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2．銃剣道における「伝統」の理解
銃剣道のもつ「伝統的なもの」とは何かについて論じるにあたり、初めに銃剣道における「伝統」の理解
について確認しておくことは、今後の議論を迷走させないためにも有効であろう。
公益社団法人全日本銃剣道連盟（以下、「連盟」という）公式ウェブサイト（以下、「連盟 Web」という）
掲載の「銃剣道の本旨 11」全 5 条において、これを説くのは次の 2 条である。
第 1　銃剣道は、わが国の伝統的な武術である槍術の「突き技」を基調として、明治初期に創成さ
れ発展した武道である。
第 2　銃剣道は、武士道の美風である、「誠実」「礼節」「勇気」「質実剛健」及び「克己心」等を徳
目として錬磨し、社会に有為な人間の育成を目的とするものである。
また、連盟 Web「銃剣道の歴史 12」によれば、銃剣道は明治初期、フランスから伝来した西洋式銃剣
術を取り入れ研究がなされ、後に日本独自の銃剣術として「古来の槍術の心技に源流を置き」、剣道の理
論等を合わせて武道としての地位が確立したとしている。
西洋式銃剣術を「洋」、槍術を「和」とするならば、銃剣道はまさに標語の和魂洋才のとおりに創られた
ことになる。和洋折衷のハイブリッドであるのだが、「伝統」としてのアイデンティティは槍術、武士道
のそれぞれに希求することで武道としての真正性を確保するとともに、伝統文化であることを担保させ
ている。
しかしながら、銃剣道が「日本固有の伝統と文化」「武道」であることの根拠の一つとする槍術との関
係性について、志々田（1999）は、古来の槍術と明治期の銃剣術との歴史的な関係についての実証的な考
察はなく、管見の限りに於いてはこれを裏付ける資料を知らないとする 13。本論考後約 20 年経つが、
試みに国立情報学研究所「CiNii Articles - 日本の論文をさがす」の論文検索にて「銃剣道」を検索するとわ
ずか 22 件を数えるにとどまり、志々田、渡邉以外はいずれも安全管理、医学科学、もしくは実修者の
回顧録であり、本件は等閑視されたままにあるといえよう。
3．銃剣道の歴史的変遷
3-1．殺傷のための技法
銃剣道が中学校武道の文脈で議論を呼ぶのは、銃剣道それ自体がはらむバイオレンスに起因するであ
ろう。よって、銃剣道のもつ文化性を検討する上で、銃剣道の成立過程及び戦前・戦時期における銃剣
道のあり方を明らかにすることは大きな意味を持つ。
連盟 Web では、1941（昭和 16）年の大日本銃剣道振興会設立によって、名称が「銃剣術」から「銃剣道」
へと改められた後の動向について、「他の武道と同様、実戦武技としての域を脱することは甚だ困難な
状態であった。従って、その普及対策も一応競技会が実施されていたものの、それにも増して戦闘のた
めの訓練に重点が置かれていた」と記述するも、軍隊での存在価値、軍事教練で実施されていたことなど、
先述の報道が指摘することについては言及していない 14。
それでは、戦前・戦時期における銃剣道とはどのようなものであったのか。陸軍が 1889（明治 22）年
に制定、5 回にわたって改められた『剣術教範』から確認したい。1889 年発行の『剣術教範 15』は、フラン
ス陸軍の教範の翻訳版ともいえる内容で、フランス式の剣術であった。
フランス式の剣術が日本の剣術と全くその主旨が異なり、非実戦的であることから、日本古来の剣術
や槍術の技法を採用することとし、1894（明治 27）年に『剣術教範』が改正された 16。巻頭にて剣術（軍刀
術、銃剣術）について「剣術ノ目的トナル所ハ巧ミニ白兵ヲ使用シテ敵ヲ斬突シ、己ヲ扞衛シ且ツ身体ヲ
強壮ニシ豪鋭敢為ノ気
マ
象
マ
ヲ養正スルニ在リ」と近接戦闘用であることを明確に規定している 17。銃剣術
については、真銃の演習用として木銃を使用し、たんぽ付き木銃と左胸部分を補強した撃剣防具とを使
用して、危険な打撃を認めない試合を可能とした。この試合形式が主体となると、槍術の技法が勢力を
得て、刺突だけの日本式銃剣術が出来上がっていった 18。
『剣術教範』は 1907（明治 40）年、1915（大正 4）年の改正を経て、1934（昭和 9）年に満州事変と上海事
変の経験から「剣術教育の振興強調の必要を痛感」し「実戦の状態に合致せしめ」るといった理由から大幅
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に改められた。剣術の目的が「白兵ノ使用ニ習熟セシメ、特ニ剛健ナル気力及胆力ヲ養成シ、以テ白兵
戦闘ニ於ケル必勝ノ確信ヲ得シムルニ在リ 19」と、攻撃精神と必勝の信念が強調された。以降戦前・戦
時期に発行された銃剣道の刊行物においては、これが根本理念となる。1941（昭和 16）年に設立された
統括団体である大日本銃剣道振興会が発行した『銃剣道修練の指針』も 1934 年版『剣術教範』に全面的に
依拠している。
扉に文部省推薦を冠した 1942（昭和 17）年発行、陸軍少佐・塩原庫三『銃剣道』では、「わが国民たる
ものは、ことごとく銃剣道の修練により心身を練磨して、闊達剛健なる気魄を養い、武道精神をもって
あらゆる国民生活の場に生き、時艱に克ち、礼節正義を重んずる気風を涵養して、忠誠なる国民たる錬
成を期する」ことを銃剣道の使命としている。そして、「常に実敵に対する観念をもつてやれ。所謂、体
育的遊戯的に実施したなら、ただ剣術道場のみの勇者たるに止まり、実戦に臨んでなんらの功もあらわ
すことができない」と「戦技」としてのあり方を強調している。
同書 1943（昭和 18）年改版の「序」では、銃剣が「皇軍」と攻撃精神の象徴として位置付けられる。「（近
代兵器は近代戦を勝ち抜くためには重要ではあるが）『銃剣』の威力が如何に皇軍戦勝の基礎を造り（略）。
銃剣突撃こそは皇軍の精華である。しかして銃剣道の練磨はただこの緊要なる戦技の慣熟に資するのみ
ならず、積極敢為の大和魂、一突必殺の皇軍精神を錬成し、且つ靭強なる体力を養成するの道であって、
大戦下ひとりの軍人のみならず、壮青年少年学徒悉くの精勤するところでなければならない 20」と国民
皆武の必要性を強く説く。
3-2．戦時体制下の学校における銃剣道
文部省は 1931（昭和 6）年 1 月、剣道と柔道を「質
実剛健ナル国民精神」の涵養と心身の鍛錬に資する
「我ガ国固有ノ武道」であるとし、中等学校と師範学
校での男子の必修教材に指定し、その実施を義務化
した。その後、1939（昭和 14）年 5 月には、剣道と
柔道を尋常小学校の 5 年以上と高等小学校の男子に
対する準正課として課し、さらに 1943（昭和 18）年
3 月の国民学校発足とともに体錬科武道として必修
化した。必修化当初の武道は中学校令施行規則（1931
年 1 月改正）の規定に則し、「戦技」とは一線を画す
ものであった。だが、日中戦争の勃発以降、武道の
軍事的な価値の再評価がおこなわれ、武道の「戦技」
化を進める動きが陸・海軍から強まった 21。
1925 年（大正 14）年に公布された「陸軍現役将校学
校配属令」によって、一定の官立又は公立の学校に
は、原則として義務的に陸軍現役将校が配属され、
教練を実施していた。当初の教練の目的は軍隊教育
とは違った教育方針で臨むとされていたが、日中戦
争の勃発とあわせて「軍事的基礎訓練」を施すことと
なった 22。
陸軍省兵務課編纂、1940（昭和 15）年発行の『学校
教練教科書　後編（術科之部）』では、「戦技訓練」の
筆頭に銃剣術を置く。「一　銃剣術ノ目的ハ銃剣ヲ
以テ、確実ニ敵ヲ刺突スルコトニ習熟シ、特ニ剛健ナル気力及胆力ヲ養成シ、以テ白兵戦闘ニ於ケル必
勝ノ確信ヲ得ルニ在リ。二　銃剣術ハ精神ノ鍛錬ニ重キヲ置キ、使術ハ総テ己ヲ棄テ、一刺突ヲ以テ直
チニ敵ノ死命ヲ制スルヲ要ス 23」。『剣術教範』の根本理念である攻撃精神と必勝の信念が貫徹している。
図 1　中学校における銃剣道（絵はがき・1931 年発行）
図 2　学徒銃剣道大会を伝える写真ニュース（1941 年 10 月）
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この理念は、そのまま初等教育にも導入される。
1942（昭和 17）年 9 月制定『国民学校体錬科教授要
項』では体錬科は体操と武道に分かれ、体操は体操
及び遊戯競技、教練、衛生から、武道は剣道、柔道
からそれぞれ成る。教練実施細目の銃剣道指導要領
では「精神ノ鍛練ニ重キヲ置キ使術ハ総テ己ヲ棄テ
一突キヲ以テ直チニ敵ノ死命ヲ制ス」と先の『剣術教
範』の理念がそのまま強調されている。
図 3 は 1941（昭和 16）年に国民学校で撮影され、
「剣道、柔道、撃突」と裏書されている。右奥が撃突
とみられ、一連の他の写真では竹槍を持っている。
前出の『銃剣道修練の指針』「附図第二　刺突具」に
は応用材料用いた刺突道具として「竹槍」をあげている。
1944（昭和 19）年 3 月に定められた『中等学校体錬科教授要目』では、体錬科は教練、体操、武道から
構成され、武道の教授方針は「没我献身ノ心境ヲ会得セシメ実戦的気魄ヲ錬成」するために、「戦技」とし
て剣道、柔道とともに銃剣道がおこなわれていた。「没我献身」とは、1937（昭和 12）年文部省編纂『国体
の本義』において、「天皇の御ために身命を捧げること」こそが「国民としての真生命を発揮する所以」と
強調された価値観である。
中高等学校・青年学校学徒向けに 1941（昭和 16）年 4 月に創刊された『新武道』1943（昭和 18）年 6 月
号の表紙には「戦時学徒体育訓練・銃剣道」に励む学徒の姿が描かれている（図 4）。「新武道」とは、戦闘
に直接有効な武道のことであり、各武道が白兵戦闘手段として、より実践的な技法が求められる 24 な
かで「戦力増強の一点」を目的としたものであった。勝負も敵を斃すか、自らが斃れるか、すなわち完全
な勝利か、滅亡の二つしかないとされた。
従来までの武道の中心であった剣道、柔道は後景に退き、実戦に直接役立つ銃剣道が軍事訓練として
重視されるようになった。
4．戦後の展開～「スポーツ」としてのあり方を志向～
敗戦後、武道は学校などの公的機関において実施が禁止された。そして、禁が解かれるために武道は、
スポーツとしての在り方を志向していくこととなる。刀による殺傷技術の有効性が評価を受けていた剣
道は、スポーツとしての再生を目指すなかで「撓（しない）競技」がつくられ、そのルールの一部は剣道へ
と引き継がれた。
銃剣道については『全日本銃剣道連盟四十年史』（以下、『四十年史』
という）が次のように説明する。
昭和 31（1956）年 4 月、従来の銃剣道技術のうち戦技的部分を
拭い去り、純スポーツの形態に改めてこれをもって広く国民、特
に青少年の人間形成に資するためスポーツ銃剣道として新生をみ
たものである。従って今日の銃剣道は過去のそれに比べて全くス
ポーツとしての性格をもつものである 25。
また、今回の学習指導要領改訂に合わせて全国の中学校に配布され
た日本武道協議会・連盟による『武道必修化指導書』では、「戦後、武
道禁止令により大日本銃剣道振興会は解散。銃剣道は存亡の危機に直
面したが、銃剣道の伝統を継承し、武道として後世に伝えよう」として、
組織化が始まったと記している 26。
これら従えば二つの理解が導かれよう。一つは戦前・戦時期の銃剣
道の技術のうち「戦技的部分」をスポーツに置き換えることによって、
図 3　国民学校における武道の実践（1941 年頃）
図 4　『新武道』1943 年 6 月号表紙
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「スポーツ」として新生をみたこと。二つ目として戦前・戦時期からの伝統を継承したことで今日では武
道として存在していること。
戦前・戦時期の銃剣道を否定しつつも、継承しようとするなかで本質の揺らぎも垣間見える。『四十
年史』「銃剣道連盟の歩み」には、1961（昭和 36）年 4 月「修行道としての銃剣道　スポーツ銃剣道を連盟
が発表」とある一方で、同月に「戦技銃剣道について自衛隊を技術援助」との記述が並列する 27。
「拭い去」ったとされるバイオレンスは内包されたままであるのか、それとも嘉納治五郎が講道館柔
道の創始の過程で、柔術から継承した殺傷捕縛の技法を柔道勝負法として限定し、他に柔道体育法、柔
道修身法と戦略的に分けて構想した 28 ことと同じ解釈であろうか。
それでは、「全くスポーツとしての性格」へと改められた銃剣道が「武道」としての表象をまとうのはい
つからであろうか。ターニングポイントとして指摘できるのが『四十年史』年譜、1964（昭和 39）年 4 月、
全日本銃剣道選手権の項にみる「高松宮殿下のお言葉」である。「内外の情勢上、わが民族の心身の練磨
は必要であり、武道の奨励は大きくこれに貢献するであろう、銃剣道連盟の会員が逐年増加しているこ
とを知り、慶びにたえない」として「武道の奨励」と銃剣道を結びつけている。すなわち、「銃剣道は武道
である」ということになる。昭和天皇の弟宮が銃剣道を武道と認定したことの意義と影響力ははかり知
れない。
相撲の例を引こう。相撲は明治初頭、文明開化にそぐわない「蛮風」として排撃され、存亡の危機に瀕
していたが、1884（明治 17）年に明治天皇の天覧によって相撲人気が回復する。さらに 1925（大正 14) 
年に当時の摂政宮 ( 後の昭和天皇 ) から下賜された金一封を元に作製した賜杯の権威もあいまって、相
撲を国技とみなす言説が定着するようになった 29。
銃剣道においても、皇族から「銃剣道は武道である」ことの “ お墨付き ” が付与されたということにな
ろう。銃剣道が今日的な文脈の中で武道として理解されることの始まりと見てよい。
以降、銃剣道は武道であることを、さかのぼって適用する。連盟の専務理事（当時）・兼坂弘道（2003）30
は、次のように記す。「現代の銃剣道は戦技色を払拭し、日本古来の美風である武道精神を基軸において、
槍術の極意である『突き技』を継承修行し、心身を鍛錬し、社会に有為な人材形成に役立てることを目的
として、1956（昭和 31）年に全日本銃剣道連盟を創設し再生をはかったものである」。
5．銃剣道のもつ文化性について
中学校武道における銃剣道のもつ文化性とは何
か。この問題について考えるとき、方法論の上では
身体技法と精神文化に分けて考える方が有益であろ
う。身体技法とは技術や姿勢・構えなど、精神文化
とは当該集団がもっている当該行動の価値にそれぞ
れ関わる概念である。身体技法に関しては連盟 Web
によれば、フランス伝来の銃剣術に「日本独自の銃
剣術」として宝蔵院槍術などの技を取り入れること
によって技法が形成されたとする。志々田の指摘を
含め、この検討は紙幅の関係上、別稿に譲る。
図 5 は寒川（2014）31 をもとに、近世以降におけ
る武道にみる文化モデルについて整理したものであ
る。精神文化は武道のあり方を理解しようとするとき、きわめて重要である。武道は求める文化モデル
の違いによって、まったく別のカタチとなって現れるからである。
先に見てきたように銃剣道は、創られた当初よりバイオレンス術として存在し、専門的担い手は軍人
に限られていた。だが、帝国日本が総力戦体制へと突き進んで行くなかで、銃剣道は軍人にとどまらず、
中学校以上の学校における軍事教練においても実施されるようになり、国民皆兵制度のなかで男子すべ
てが持つ素養とされた。そこで何よりも求められていたのは、「戦技」としての銃剣道であり、とりもな
図 5　近世以降における武道にみる文化モデル
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おさず殺傷のための技としての銃剣道の有効性であった。
戦前・戦時期における銃剣道は戦場における殺傷のための技法として創られたという性格上、バイオ
レンス術として忠君愛国武道 32 の文脈のなかで完結していた。この点において銃剣道は、もともとバ
イオレンスをはらんでいた武術が、近世以降にバイオレンスと断絶した “武術稽古による精神修養文化 ”
の武道として成立してきた歴史的背景とは、異なる特異性をもつ。
連盟 Web では「現代の武道として、戦前の戦技的内容を完全に払拭して、しかも古来伝統武道の真髄
を継承しつつ、全く新しい大目標にむかって競技会を主体とした近代的スポーツとして再出発したもの
である。従って、その修練の目標や理論、使術等については槍術や剣道と全く同様のもの」として、戦前・
戦時期の銃剣道におけるむきだしのバイオレンスを否定している。しかし、それに代わる文化モデルは
明確にしていない。
戦前・戦時期における塩原（1942）、戦後の兼坂（2003）それぞれに出現文脈は異なるもののいずれも「武
道精神」が最重要概念として登場している。また、新聞報道によれば前出の佐藤議員は「銃剣道はスポー
ツで実戦向けの銃剣格闘とは違う。剣道やなぎなたも元々は相手を殺傷するためのもので、銃剣道だけ
批判されるのはおかしい」とコメントしている 33。発話の前後の文脈にもよるが、仮にこの文言どおり
に理解するならば、まさにここに問題の核心が存在する。
現在の銃剣道が戦前・戦時期の「銃剣道技術のうち戦技的部分を拭い去り、純スポーツの形態に改め」
たものとするならば、技法の変化もさることながら、これを担保する文化モデルの変化についても丁寧
な説明が必要なことは指摘するまでもないだろう。「執る武具が異なるだけでその本質効果は全く刀を
以てする剣道と変わりない 34」とする論もあるが、少なくとも銃剣道が中学校武道として存在するには、
銃剣道での有効な攻撃「突き」における理念、すなわち「銃剣」の再解釈・再定義は避けて通ることのでき
ない問題である。
銃剣道連盟を含めた武道主要 9 団体によって構成された日本武道協議会による「武道憲章」（昭和 62
年 4 月 23 日制定）では、「武道は、日本古来の尚武の精神に由来し、長い歴史と社会の変遷を経て、術
から道に発展した伝統文化である。かつて武道は、心技一如の教えに則り、礼を修め、技を磨き、身体
を鍛え、心胆を錬る修業道・鍛錬法として洗練され発展してきた」と定義する。
そこにも記されているように、武道は古代・中世
において殺傷捕縛のための術として誕生したもの
が、近世以降において禅や儒教の論法を導入するこ
とによって、技法の稽古を通して心を練るための精
神修養文化へと創りかえられたものといえる（図
6）。例えば、剣道は戦闘に勝利するための技法の問
題が、魂の修行による心の問題へと昇華されていく
過程で、剣道は本来の戦いの技術から、その行為自
体に新たな意味が付与されることとなった。
換言するならば、今日において「伝統」とみなされ
る武道とは、過去において、当時の価値観において
おこなわれていたものが、現代において、過去との
つながりが再認識されると共に新たに継承すべき文化として見出されたものといえる。
6．「中学校武道」における銃剣道の課題
銃剣道は明治期以降、軍隊においてヨーロッパ式銃剣術に槍術の技術を取り込んで創造された。戦前・
戦時期において、銃剣道が重要視されたのは、何よりも殺傷のための技法としての有効性であった。銃
剣道は、近世以前の武術がそうであったように「バイオレンスをひたすら技術化し、その熟達を願い、
究めようとする文化」として、忠君愛国武道のなかで展開してきた。戦後、銃剣道の存在意義そのもの
であったバイオレンスは他者から否定されることとなり、身体技法における「戦技部分」を払拭すること
図 6　武術から武道への文化変化の概念図
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で、「スポーツ」としてのあり方を志向したが、精神文化についてはバイオレンスからの脱構築、再構築
に向けたなかで本質は揺らいだ。
武道は近世においてバイオレンスを技術化し、その価値を無常の喜びとする修練文化として現れた。
明治以降、嘉納による講道館柔道の成功モデルを受けて競技化も進んだ。そして、忠君愛国武道を経て、
戦後はスポーツ化の道を歩んだ。
これに比し、近代において創られた銃剣道は、いわば他の武道がたどった道を遅れて、バイオレンス
術からスポーツ競技へと一足飛びで仲間入りをすることになった。そして、戦後には「武道を武術の稽
古による人間形成の道」と定義する武道憲章としてのあり方を採用した。だが、こうした武道概念は武
道それぞれの精神文化の基盤があってこそ成り立つものであり、修練文化としての思想的背景を持たな
かった銃剣道は中学校武道としては克服すべき課題が存在するといえよう。
銃剣道を学習指導要領に明記した以上、21 世紀における中学校武道の教材としての銃剣道のあり方、
なかでも精神文化についての議論を深めて行くことが喫緊に望まれる。
銃剣道は、中学校武道として相応しい「伝統」の概念をどのように創造、定義していくのかが問われて
いる。
＊図 1 ～ 4 はいずれも著者蔵。
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女性の視点を経済社会に活かす
―女性活躍国アイスランドの事例より―
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Abstract
Although the number of women actively working in Japan has increased since the Act on Promotion of 
Womenʼs Participation and Advancement in the Workplace in 2016, Japanʼs level of gender equality still lags 
behind most countries. Iceland has held 1st place in the Global Gender Gap Index for 9 consecutive years. 
Nearly a century since womenʼs suffrage in 1915 and after a mass feminist movement in the 1970s and 
1980s, an unexpected opportunity came from the financial crisis of 2008. In the shift from specializing in 
fishing to global finance, reckless investment and loose management by male elites caused a financial crisis 
that shook the nation.
After the financial crisis, Icelandʼs citizens chose a female prime minister who emphasized welfare policy, 
and an investment company promoting female values founded by women was established. After an era of 
creating inequality and distortion due to excessive competition, the time has come for a new era emphasizing 
sustainable growth and work-life balance. In a mature society, female values such as trust, cooperativeness, 
long-term perspective, and risk awareness are needed rather than male values of competition and aggressive-
ness. Promotion of female values in Japan is indispensable not only for resolving the labor shortage but also 
for social developments in business and politics.
はじめに
2016 年の女性活躍推進法（女性の職業生活における活躍の推進に関する法律）施行もあり，女性管理
職育成をはじめ女性社員のキャリア形成や家庭との両立支援など，企業は女性活躍に取り組んでいる．
また 2018 年５月に候補者男女均等法（政治分野における男女共同参画推進法）が成立し，女性議員が増
えることが期待されている．その背景には世界的に見た日本女性の社会進出の大きな遅れがある．世界
経済フォーラムが各国の男女格差指数をジェンダーギャップ指数（GGGI:The Global Gender Gap Index）と
して毎年公表しているが，日本は 144 ヶ国中 114 位（2017 年）と低い順位であり，過去最低順位である．
日本が経済や政治の分野で女性を積極的に活用する理由の一つは人材不足である．少子化で人口が減
少しており，圧倒的に働き手が不足している．もう一つの理由は男性だけで意思決定するのではなく，
女性や外国人など多様なバックグラウンドを持つ人材を活用するダイバーシティが求められている．実
際は言語の問題等で外国人の登用は限られる為，日本のダイバーシティは女性活躍の文脈で捉えられる
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ことが多い．つまり女性活躍とは単なる人手不足解消策だけではなく，男性とは異なる “ 女性の視点や
価値観 ” を社会に活かしていくことでもある．
しかし日本における女性の視点や価値観を社会に活かす取り組みは「女性が女性向け商品開発に関わ
る」「母親の経験を生かして福祉教育に関わる」といった属性・経験値を活かせる分野に留まり，女性の
視点や価値観によって社会を変革するまでのインパクトはない．本稿では，女性の視点や価値観が求め
られる社会的背景をおさえた上で，前述の GGGI 9 年連続 1 位を獲得している女性活躍国アイスランド
を取り上げ，女性活躍推進の取り組みと，女性の視点や価値観で社会を変革した事例について考察する．
女性の視点と女性型社会への転換
2008 年秋，米国大手金融機関リーマン・ブラザーズの経営破綻に端を発した金融危機は世界経済に
大きな影を落とした．世界的金融危機は金融ビジネスに関わる男性達の暴走によって引き起こされたも
ので，“ もしリーマン・ブラザーズがリーマン・シスターズだったら同じような金融危機は起こっただ
ろうか ” との論説が発表され，2009 年の世界経済フォーラムの議題にもなり，世界のメディアを通じ
てこの議論は活発化していった（Nelson, 2012; Prügl, 2012）．
この議論の背景には男性と女性の行動・価値観には違いがあるという考えがある．1980 年代後半か
ら MRI の登場もあり，脳科学者達によって男女の脳の働きの違いについて研究が進み，脳の働きの違
い（言語機能および運動機能に関する脳組織の違い）が男女で異なる思考や行動を生み出すとされた
（Kimura, 1987）．男性特有の思考や行動とは，競争によって成功することを好み，目の前のことや一つ
のことに集中する傾向とされる．一方，女性特有の思考や行動とは，他人との関係性を重視し争いごと
を避け，複数のことを同時に処理する臨機応変さを持つとされる（Baron-Cohen, 2003; Pease and Peace, 
1999）．これを金融行動にあてはめると，男性はリスクを負って短期志向で収益を得ようとするのに対
して，女性はリスクを回避した長期視点での投資スタイルを持つとされる（Nelson, 2012; Prügl, 2012）．
つまり激しい競争意識に基づく，リスクを熟考しない短期志向の “ 男性型 ” 投資スタイルが金融危機を
招いたという指摘である．
Gerzema ＆ DʻAntonio（2010）は著書『Spend Shift』において，この未曽有の金融危機が消費者の価値観
に大きな変化をもたらしたと指摘している．具体的には，借金してでもモノを所有する価値観から，モ
ノを持たない，コンパクトに暮らす，賢くお金を使うといった価値観への変化である．賢いお金の使い
方とは，ただ安く買うより地域が潤うようにお金を使ったり，モノを手に入れるより人との絆を強める
ためにお金を使うことである．これまで消費は個人の満足のために行われてきたが，地域社会貢献や地
域社会との繋がりなど社会との関係性を重視したものに変わってきた．Gerzema ＆ DʻAntonio（2013）は
次著でこれらの新しい価値観（堅実さ・地域貢献志向・人の絆や社会との関係性の重視など）は，どちら
かといえば女性がより備えているものであると指摘した．そして金融危機後の経済・社会・政治・コミュ
ニティ組織などで女性的な資質・価値観が優勢になっているとの仮説のもと，世界各国での調査を通じ
て，女性的な資質・価値観が高く評価されていることを明らかにした．反対に，男性的な資質・価値観，
具体的には管理や統制，競争や侵略などによって収入格差や不祥事を引き起こしたとした．Gerzema ＆
DʻAntonio が明らかにした女性的資質・価値観は，つながり・謙虚・率直・忍耐・共感・信頼・寛容・
柔軟性・弱さ（失敗も認める勇気）・調和であり，ギリシャ神話の女神アテネになぞらえて，これからの
経済社会で必要とされるのは，これら女性的資質・価値観を備えた女神的（アテネ）リーダーシップであ
るとした．また Zak（2012）は，過度の競争や格差が社会に歪みや弊害を生み出しており，競争では経
済は繁栄せず，女性ホルモンであるオキシトシンが生み出す信頼とつながりこそが，経済社会を繁栄さ
せると提起している．この女性ホルモン－オキシトシンが生み出す信頼とつながりも，Gerzema＆DʻAntonio
が定義した女性的資質・価値観にあてはまる．
ここまで女性的な資質・価値観と男性的な資質・価値観は異なる，つまり「性差によって思考や行動
が異なる」ことに焦点をあててきた．もちろん脳の配線やホルモンの働きには個人（個体）差が大きい為，
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女性であれば前述の女性的な資質・価値観，男性であれば男性的な資質・価値観を必ず持っていると断
定できるものではない．先行研究でも女性的な資質・価値観とはあくまでも女性の平均像とされている
（Baron-Cohen, 2003; Pease and Peace, 1999）．さらに女性的な資質・価値観は生物学的に備わっているも
のだけでなく，教育や社会環境によって後天的に身につけていくものもある．本稿は性差による思考や
行動の違いを断定するものではなく，女性が平均的に保有すると考えられている思考や行動が現代社会
においてより求められるようになってきたという視点で考察している．
注意しなければならないのは女性的資質が男性的資質よりも優れているという訳ではないことであ
る．Gerzema ＆ DʻAntonio, Zak ともに男性的資質・価値観が現代社会において無用になったのではなく，
男性的資質・価値観と女性的資質・価値観とのバランスが重要としている．また女性が男性より優位と
いう議論でもなく，女性 “ 的 ” 資質・価値観がこれからの時代には必要とされる為，男性であっても女
性的資質・価値観を理解する，自ら女性のように考え行動することを提起している．
つまり金融危機後の経済社会は，競争や攻撃といった男性的資質・価値観が牽引する男性型社会から，
信頼や関係性といった女性的資質・価値観が牽引する女性型社会へと転換しているといえる．以後取り
上げる女性活躍国アイスランドも，金融危機を契機として，男性型社会から女性型社会へと転換を遂げ
た国の一つである．ここでの女性型社会とは単に女性が社会進出して活躍している社会という狭い意味
ではなく，信頼や関係性といった女性が平均的に保有すると考えられている思考や行動が重視される社
会という広義の意味で捉えている．逆に男性型社会とは男性優位社会という狭い意味ではなく，競争や
攻撃といった男性が平均的に保有すると考えられていると思考や行動が重視される社会という広義の意
味である．
アイスランドの女性活躍（金融危機以前）
アイスランドの正式名称はアイスランド共和国である．北ヨーロッパの北大西洋上に浮かぶ島国であ
り，総面積は約 10.3 万 km² と北海道より少し大きい．総人口は約 35 万人弱（2017 年 12 月－アイスラ
ンド統計局）と小国である．アイスランド（2017 年）は前述の GGGI で 144 ヵ国中 1 位を 9 年連続（2009
～ 2017 年）取得している．GGGI は各国の男女格差を経済・教育・政治・保健の 4 分野から指標化した
ものであり，アイスランドは特に政治への関与（1 位）と経済活動の参加と機会（14 位）の順位が高く，政
治や経済において男性と同等に女性が活躍できている．一方，日本は総合 114 位（2017 年）と世界的に
低く，分野別では健康と寿命（1 位）は高いが，教育経歴（74 位）は中位，特に経済活動の参加と機会（114
位）と政治への関与（123 位）は非常に低い．アイスランドとは逆に，日本の女性は政治や経済において
男性と同等に女性が活躍できていない．
では小さな島国アイスランドはなぜここまで女性活躍が進んでいるのか．アイスランド女性の政治へ
の関与は 20 世紀初頭にまで遡る．1907 年に女性権利団体が設立され，1908 年にアイスランド女性は地
方参政権を得て，1915 年に 40 歳以上の女性は国政参政権を，1920 年にすべての成人女性が国政参政権
を得た．1922 年には女性が国政選挙で選出された 1．しかしその後半世紀の間，女性進出は進まなかっ
た（Johnson, 2013）．
現在の女性活躍の大きな契機になったのは，1975 年 10 月 24 日に起こったアイスランド女性達によ
る大規模ストライキである．アイスランド女性の 90％もが参加し，仕事や家事，育児を放棄したことで，
アイスランド社会は機能停止に陥った．1975 年 6 月に首都レイキャビクで国連女性年に呼応した女性
会議が開催され，「10 月 24 日，女性がすべての仕事を放棄して，女性の仕事の価値を知らせよう」とい
う動議が出され可決された．このストライキは「女性たちの休日（Womenʼs Day Off）」と呼ばれ，女性の
労働（仕事や家庭）がいかにアイスランド社会にとって欠かせないものであるか，女性の重要性と価値を
知らしめることになった（Johnson, 2013; 三井 , 1995）．
その後，女性団体が中心となって男女同一賃金や男女機会均等に関する活動を通じて，1976 年には
教育と雇用における性差による差別禁止と機会平等が法案化された．1980 年代半ばには妊婦の権利が
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強化されるなど，女性の不利益や不平等をなくす動きが進んでいった．そして 1980 年には女性団体の
バックアップのもと，アイスランド歴史上初の女性大統領ヴィグディス・フィンボガドゥティルが選出
された．国民選挙で選出された世界初の女性大統領である．シングルマザーの彼女はアイスランドの女
性活躍の象徴として，大統領を 4 期 16 年（1980 ～ 1996 年）務めた．野党の一つである女性党は候補者
リストをすべて女性とし，他野党と連立しながら，多くの女性議員を地方議会だけでなく国会へ送りこ
み，女性議員比率が高まっていった．1979 年で 5％だった女性国会議員比率は，フィンボガドゥティル
大統領退任直前の 1995 年には約 25％にまで高まり，2009 年には 40％を上回っている 2（Johnson, 2013; 
三井 , 1995）．
アイスランドは政治分野から男女平等が進み，教育や民間雇用分野へと広がっていった．しかし
2000 年代前半のアイスランドは，女性活躍が進む一方で，世界で最も腐敗が進んだ国の一つとみなさ
れていた．世界の腐敗や汚職に取り組む国際的な非政府組織 Transparency International（TI）が各国の腐
敗指数を発表しているが，2001 ～ 2006 年のアイスランドは常に４位以内（2005 年は１位），2007 ～
2009 年は 10 位以内と非常に腐敗が進んでいたことがわかる．アイスランドは独立党が長らく政権与党
を担い，経済は与党と関係性の深いいくつかの経営者一族が支配していた．1970 年代の終わりからこ
れらの経営者一族は行政や警察，司法のトップに大きな影響力を持ち，政府と経済界（経営者一族）との
互恵関係のもと，莫大な利益を分配していた．首相経験者が中央銀行のチェアマンに就任するなど与党
と金融機関との関係性も強かった．この与党と経済界との密接な関係性は 2008 年の金融危機まで継続
していった（Johnson, 2013）．
アイスランドの女性活躍（金融危機以後）
1980 年代までのアイスランドの主要産業は水産業ぐらいだったが，1990 年代にアイスランド政府は
金融市場の自由化を推し進め，短期間で海外から莫大な資金を集める金融立国となった．しかしサブプ
ライムローンなどのハイリスク商品に大きな投資をしていた為，2008 年のリーマンショックの影響を
受け，国家財政破綻の危機に陥った．2000 年に民営化完了していた国内の全ての銀行は国有化され，
証券取引所も取引停止された．国民の強い抵抗運動もあり，アイスランド政府は公的資金投入で銀行を
救済せずに，破綻させる道を選んだ（Jónsson, 2009）．政府は IMF（国際通貨基金）の援助を受け，納税者
を保護する一方，金融危機を招いた無謀な投資を繰り返した金融関係者（銀行幹部や投資家等）が逮捕さ
れた．金融破綻を引き起こすまで，規範やルールのない放漫な経営が行われ，権力の乱用，賄賂や横領
などが横行していた．責任の所在は逮捕された金融関係者にあるが，金融危機の原因を分析した政府は，
金融業界の男性エリート達の価値観や行動スタイルが金融危機を招いたと指摘した．具体的には利害関
係のある関係者間（男性エリート）だけでインフォーマルに物事を決め，リスクを熟考せずに短期的な利
益を追求し，社会の豊かさではなく自分達の贅沢な暮らしを優先してきた価値観や行動のことである
（Johnson, 2013 ; Jónsson, 2009 ; OʼConnor, 2008）．
金融危機で国家財政破綻の危機に陥ったアイスランドは急速な回復を遂げている．その背景には女性
の活躍がある．金融危機後の 2009 年に福祉政策を重視する女性政治家ヨーハンナ・シーグルザルドッ
ティル（社会民主同盟）が首相に就任した．彼女が属する野党連立政権（新政府）は女性議員比率を定めた
クオーター制を推進し，女性議員比率は 40％を超えた．議会での金融破綻の責任追及や情報公開に関
して女性議員が主導的な役割を果たした．さらに新政府は男女同権政策を推し進め，従業員 50 名以上
の企業・組織はマネジメント層に各性とも 40％以上配置することを定め（男性も 40％以上配置），中規
模以上の企業には雇用や社員（一般・マネジメント）の性別バランスを報告させた．これらのルールは金
融危機後に新たに発足された銀行にも適用した．新たに発足された二つの銀行で，金融危機を招いた男
性エリートに代わって女性が CEO に指名された．業務を絞り込み，報酬目的で無謀な競争を起こす文
化を抑えむことが期待された．そしてアイスランドの女性活躍の契機となった「女性の休日」は 2005 年，
2010 年にも実施された（Johnson, 2013 ; OʼConnor, 2008）．
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金融破綻前の 2007 年に，銀行・商工会議所から飛び出した２人の女性によって設立されたアイスラ
ンドの投資会社 Audur Capital3 は，大銀行が経営破綻の危機に瀕している時，顧客財産を失うことなく
金融危機を乗り切った．同社は女性の視点・価値観を反映させた投資会社として注目された（Lagarde, 
2010; Sunderland, 2015）．創業女性の一人であるハッラ・トーマスドッティルは TED（Technology 
Entertainment Design：世界的な講演会）で「アイスランド経済危機における女性の対応（A feminine 
response to Icelandʼs financial crash）」というテーマで講演を行っている 4．彼女は男性が金融業界を支配し，
多様性の欠如と画一性が金融危機を引き起こしたと指摘した．金融危機が起こる以前に男性主導の社会
は持続性に欠けるとの思いを持ち，もう１人の女性と “ 女性の視点・価値観 ” を反映させた投資会社
（Feminine Values into Finance）を設立するに至った．Audur Capital が掲げた女性の視点・価値観は四つあ
る．一つ目は常にリスクを考慮し，複雑で理解のできないリスクに対して投資をしないこと（Risk 
Awareness）．二つ目はシンプルでわかりやすい言葉で，マイナス情報も含めて正直に情報提供すること
（Straight Taking）．三つ目は人間の感情を尊重し，具体的には財務諸表だけを評価するのではなく働く
人も評価すること（Emotional Capital）．最後（四つ目）は利益の生み出し方（Profit with Principles）で，企業
側と顧客側の双方の利益を考慮しつつ，長期的な視点で運用をすることである．さらに彼女はこれらの
女性の視点・価値観の重視は社会や環境の持続可能性につながり，昨今のサスティナビリティを志向す
るビジネスチャンス（ソーシャルビジネス等）を生み出していると指摘している．Audur Capital が掲げた
四つの女性の視点・価値観は，Gerzema ＆ DʻAntonio が明らかにした女性的資質・価値観（つながり・
謙虚・率直・忍耐・共感・信頼・寛容・柔軟性・弱さ（失敗も認める勇気）・調和）に該当している．そ
して彼女は，男性より女性を選ぶべきという議論ではなく，金融ビジネスの意思決定プロセスに女性も
参画すること，女性と男性の異なる視点・価値観によって良い結果を導くとしている．この多様性の考
え方は Gerzema ＆ DʻAntonio や Zak と同じである．
おわりに
本稿では男性型社会から女性型社会への転換の背景と，女性の視点を社会に活かす取り組みを女性活
躍国アイスランドの事例をもとに考察してきた．アイスランドが女性活躍国として飛躍した契機は皮肉
にも男性エリート達が引き起こした金融危機であり，その後，女性首相の誕生，女性議員比率の向上，
女性の銀行 CEO 就任と，女性の視点・価値観が広く政治経済に活かされることとなった．金融危機後
のアイスランド経済は回復基調にあり，成長率及び失業率何れも EU 平均より良好な数値を示している 5．
勿論，水産業の復活や観光業の進展も経済復活の要因ではあるが，アイスランド女性の政治経済への活
発な参画も経済復活に貢献しているといえるだろう．
女性活躍推進法や候補者男女均等法により日本女性の社会参画が進みつつあるが，ともすれば女性比
率を高める目標管理に追われがちである．しかし大切なのは男性の視点・価値観だけではなく女性の視
点・価値観も加えてプラスの成果を上げていくことである．この女性の視点・価値観とは，生活者や母
親としての経験を活かすだけではなく，Gerzema ＆ DʻAntonio や Zak が掲げ，Audur Capital がビジネス
に反映させた，つながり・謙虚・率直・共感・信頼・調和といった “ 女性的視点・価値観 ” のことである．
表層的（義務的）に女性活躍に取り組むのではなく，男性とは異なる女性の視点・価値観への理解を深め
1 日本での女性参政権が認められたのは終戦後 1945 年である（女性議員が誕生したのは翌 1946 年）．
2 日本の女性国会議員比率（2018 年）は衆議院で 10.1％・参議院で 20.7％と，1995 年のアイスランドの同比率（約
25％）にも至っていない．
3 Audur Capital は 2014 年に Virding と経営統合している（2017 年に Virding は KVIKA と経営統合している）．
4 TED Woman2010.
https://www.ted.com/talks/halla_tomasdottir（アクセス：2018 年 9 月 14 日）
5 外務省ホームページ（アイスランド共和国基礎データ）．
https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/iceland/data.html（アクセス：2018 年 9 月 14 日）
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ることが，真の意味での女性活躍につながるはずである．
もちろん世界の大国や経済成長国のリーダーは全員女性ばかりではなく，世界を席巻する巨大企業
GAFA（Google・Apple・Facebook・Amazon）のトップも全員女性ではない．本稿はあくまでもアイスラ
ンドという一つの国だけを取り上げて，女性的資質・価値観が政治経済に活かされることで金融危機後
の経済復活に貢献していると考察したものであり，女性的資質・価値観を活かせば必ず経済社会を繁栄
させると断定できるものではない．今後はアイスランド以外の国においても女性的資質・価値観を活か
すことが経済社会の繁栄につながっているのか，政治面だけでなく企業活動でも事例研究を深めていき
たい．ただ近年，民族紛争や移民政策，貿易戦争など，世界的にナショナリズムの是非が問われており，
競争や攻撃による勝利を重視するのか，信頼や関係性による協調を重視するのか，まさしく本稿の男性
的価値観と女性的価値観の行く末でもあり，その動きも注視していきたい．
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健康 ･スポーツ科学科
「女性視点におけるマーケティング戦略の提案と
開発―コンプレッション･タイツを題材として―」
穐原寿識
繊維製品消費科学学会誌 Vol58/No.09, pp.40-43
（2017）
　埼玉に本社を置く魔法のタイツ株式会社との産
学連携プロジェクトに関する 2016 年度の技術レ
ポートの報告である．同社は 2015 年から楽天市
場を中心に展開するコンプレッション ･ タイツの
専門ブランドであり，近年は大型小売店ドンキ
ホーテや恵比寿にあるジャンドエルブなど，積極
的に小売店にも出荷を行っている．
　この商品は，脚を細く綺麗に見せる為に特化し
た商品であり，主に脚における脂肪分が多い女性
からの支持が高く，圧倒的にリピーターがその層
に多い．今回新たな顧客層の開拓のため，痩せ形，
また筋肉質であるアスリート体型の女性が，同商
品を使用した場合に効果がどの程度定着するのか
を測定し，また本ゼミの学生が持つ女性独自の
マーケティング視点による商品およびプロモー
ション戦略における提案をさせてもらった．
心理・社会福祉学科
Additional report about the validity of the Jung 
Psychological Types Scale
SATO, Junichi
Online Journal of Japanese Clinical Psychology, vol.4, 
pp.1-7
　The Jung Psychological Type Scale（JPTS）is the 
most  recent ly  developed ins t rument  for  the 
measurement of Jungʼs psychological types.  The JPTS 
conforms closely to Jung ʼs orthogonal, three-
d imens iona l  model  o f  psycholog ica l  types : 
extraversion-introversion, thinking-feeling, and 
sensation-intuition.  The JPTS uses 7-point Likert-
scale items in a bipolar format.  The appropriateness of 
item content was based on the judgments of two 
Jungian analysts.  This study provides an additional 
assessment of the validity of the JPTS using data from 
Japanese university students.  To investigate the 
concurrent validity of the JPTS, scores were compared 
with scores on the Gray-Wheelwrights Test / Jungian 
Type Survey（GW/JTS）and the Myers-Briggs Type 
Indicator（MBTI）, using a categorical approach. 
Some data were obtained by using MBTI Form M 
scores from previous studies（Sato, 2003; 2005）. 
Evidence for the concurrent validity of JPTS scores is 
presented based on the agreement of psychological 
types with the MBTI Form M.   These findings suggest 
that the categorical approach provides additional 
support for the validity of the JPTS.
Manual Dexterity Is a Strong Predictor of Visuo-
Motor Temporal Integration in Children.
Nobusako S, Sakai A, Tsujimoto T, Shuto T, Nishi Y, 
Asano D, Furukawa E, Zama T, Osumi M, Shimada S, 
Morioka S, Nakai A.
本学教員の他学術雑誌掲載論文抄録
（人文・社会科学系）
2018 年 1 月～ 2018 年 12 月
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Front Psychol. 9:948. 2018. doi: 10.3389/fpsyg. 2018. 
00948. 
Abstract
　Although visuo-motor temporal integration in 
children is suggested to be related to motor control and 
motor learning, its relevance is still unclear. On the 
other hand, visuo-motor temporal integration ability 
undergoes developmental changes with age. In the 
current correlational study, we measured manual 
dexterity and visuo-motor temporal integration ability 
in 132 children with typical development（age, 4-15 
years）and investigated the relationship between the 
two functions. The Movement Assessment Battery for 
Children-2nd edition was used as an indicator of 
manual dexterity. The delay detection threshold
（DDT）and steepness of the probability curve for 
delay detection, which was measured by the delayed 
visual feedback detection task for self-generated 
movement, were used as indices of the visuo-motor 
temporal integration ability. The results indicated 
significant correlations between manual dexterity/age 
and DDT/steepness of the probability curve for delay 
detection. In addition, hierarchical multiple regression 
analysis showed that both manual dexterity and age 
significantly contributed to visuo-motor temporal 
integration, indicating a better fit than when only age 
was employed as an independent variable. Importantly, 
there was no interaction effect between age and 
manual dexterity. These findings were the first to 
suggest that manual dexterity is a significant predictor 
of visuo-motor temporal integration ability in children, 
regardless of age. The present study validated the 
important relationship between visuo-motor temporal 
integration and manual dexterity in children. 
Considering the limitations of the current study, 
including the non-homogeneous sample, further 
studies are still warranted to validate the results.
Applicability of the Movement Assessment Battery 
for Children-Second Edition（MABC-2）for 
Japanese Children Aged 3-6 Years: A Preliminary 
Investigation Emphasizing Internal Consistency 
and Factorial Validity.
Hirata S, Kita Y, Yasunaga M, Suzuki K, Okumura Y, 
Okuzumi H, Hosobuchi T, Kokubun M, Inagaki M, 
Nakai A.
Front Psychol. 9:1452.2018. doi: 10.3389/fpsyg. 2018. 
01452. eCollection 2018.
Abstract
　This study investigated the applicability of the 
Movement Assessment Battery for Children - Second 
Edition（MABC-2）for 3- to 6-year-old Japanese 
children,  part icularly addressing i ts  internal 
consistency and factorial validity. The MABC-2 test 
set for 3- to 6-year-old children was administered to 
252 children. Differences between Japanese children 
and those of the original normative sample（i.e. United 
Kingdom children）were investigated along with sex 
differences. The Japanese children aged 3-6 years were 
found to have higher Manual Dexterity and Balance 
component scores than children of the normative 
sample. Girls scored higher than boys on the Balance 
component. Results of several analyses showed good 
internal consistency of the MABC-2. Confirmatory 
factor analysis revealed that a theoretical three-
component model of the MABC-2 was not fitted to 
Japanese children aged 3-6 years. Instead, a new three-
component model was postulated and discussed. The 
new three-component model of the MABC-2, with 
Manual Dexterity, Static Balance and Ball Skills, and 
Dynamic Balance, has high factorial validity in 
Japanese children aged 3-6 years.
Deficits in Visuo-Motor Temporal Integration 
I m p a c t s  M a n u a l  D e x t e r i t y  i n  P r o b a b l e 
Developmental Coordination Disorder.
Nobusako S, Sakai A, Tsujimoto T, Shuto T, Nishi Y, 
Asano D, Furukawa E, Zama T, Osumi M, Shimada S, 
Morioka S, Nakai A.
Front Neurol. 9:114.2018.  doi: 10.3389/fneur. 
2018.00114. 
Abstract
　The  neuro log ica l  bas i s  o f  deve lopmenta l 
coordination disorder（DCD）is thought to be deficits 
in the internal model and mirror-neuron system
（MNS）in the parietal lobe and cerebellum. However, 
it is not clear if the visuo-motor temporal integration 
in the internal model and automatic-imitation function 
in the MNS differs between children with DCD and 
those with typical development（TD）. The current 
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study aimed to investigate these differences. Using the 
manual dexterity test of the Movement Assessment 
Battery for Children（second edition）, the participants 
were either assigned to the probable DCD（pDCD）
group or TD group. The former was comprised of 29 
children with clumsy manual dexterity, while the latter 
consisted of 42 children with normal manual dexterity. 
Visuo-motor temporal integration abili ty and 
automatic-imitation function were measured using the 
delayed visual feedback detection task and motor 
interference task, respectively. Further, the current 
study investigated whether autism-spectrum disorder
（ASD）traits, attention-deficit hyperactivity disorder
（ADHD）traits, and depressive symptoms differed 
among the two groups, since these symptoms are 
frequent comorbid it ies of  DCD. In addit ion, 
correlation and multiple regression analyses were 
performed to extract factors affecting clumsy manual 
dexterity. In the results, the delay-detection threshold
（DDT）and steepness of  the delay-detect ion 
probability curve, which indicated visuo-motor 
temporal integration ability, were significantly 
prolonged and decreased, respectively, in children with 
pDCD. The interference effect, which indicated 
automatic-imitation function, was also significantly 
reduced in this group. These results highlighted that 
children with clumsy manual dexterity have deficits in 
visuo-motor temporal integration and automatic-
imitation function. There was a significant correlation 
between manual dexterity, and measures of visuo-
motor temporal integration, and ASD traits and ADHD 
traits and ASD. Multiple regression analysis revealed 
that the DDT, which indicated visuo-motor temporal 
integration, was the greatest predictor of poor manual 
dexterity. The current results supported and provided 
further evidence for the internal model deficit 
h y p o t h e s i s .  F u r t h e r ,  t h e y  s u g g e s t e d  a 
neurorehabilitation technique that improved visuo-
motor temporal integration could be therapeutically 
effective for children with DCD.
Development of Sleep Support System Using 
E l e c t r o e n c e p h a l o g r a m  f o r  P e r s o n  w i t h 
Developmental Disorders 
Ogoshi S, Ogoshi Y, Saitou T, Nishi H, Mitsuhashi Y, 
Nakai A
Sensors and Materials 30:1457-1462.2018. https://doi.
org/10.18494/SAM.2018.1908
Abstract
　In recent years, the number of children requiring 
special support has increased significantly, and 
satisfying the support and educational needs of such 
individuals has become a critical concern. Many 
students have been diagnosed with one or more 
developmental disorders, such as Asperger syndrome, 
high functioning autism, attention deficit disorder, 
hyperactivity disorder, and learning disabilities. Some 
spec ia l -needs  ch i ldren  a re  a t ten t ion  def ic i t 
hyperactivity disorder（ADHD）hyperactive/impulsive 
and exhibit certain behaviors such as excessive 
fidgeting, talking out of turn, and running around. 
Other special-needs children are ADHD inattentive, 
who are often distracted and forget things at home or 
school. Such children also experience difficulties 
during organized activities. These difficulties can have 
a negative impact on a child?fs learning and self-
confidence. Addressing such difficulties as early as 
possible can have a positive impact on the children?fs 
performance in school. In this study, we propose a 
collaborative system that can be utilized by teachers, 
parents, and supporters. Individual support equipment 
using Internet of Things（IoT）and sensors is 
necessary. Support observation of sleep state and 
support for sleep onset are also necessary. We therefore 
proposed and developed a sleep support system.
Stochastic resonance improves visuomotor 
temporal integration in healthy young adults. 
Nobusako S, Osumi M, Matsuo A, Fukuchi T, Nakai A, 
Zama T, Shimada S, Morioka S. 
PLoS One 13(12): e0209382.2018. 
https://doi.org/10.1371/journal.pone.0209382
Abstract
　Mechanical and electrical noise stimulation to the 
body is known to improve the sensorimotor system. 
This improvement is related to stochastic resonance
（SR）, a phenomenon described as a “noise benefit” to 
various sensory and motor systems. The current study 
investigated the influence of SR on visuomotor 
temporal integration and hand motor function under 
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delayed visual feedback in healthy young adults. The 
purpose of this study was to measure the usefulness of 
SR as a neurorehabilitation device for disorders of 
visuomotor temporal integration. Thirty healthy 
volunteers underwent detection tasks and hand motor 
function tests under delayed visual feedback, with or 
without SR. Of the 30 participants, 15 carried out the 
tasks under delayed visual feedback in the order of SR 
on-condition, off-condition, off-condition, and on-
condition. The remaining 15 participants conducted 
the experimental tasks in the order of SR off-condition, 
on-condition, on-condition, and off-condition. 
Comparisons of the delay detection threshold（DDT）, 
steepness of the delay detection probability curves, 
box and block test（BBT）scores, and nine-hole peg 
test（NHPT）scores between the SR on- and off-
conditions were performed. The DDT under the SR 
on-condition was significantly shortened compared 
with the SR off-condition. There was no significant 
difference between the SR on- and off-conditions for 
the steepness of the delay detection probability curves, 
BBT scores,  and NHPT scores.  SR improved 
visuomotor temporal integration in healthy young 
adults, and may therefore improve movement disorders 
in patients with impaired visuomotor temporal 
integration. However, because the current results 
showed that SR did not improve hand motor function 
under delayed visual feedback, it may not improve 
motor function when a large distortion of visuomotor 
temporal integration is present. Further studies are 
required considering several limitations of the current 
study, and future clinical trials are necessary to verify 
the effects of motor training using SR for the treatment 
of visuomotor temporal integration disorders.
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武庫川女子大学紀要投稿細則
平成 26 年 6 月 5 日　紀要検討委員会決定
Ⅰ　総　則
1 ．投稿資格　 　本紀要に投稿できるものは，委嘱を含む本学専任の教授，准教授，講師，助教，助手，
助手補，および副手とする．上記以外からの寄稿掲載は本委員会の審査の結果による．
ただし，本学専任講師以上との共同研究者を含むことはさしつかえない．
2 ．原稿内容　 　学術的研究領域における原著論文とする．ただし，価値ある調査報告および研究資料
はこの限りではない．また，抄録（和文）もあわせて巻末に掲載する．
3 ．著 作 権　 　掲載された論文の著作権は武庫川女子大学に帰属する．
4 ．用　　語　　日本語または英語とする．
5 ．編　　集
　　　　　　　ａ） 形態　　　人文・社会科学編および自然科学編として編集する．
　　　　　　　ｂ）  書式　　　人文・社会科学編は横書きを原則とし，紀要委員会が必要と認める場合
には縦書きも可とする．横書きは横一段として，縦書きは上下二段として組む．また，
自然科学編はすべて横書き，横二段として組む．
6 ．投　　稿　 　原稿はこの細則に従って，作成しなければならない．これに従っていない原稿は作成
のし直しを著者に求めることがある．投稿にあたっては，正副原稿（コピーでも可）各一
部を提出することとする．なお，写真はコピーとしないこと．原稿は，一編につき，刷
り上がり 9 頁以内とする．
7 ．審　　査　 　紀要委員会は 1 投稿論文につき，原則 2 名の査読者に審査を依頼する．査読者は論
文の総合評価について，掲載の可否の判断及び審査意見を付する．論文の採否は査読者
の評価を参考に紀要委員会が決定する．
8 ．そ の 他
　　　　　　　ａ）提出期限を過ぎた原稿は，その理由を問わず，これを受理しない．
　　　　　　　ｂ） 著者の校正は原則として 2 校までとする．校正に際しては，印刷上の誤り以外の字
句の訂正，挿入，および削除は，原則として認めない．
　　　　　　　ｃ） 別刷りは 50 部とする．これを超過する場合は研究費負担とする．
　　　　　　　ｄ） その他の必要事項は本委員会が定める．
　　　　　　　ｅ） この細則の改正は学部長会構成員，図書館長および紀要委員長からなる紀要検討委
員会の議を経たうえ，学長がこれを定める．
　　　　　　　ｆ） 紀要検討委員会の開催は，紀要委員長が発議し，学長がこれを招集する．
Ⅱ　原　稿
1 ．原　　稿
1） 原稿は原則として写植方式で作成する．すなわち，原稿の 1 枚がそのまま刷り上がりの 1 頁とな
るよう，図や表，写真なども，著者自身がアレンジして，原稿の中に組み込みいれておく．
2）提出原稿は A 4 判で作成する．
3） 将来の完全写植式への経過処置として，当面は図や表の入るべき所を白抜きとし，図，表を別に添
付して提出することを認める．
4）原稿の第 1 頁は次の順に従って作成する．
i）まず，表題（表題は正確，かつ簡潔に論文内容を表すものであること．また，副題は行を改めて
書くこと），著者名（さらに行を改めて中央に書くこと），所属（学部，学科を，さらに行を改めて
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中央に書く）の順に書く．
ii）和文原稿の場合，原則として，表題，著者名，所属は欧文を添える．
iii） 次に欧文要旨（200 語前後）を置き，次に，論文の原稿受付日，受理日を欧文で記載し，以下本文
を続ける．
iv） ただし，人文・社会科学編においては，欧文の表題・著者名・所属および欧文要旨は別紙（A4 判）
に作成し，本文の後ろに添える．
5）緒言，方法，結果，考察，謝辞及び文献などの大見出しは 2  行取りとする．
6）原稿はワープロを用いて以下の要領で打つ．
i）和文原稿では　　人文・社会科学編の場合　　　　　　 1 頁 46 字× 45 行　 1 段
　　　　　　　　　ただし，縦書きが認められた場合　　 1 頁 32 字× 31 行　 2 段
　　　　　　　　　自然科学編の場合　　　　　　　　　 1 頁 22 字× 45 行　 2 段
ii） 欧文原稿では　　人文・社会科学編の場合　　　　　　 1 頁 96 字前後× 45 行　 1 段
　　　　　　　　　自然科学編の場合　　　　　　　　　 1 頁 46 字前後× 45 行　 2 段
7） 和文原稿の場合，文章は原則として簡潔にし，常用漢字，ひらがな，新かなづかいを用いること，
外国語音訳，生物の和名等はカタカナを用い，外国人名，生物学名などは原綴りを用いる．
8） 脚注は，関係する本文中の語の右肩に＊，＊＊などをつけ，その頁の下に横線を引き，その下側
に挿入すること．行間は 1 スペースとする．
9）活字書体の指定は別添資料に従うこと．
2 ．図・表・写真
1）同じデータを図と表の両者で示すことは許されない．
2） 図，表およびそれらのタイトルならびにその説明文は，和文原稿においても，原則として欧文で書
くこと．
3） 写真は図として取り扱い，図（写真），表にはそれぞれ番号（Fig.1，Fig.2，Table 1，Table 2 など）と
見出しを記入すること．
4） 図の番号（Fig.1，Fig.2 など）および見出しは図の下方に，表の番号および見出しは表の上に記入す
ること．
5）式は，原則としてワープロを用いて印書すること．
6）図や表，写真など別添原稿にして提出する場合．
i）原稿（写真の場合台紙）は本文と同じく A4 に合わせること．
ii） 図は，印刷に直接使用できるよう，白紙又は青色方眼紙に墨書きとし，文字を活字で入れる場合は，
鉛筆書きで記入すること．
iii） 原図は 1 ／ 2 に縮尺されることを考慮して作図すること．なお他の縮尺を希望する場合はその仕
様を朱書きで明示すること．
7）写真は鮮明なるものとし，必ず台紙（A 4 ）に貼ること．
8）写真，図等を台紙に貼る時は，製版上必要な場合に簡単に剥がれるよう配慮すること．
9） 写真中の文字などは写真の上に薄紙をかけ，指定する位置，文字などを青鉛筆（または青インク）で
明示し，委員にその旨伝えること．
3 ．参考文献
1）雑誌および単行本の引用の仕方
i）本文中の各引用箇所には語句の右肩に 1），2）…の引用番号を付けること．
ii） 文献はこの引用番号の順に，論文末尾に一括すること．
iii） 参考（引用）文献の記入は次の順に従うこと．
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⒜　雑誌の場合
1 ．著者名，2 ．誌名（欧文誌名はイタリック），3 巻（和欧ともゴシック）（号），4 ．ページ（始
め－終わり）， 5 ．発行年次
なお，号と発行年次には（　）をつける．
［例］3） Mukogawa, H., Nishinomiya, S. and Mukogawa, T., J. Biochem., 57, 456-461（1994）
 　　8）武庫川花子，武庫川太郎，栄養誌，40，1213-1215（1993）
⒝　単行本の場合
1 ．著者名， 2 ．書名（欧文書名はイタリック）， 3 ．発行所と発行場所（初版の場合は，第　
版は記さない）， 4 ．ページ（始め－終わり）， 5 ．発行年次（　）をつける．
［例］12） Epstein, E., Mineral Nutrition of Plant, John Wiley and Sons. Inc., New York, pp.187-205
（1986）
15） Geddes, R., in The Polysaccharides, ed. by Aspinall, G.O., Academic Press, London, vol. 3, 
pp.283-336（1985）
17）小林　悟，実験医学，共立出版，東京，vol. 1，pp.51-63（1987）
23）仁田　勇，X 線結晶，仁田　勇ら編，朝倉書店，東京，第 2 版．pp.937-954（1980）
2）文献には原則として，論文タイトルは付けないが，必要な場合はこの限りではない．
3）書物の書名は二重カギカッコを，論文タイトルは一重カギカッコをつけてもよい．
4） 自然科学編の投稿論文では，「ibid」や「同上」の省略形は用いず，所載誌（書）名を繰り返し記載する
こと．ただし，人文・社会科学編はこの限りではない．
［例］ 1） ヴァルデンフェルス，H.，（松山康国・川村永子訳）『絶対無』，法蔵館，京都，
pp.85-88（1986）
2）同上，p.121（1986）
3） 高橋　進「老・荘における自然」日本倫理学会・金子武蔵編『自然倫理学的考察』以文
社，東京，pp.104-106（1979）
4）中村　元『原始仏教の思想　上』（中村　元選集第 13 巻），春秋社，東京，pp.254-
260（1970）
5）前掲 1），pp.225-241（1986）
4 ．その他
1）本文原稿の各頁の下，中央部に，下記の要領で頁数（仮）を書き入れること．
　例）5 ／ 8（ 8 頁の原稿の 5 頁目）
　2）細則によることが著しく困難である場合は，著者の所属する学会の方式に従っても差し支えない．
　3） 原稿は正本一部，副本二部に USB メモリーまたは CD を添え，必要事項を記入した投稿申込書
とともに提出する．
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活字指定一覧表
和　文　論　文 欧　文　論　文
主　　　　題
副　　　　題
著　者　名
大　見　出（緒言など）
小　見　出
本文
本文中の欧語，数字
本文右肩へ添付の引用番号
本文 1，3-5）
受理年月日脚注題見出
文　献　欄
欧　文　項
　　主題
　　副題
　　著者名
　　本文（要約文）
図表の表題
16  P　並体（明朝）
14  P　並体
12  P　並体
12  P　太字体（ゴチック）
10.5  P　太字体
10  P　並体
10  P　Century
06  P　並体
08  P　並体
09  P　並体
　（欧文）
16  P　Cent. 頭のみ  Cap.
14  P　Cent. 頭のみ  Cap.
12  P　Cent. 頭のみ  Cap.
10.5  P　Cent.  Boldface
09  P　並体
16  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
14  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
12  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
12  P　Gothic
10  P　Cent.
－－－
06  P　Cent.
08  P　Cent.
09  P　Cent.
　（和文）
16  P　並体（明朝）
14  P　並体
12  P　並体
10.5  P 並体
09  P　Cent.  Boldface
欧文人名
学名その他ラテン語
文献欄
　欧文雑誌及び書名
　雑誌の巻数（和欧とも）
頭のみ Cap. 後は小文字　Cent.（Rayan.R=Cap.）
Italic
Italic
Gothic
活字書体の指定（原稿に朱書きでアンダーライン）
　　　　Capital  Italic  Capital 
　　　　Small  Capital  Gothic  Italic 
　　　　Italic  Githic  Capital 
　　　　Gothic 
本文は句読点にする．
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武庫川女子大学紀要第　　巻投稿申込書
紀要編集委員会殿
　　　　下記のとおり，紀要
人文・社会科学
自 然 科 学
編に投稿したいので申し込みます．（投稿する方に○印）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　投稿者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属（学科・研究室）　　　　　　　　　　内線　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
₁ 　表題
　　　和文：
　　　欧文：
₂ 　著者名（共同執筆の場合のみ。次頁に投稿者を含め全員記入）
₃ 　用語（該当語に○印）　　　　　　　　　　　　　　和文　　　　　欧文
₄ 　原稿枚数 5　提出メディア
　　　合計　　　　　　　　　　枚 FD，CD　   　　　　　 　　
　　　　　　内訳　 1 ）本文　　　　　　　　　　枚　　　　　　　　　　　　 USB，その他　  
　　　　　　　　　 2 ）図　　　　　　　　　　　枚
　　　　　　　　　 3 ）写真　　　　　　　　　　枚（台紙の枚数）
　　　　　　　　　 4 ）表　　　　　　　　　　　枚
6 　別刷り希望部数
　　　公費負担分 50 部＋研究費負担分（　　　）部　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　部
審査員承認
　 ₁ ）氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　 ₂ ）氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 切り取り線 　　　　　　　　　　　　　　　　　 割印  
投稿論文受付票
　　　　　　　　　　　　　　　　殿
受付日 　　年　　　　月　　　　日
紀要編集委員会
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武庫川女子大学紀要（人文・社会科学編，自然科学編）第 64 ～ 65 巻
査読者一覧（敬称略・五十音順）
氏　　　名 所　　　属
赤岡　仁之 （武庫川女子大学）
天野　憲樹 （武庫川女子大学）
安藤　明人 （武庫川女子大学）
安東　由則 （武庫川女子大学）
池田　克巳 （武庫川女子大学）
一階　千絵 （群馬県立女子大学）
岡村　　昇 （武庫川女子大学）
尾関　基行 （武庫川女子大学）
小花和 W. 尚子 （武庫川女子大学）
片岡和三郎 （武庫川女子大学）
北口　勝也 （武庫川女子大学）
高　　　明 （武庫川女子大学）
﨑山ゆかり （武庫川女子大学）
高井　弘弥 （武庫川女子大学）
竹内　美保 （武庫川女子大学）
武岡　健次 （武庫川女子大学）
田里　千代 （天理大学）
田嶋　恭江 （武庫川女子大学）
田中　美吏 （武庫川女子大学）
豊原　正智 （大阪芸術大学）
福井　哲夫 （武庫川女子大学）
藤本　憲一 （武庫川女子大学）
古市　久子 （愛知東邦大学）
本多　千明 （武庫川女子大学）
前田美也子 （武庫川女子大学）
松木　優也 （武庫川女子大学）
松下　良平 （武庫川女子大学）
松村　憲一 （武庫川女子大学）
松山由美子 （四天王寺大学短期大学部）
森田　雅子 （武庫川女子大学）
安井菜穂美 （武庫川女子大学）
山崎　洋子 （武庫川女子大学）
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委 員 長　　玉井　　暲　　　　　　　　　
委　　員　　佐々　尚美　　　柴田　清継　
　　　　　　井上　雅勝　　　岡崎　祐史　
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印 刷 所　　　大 和 出 版 印 刷 株 式 会 社
神戸市東灘区向洋町東 2 － 7 － 2
編集後記
『武庫川女子大学紀要　人文・社会科学編』および『武庫川女子大学紀要　自然科学編』の第 66 巻をお届け
いたします。
本巻のために研究論文をご投稿下さいました皆様方にお礼を申しあげます。
今年度は、計８篇の投稿論文がございました。厳正かつ公平な論文査読を経て、８篇の論文を本紀要に掲
載するに値する論文としてお認めし採択いたしました。『人文・社会科学編』に６篇を、『自然科学編』に２
篇を掲載しております。
『武庫川女子大学紀要』は、論文査読制を採用し、学内および学外の研究者の方々に査読をお願いし、本紀
要の学術的質の向上をめざしております。
本紀要の次巻の論文投稿の締め切りは2019年９月上旬です。その詳細は後日に発表しますので、皆様、奮っ
てご投稿下さい。皆様方からのご投稿をお待ち申し上げております。
武庫川女子大学紀要委員会委員長
玉井　暲
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